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プロローグ









　対人戦を意識し始めてから随分と時間が経たち、長い長い準備期間もようやくここに終わり、ついにイベントの時がやってきた。

　二つの陣営に分かれて全プレイヤーでの大規模戦闘。それが今回のイベントである。

　前回の本格的な対人戦は第四回イベントであり、多くのプレイヤーがその頃よりも強くなっていることだろう。もちろん、それはメイプル達も同じことである。

　心強い味方となった【集う聖剣】と事前に作戦を練り、勝つための最善策を考えてあるのだ。そして、当然作戦を練るにあたり仮想敵も存在している。それは既に敵対を宣言していた【thunder storm】や、そこと協力体制にある【ラピッドファイア】である。集団戦に強く出られるベルベットとヒナタ。高い索敵能力からの少数戦と、召喚を活いかした集団戦のどちらも対応できるリリィとウィルバート。多くのギルドの中でも頭一つ抜けた強さを持つ四人は警戒対象だった。

　さらに、結局メイプル達が今回味方につけられなかった【炎帝ノ国】の存在。最後までどちらの陣営となるかはっきりしなかったこの大規模ギルドが敵となれば、【thunder storm】の二人と合わせて集団戦の強さは飛び抜けたものとなる。

　そのため【集う聖剣】と【楓かえでの木】連合軍の今回の作戦は、人数で不利な【楓の木】の弱点を突つかれないよう、本格的な集団戦をできるだけ起こさずに、少数戦で着実に有利を取るというものに決まったのだ。

　と言っても、事前に立てられる作戦には限界がある。同盟を組んだ【集う聖剣】以外にも同陣営には多くのギルドが味方として参加している。大事なのは、必要に応じてその場にいるプレイヤーと連携を取って戦うことである。

　今回のイベントの勝利条件である敵陣玉座への到達を目指して、【楓の木】は【集う聖剣】と共に全力を尽くすこととしたのだった。








一章　防御特化と矢の雨。









　メイプル達を包む光が薄れていくと、そこはギルドホームではなく町の中央の広場だった。と言ってもここは既に元の九層の町ではなく、イベント用にそっくりに複製されたフィールドである。同様に転移してきた他のプレイヤー達も周りを見渡し、誰だれが味方になったかを改めて確認して歓喜や落胆などそれぞれの反応を示していた。

　メイプル達が選んだのは炎と荒地の国である。町の中にも装飾として炎が舞っているのだが、その炎を吹き飛ばしながら空から黒い影が一つ舞い降りてくる。

「おぉ、随分と集まったものだな。歓迎するぞ！」

　不敵な笑みを浮かべて空中にとどまるのは、竜の翼と尻しつ尾ぽが特徴的なこの国の王だった。

「ルールは分かってるな？　うちの兵士も町の中にいる。使えるものは全部使ってくれていいぞ。ただの旅人といえど勇敢に戦え」

　二つの国の距離は、速度が武器のプレイヤーならそう時間はかからずたどり着ける近さだ。油断すれば一気に接近を許すことになるだろう。

「勿もち論ろんこの私も戦場には参加する。巻き込まれないよう頭上に気をつけておくんだな」

　そう言うと王は高度を上げ、その体を黒い光で包み込む。それは少しして内部から弾け、巨大な黒竜が空へと飛び上がっていった。

　それを合図として、イベント開始を示す表示が空に浮かび上がり、いよいよプレイヤー達は自由に行動ができるようになる。

　ギルドごとにそれぞれ戦略を立てているのだろう、我先にと壁の外へ向かうプレイヤーや、逆に王城へと入っていくプレイヤーなど、各人が時間を無駄にすまいと目的を持って駆け出していく。

「ここじゃ落ち着けないし、一いつ旦たん少し離れようか」

「そうだね！」

　サリーの言うように、改めて落ち着いて話ができるようにと、メイプルは【楓かえでの木】の面々をまとめると広場から少し離れることにする。その前にメイプルは辺りを見渡して、とあるプレイヤーを探す。

　相手側も同じだったようで、すぐに探していたプレイヤー、ペインと目が合った。

　ペインはギルドメンバーに指示を出しつつ、近くにいたフレデリカに何かを伝えると、フレデリカがこちらに走ってくる。

「無事に同陣営だねー。連絡役やるからよろしくー」

「うん！　よろしくね！」

「今回のイベントだと、パーティー外の私にもちゃんと【身捧ささぐ慈愛】効くみたいだし安心安心ー」

　フレデリカは相棒のノーツのスキルによってより柔軟に連絡を取ることができるため、今回は【楓の木】と【集う聖剣】の間を取り持つ役割になったようだ。

　こうして一行にフレデリカを加えると、メイプル達は広場から離れていくのだった。




　周りが静かになったところで、まずフレデリカが話し始める。

「でさー、【楓の木】はどうするの？」

「まずは様子見！　……だったよね？」

「それでいいよ、メイプル」

「なーんだ。いきなり打って出たりはしないんだねー」

「メイプルは待ち構えるのに向いてるし、今回のルールなら人が一番多いところにいるのが強いからね」

【身捧ぐ慈愛】は今回、味方陣営の全プレイヤーに効果を発揮するため、プレイヤーが多く戦闘が起こりやすい場所で特に有効だ。

「それに、序盤は相手の出方を窺うかがいたい。ペインもそんな感じだったりするか？」

　クロムの質問に、フレデリカは頷うなずいて返す。

　今回のイベントには二つの勝利条件がある。

　そのうちの一つである相手陣営の玉座への到達は、何よりも警戒しておかなければならないものだ。

「空を飛べるテイムモンスターもいるしー、今回のイベントで使えるアイテムもあるしねー」

　モンスターを一時的に使役できるアイテムを使えば、誰でも高い外壁を越えて一直線に王城へと向かうことができるだろう。そこに戦力を集中された時、防衛できなければ一瞬で負けが決まってしまう。

「広場を見渡した限りでは、警戒していたギルドはどうやら味方ではないようだったが」

「【炎帝ノ国】の皆さんがいませんでしたし……」

「向こうにいるのかもしれません」

　メイプル達としても、ミィをリーダーとする【炎帝ノ国】であれば、攻め込む先のモンスターと相性が悪くなる水と自然の国を選ぶことはないと踏んでの陣営選択でもあったのだが、思惑は外れてしまったようだった。

「僕も見てたけど、【thunder storm】と【ラピッドファイア】もいなかったよ」

「カナデが言うなら間違いないわね」

　抜群の観察眼と記憶力を持つカナデはプレイヤーの顔も当然覚えているわけで、あの場にそれらギルドのメンバーがいないとなれば、敵側にいると考えるのが妥当だろう。

　ミィのイグニスに乗ってそれらギルドのトッププレイヤーが飛び込んできた時に、果たして止め切ることができるかどうか。できると言い切ることは難しく、だからこそ序盤は様子を見つつ出方を探り合うことになる。

「まあ、思い切った動きがしにくいのは相手も同じはずだから」

「だねー。じゃあのんびり様子を見て、勝てそうなところとか危なそうなところに参戦する感じでー」

「うん！　頑張ろう！」

【楓の木】は人数が少ないものの飛び抜けた能力を持っているため、遊撃手として少数戦に参加し戦況を有利にすることを狙ねらっていく方針だ。

　死が許されない今回のイベントならば、小さな勝ちも積み重ねるうち大きなものとなるだろう。

　メイプル達はサリーの集めた情報の載ったマップを再確認しつつ、敵軍が空から来ないかしばらく警戒を続けることにした。

　そうと決まればより良い場所を陣取ろうと、メイプル達は外壁の上へと向かう。

　この距離なら、メイプルが自身の兵器を爆破すれば王城まで一直線に飛ぶこともできる。

　この自爆飛行より速いテイムモンスターはそう多くないため、王城を守るプレイヤーが少しでも時間を稼いでくれれば問題なく間に合うだろう。

「ノーツ、よろしくー」

　壁の上まで来たところで、フレデリカは辺りを見渡しつつノーツを呼び出す。

　まだ敵陣営のプレイヤーも近くまでは来ていないようで、動いているのはフィールドに湧わいたモンスターと、防衛専門とばかりに大盾使いを先頭にして陣形を組んでいる味方のプレイヤー達くらいだ。

「ノーツ、【ソナー】！」

　フレデリカの頭の上に乗ったノーツが高い声で一つ鳴くと、ノーツを中心として波紋のようなエフェクトが拡散していく。

「敵影なーし！　まー、流石さすがにまだ安心してていいんじゃないかなー？」

「ほー、便利だな。索敵スキルってわけだ」

「ふっふっふ、透明になった人なんかも見える優れものー。サリーの【蜃しん気き楼ろう】なんかも見破っちゃうからねー」

「それは決闘で体感した」

「とはいってもクールタイムはあるから、今度からは怪しい動きがあった時だけねー」

　そう言うとフレデリカは一旦下に意識を向けて、陣形を組んでいるプレイヤー達に声をかけていく。

　フレデリカならここからでもバフをかけることができるため、下のプレイヤーにもそれを認識しておいてもらうことが重要だ。強力なバフがかかると分かっていれば、いつもよりもアグレッシブに動けるものである。

「しばらくここで警戒して、そのあと予定通り出ていってみましょう」

　サリーの発言に合わせてクロムとカスミが頷く。第四回イベント同様、待ち構えることが得意な五人は基本防衛にまわり、残りで敵プレイヤーを削るのだ。カスミとサリーがいれば火力は十分、クロムがいれば防御面も問題はない。

　メイプルは自爆飛行により地形や戦況を無視して駆けつけることができるため、基本は安定した場所にいることにしているのである。外壁上からなら安心して空へと吹き飛ぶ準備ができるが、戦闘中となるとそうはいかない。

　戦闘を有利に運ぶには全すべての戦場にメイプルを置きたいものだが、それは無理な話のため最重要な場所に配置するのは当然のことだ。

「んじゃあ行ってくるとするか！」

「気をつけてね。倒されちゃったら元も子もないのよ？」

「ああ、踏み込みすぎないよう注意する」

「無理しちゃダメだからね、サリー！」

「うん。分かってる。そっちも気をつけて。今回はプレイヤーが相手だから、メイプルの弱点をついてくるはず」

「分かった！　気をつける！」

　同じ失敗はしないとサリーは小さく頷いて、三人は敵陣営に向かって出陣するのだった。




　町から出た三人はローブに身を包み正面の平地を避け、フィールドの端の方へ向かって遮しや蔽へいの多い森の中へと入っていく。

　見通しの利く場所と比べて奇襲の危険度は上がるものの、それは相手も同じことだ。

　であれば三人だけで行動するサリー達は、主戦場となり人が多くなることが予想される正面よりもこちらの方が都合がいい。

　それに、奇襲の危険度が自他共に上昇するのなら、有利不利は索敵能力で決まる。

　経験で並のスキルを上回る索敵を行うサリーは、スキルエフェクトや発声がないことを活いかし、より察知されにくい奇襲を可能としていた。

　クロムとカスミもその能力を信頼しているが故に、危険な森の中だとしてもこちらに分があると踏んで侵攻しているのだ。

　それに、仮に良くない形で接敵することになったとしてもその時のための戦略は用意してある。

「……いる。気をつけてください」

「オーケー」

「分かった」

　クロムとカスミにはまだ感じ取れないものの、サリーが言うならそうなのだろうと音を立てないように後をついていく。

　そうして少し行くと、立ち並ぶ木々の間に敵陣営のプレイヤーが五人で進軍する様子が見えた。

　ただ、マップの端なこともあってか他に敵は見えない。敵陣営もこんな場所が主戦場にはならないと見ているのだ。

　人数差はあるものの、これくらいなら上う手まく隙をつけば一気に押し切れるだろう。

　しかし、サリーは敵の様子を確認して少し険しい表情を浮かべた。

「守りが堅いな……」

　五人の構成は索敵要員だと思われる短剣使いが二人に、大盾使いが三人だ。大盾使いは盾を構えて外側を向き、警戒しつつ陣形を組んでいる。

　気づかれないように近づき、その上で先手を取って倒し切るのはどうにも難しそうである。

「どうする。やれなくはないと思うが」

「ああ、一応あれくらいの数なら俺も守ってやれると思うぞ」

「……ここは予定通り行きましょう。相手も相当警戒しているだろうし、次にいつプレイヤーと出会うかわからないので」

「分かった。なら、俺先頭で少し移動するか」

「よし、見つからないように行こう」

　三人は音を立てないようにしつつ、適切な位置まで距離を詰める。




　三人がそうやって近づいてきていることにまだ気づいていない五人組は、辺りを見渡しつつ先へ進んでいく。五人からしてもここはもはや自陣とは言えない場所であり、いつ会敵してもおかしくない状況に緊張感も高まる。大盾で防御を固めているため、遠距離からの魔法攻撃ならば問題ないと判断し、接近されていないかをより慎重に警戒しているのだ。

　敵プレイヤーの姿のない静かな森は、それでも空気が張り詰めているように感じられる。そんな静寂は横からの声によっていきなり破られた。

「【断罪ノ聖剣】！」

　叫ばれたスキル名を聞いて、五人はギョッとしてその方向を見る。

　遥はるか向こうから迫ってくる光の奔流。触れればただでは済まないであろうそれに、大盾使いですら急いで回避を選択する。幸いにも、僅わずかに狙ねらいが逸それていたこともあり、五人は何とか難を逃れることができた。

　光が収まって素早く敵を確認すると、遠くにいたのはローブに身を包んだ四人組だった。

　そのうちの一人は青い装飾のなされた大きな剣を振り下ろした姿勢であり、五人の射程をはるかに上回る位置から攻撃してきたことが分かる。

「あ、あの剣！　あのスキル！」

　慄く五人が戦闘か撤退か判断する前に、四人のうちの一人がさらに畳み掛ける。

「【神速】」

　その声と共に一人の姿が消失したのを見て、五人は確信を持った。

「【集う聖剣】だ！　退くぞ！」

　流石にこれを相手にはできないと、五人は距離を詰められる前に急いで撤退する。

　木々と茂みに紛れて素早く退いた五人を追撃することはなく、ここは牽けん制せいするような形で幕引きとなった。

「ふー……案外、分からないもんなんだな」

「距離もあった。それにローブも着込んでいて誰かは分かりにくい」

　ペインのものに似せた剣を持っていたのはクロムだった。イズ作のそれをよくできていると感心しつつ、クロムはインベントリにしまい込む。

「上手くいきましたね」

「おお、想像以上にな。なるほど……これが【偽装】かあ」

【断罪ノ聖剣】として放たれたそれは、サリーのスキル【鉄砲水】を光のエフェクトに変化させたものだった。クロムは撃ち終わった後の格好を真ま似ねしただけなのだ。

　一人増えた分は【ウォーターウォール】に朧おぼろの【影分身】のエフェクト変更をして人型に、【神速】は【超加速】の名称を変えつつ、朧の【瞬影】を発動させてそれらしく見せたのである。

「イズの変声機も役にたった。よく聞けば声も背丈も違うのだが……」

「【断罪ノ聖剣】も【神速】も、今じゃあ知らない奴やつがいないくらいだからな」

　細かい部分に違和感があったとしても、それを隠せてしまうほど特徴的で、一人しか持っていないようなスキルがある。それを撃たれれば違和感など吹き飛んでしまう。【毒竜ヒドラ】を使うのはメイプルで【炎帝】を使うのはミィ、【断罪ノ聖剣】ならペイン、こんなことはもう周知の事実である。

　そんなスキルを使う四人組。であれば目の前にいたのが【集う聖剣】でないことなどありえないはずなのだ。

「これで、このエリアにペインさん達が来ていると思わせることができたはずです」

「んじゃあ援軍が大量に来る前に退くとするか」

「本命である【集う聖剣】には頑張ってもらおう」

「「「逆側で」」」

　三人は敵陣営が反転してくる前に、より警戒が強まるであろうこのエリアを立ち去るのだった。




　町の外壁上で索敵を続けていたフレデリカは、サリーからの連絡を受けて外壁を離れることとなった。

「じゃあメイプルー、後よろしく」

「うん！　頑張って守るよ！」

　フレデリカはメイプルに防衛を引き継ぐと、自分にバフをかけて急いで町の端の方へ向かう。

　そこにはペイン、ドラグ、ドレッドを中心とした【集う聖剣】のギルドメンバーが集まっていた。

「おう！　来たかフレデリカ！」

「サリーから連絡があったからねー。どうやったのかは知らないけどー」

　サリーの伝えてきた内容を信じるなら、自分達は今いる方向とは真逆を攻めていることになっている。

「同じ陣営である以上、噓うそをつく意味はねえ。まー、予定通り作戦が進んだってことだろ」

「どうやってんのか分かんねえけどな。やっぱあれか？　【影分身】とかそういったやつか？」

「これまでの決闘ではそんなことはやってなかったし、何か新スキルだと思うけどねー」

「話している時間が惜しい。急いで進軍しよう。敵も俺達がいるはずの場所に対応しにくるはずだ。ちょうど逆側に戦力が偏ったところで、手薄なこちら側を叩たたく」

　ペイン達は自分達が強いこと、敵陣営にとってどれだけ脅威であるかを知っている。敵が連携を取っていればいるほど、多くの戦力が割かれることは間違いない。適切に対処しようとすればするほどサリーの罠わなの効果は大きくなる。

「予定通り目につかないように隠れて進む。途中出会った敵プレイヤーは全すべて倒していく。俺達の本当の位置を知られるな」

　ペインの指示に集まったギルドメンバーそれぞれが頷うなずく。まだ死を恐れてあちこちで小競り合いが続く中、先手を打つべく【集う聖剣】は町を出たのだった。




【集う聖剣】の面々はメイプル達の陣営において、最も強力と言っていい戦力である。それが町から離れたことで、拠点を守る戦力に関しては大幅に低下したことになる。

「よーし、頑張って守ろうね！」

「「はい！」」

　メイプルは近くにいる【楓かえでの木】のギルドメンバーに声をかけて、フィールドの方に向き直る。イズにもらった高性能の双眼鏡で正面に続く平地をじっと観察するものの、敵陣営のプレイヤーの姿は見えない。

「流石さすがにいきなり正面からは仕掛けてこないかな？」

「そうね。まだまだ様子見といったところかしら？」

　サリー達が出会ったプレイヤーがそうであったように、一デスも許されない今回のイベントでは、やはりそうそう大胆な動きはできないものだ。

　防衛をすり抜けてそのまま王城に直行できる空からのルートも、今の所誰も通ろうとはしていない。相手としても地上のプレイヤーは避けられても、これだけ見張りが多くては城に辿たどり着つく前に撃ち落とされてしまうことが分かっているのである。

「どちらかが動き出さない限り、大きな戦闘は起こらないだろうね」

「そうだよねー」

　このまま待っていれば、町を出た【集う聖剣】が敵陣営とぶつかったところで最初の大きな戦闘が起こることが予想される。

「と言っても、他の皆もじっとしているばかりってことはないみたいだけど」

　カナデが外壁上から下を確認すると、そこにはまさにもうすぐ進軍開始とばかりに集まっているいくつかのギルドが見えた。

「すごい人数です……」

「これから攻めていくみたいだけれど……」

　いくつかのギルドがまとまったこともあり、先に出発した【集う聖剣】の部隊よりも多くのプレイヤーが集まっている。ここまでの数となると隠密行動は難しく、攻め込んだ先で互いに被害の出る激しい戦闘になってもおかしくない。

「んー、メイプル。ここは彼らについていってあげた方がいいかもしれない。あの人数が一気に動くならここで待ち構えているより効果的だと思うんだ」

　カナデの提案ももっともである。メイプルがここで待機している理由は、序盤に相手の出方を窺うかがうことと、もし突撃された際に最強の防衛ラインとなることである。

　ただ、こちらの陣営も全員が同じ意思で動いているわけではないため、柔軟性も必要だ。

　ここでいきなり多くのプレイヤーがデスするようなことがあっては、戦況はすぐさま不利になる。

「サリーちゃんも人が多いところに行って守るのがいい、って言っていたものね」

「私が行っちゃっても町は大丈夫かなあ……」

「はは、心配しないで。僕も準備はしてきてある。すぐに機械神で飛んで戻ってきてくれるなら、時間くらい稼げるからさ」

　そう言うとカナデは中に浮かぶ本棚から真っ黒な表紙の本を手に取り、自信ありげに笑みを浮かべる。

「ま、足止め役はいると思っておいて。マイやユイもいてくれるなら問題ないよ」

「頑張ってください、メイプルさん！」

「気をつけてくださいね……！」

「安心して行ってくるといいわ。ここはむしろ、私のアイテムの力を見せるチャンスね」

「うん！　じゃあ行ってみる！」

　心強いギルドメンバーによる後押しを受けて出撃することに決めたメイプルは、一つ短く息を吐くと、ピョンと外壁から飛び降りた。

「これで、【集う聖剣】もより動きやすくなるかな」

「そうね」

　脅威度の高いプレイヤーが複数箇所に散らばっていればいるだけ、防衛は難しくなる。

　攻めるという行為にはリスクがあるが、守っているばかりでは勝てないのも事実だ。攻めるならより効果的に、そしてリスクを負う回数を減らすことが肝要である。

「さてと、改めて防衛に使える設備の確認と……イズのアイテム設置を手伝おうか」

「「はいっ！」」

　自分達にできる準備をしつつ、四人はメイプルを見送った。





◆□◆□◆□◆□◆






　その少し前。高い外壁の上から飛び降りたメイプルは、地面に激突して大きな音と共に砂すな埃ぼこりを舞い上がらせていた。そんなことをすれば敵の奇襲かと注目が集まるのも当然で、出撃しようとしていた複数のギルドも立ち止まって振り返る。

　メイプルは追いつけなくなる前に止まってくれて助かったと、ぱたぱた走って集団に近づいていく。

「これから出発ですか？」

「お、おう。そのつもりだが」

「私も一緒に行って大丈夫ですか？　防御なら自信あります！」

　メイプルがそう言うと、集まったプレイヤーがざわつき出す。ある程度レベルが高く、これまでのイベントにも参加してきているプレイヤーならメイプルのことは流石に知っているのだ。

　参戦してくれるのであれば、これほど心強いことはない。

「なら……そうだな。真ん中に位置取ってくれるか？　ほらあの、【身捧ささぐ慈愛】あるだろ？」

「はい！　スキルの詳しい説明はした方がいいですか？」

「んー、まあそっちがいいならしてくれると助かるが」

　今は味方同士でも次のイベントではまた敵になるかもしれない。提案を受けた男も無理にとは言わないといった風だったが、メイプルは今役に立てるならと【身捧ぐ慈愛】の弱点について話し出した。

「なるほど。そういう仕様だった訳か……ノックバックと貫通攻撃には注意する。集まった皆にも伝えるから、全員を範囲内に入れられるよう、中央にいてくれるか」

「分かりました！」

「……その見慣れない黒い箱は？」

　メイプルの近くに浮かぶ黒いキューブを見て、また妙なものが増えていると、その正体について尋ねる。

「これは新しい武器です！」

「オーケー、分かった。必要なら使ってくれ」

　メイプルのスキルについて、名称やおおよその効果を知らないプレイヤーは少なくなったが、パーティーを組んだことがなければ知らないようなこともある。伝えておくことでメイプルもやりやすくなるというわけだ。

　メイプルは指揮をとっていたリーダーに言われた通り集団の中央までやってくると、周りにいるプレイヤーにぺこっと頭を下げて挨あい拶さつをする。

「よろしくお願いします！」

　挨拶が返ってくるが、やはりまだメイプルの参戦にざわついており、皆落ち着かないようだった。

「心強い味方も増えた！　改めて進軍するぞ！」

「「「おおおおっ!!」」」

　各ギルドのギルドマスターなのだろう数人のプレイヤーが先頭に立ち、武器を掲げて呼びかけ、士気を高める。

　それに全員が返して、いよいよ大部隊が動き出す。

「っとと!?」

「ご、ごめんなさい！」

　そして、当然そうやって動けば中央にいるメイプルは一人足の遅さで置いていかれて、後ろと衝突することになる。【ＡＧＩ】値が移動速度に影響するにもかかわらず、それを完全に捨てているプレイヤーは流石にそうはいないのだ。

「ま、マジで遅いんだな」

「荷車でも出すか？　手が塞ふさがっても乗せていくだけの価値あるだろ」

「そうね。ちょうど持っているから出すわ」

「助かります……」

　メイプルは取り出された荷車に乗ると、そのまま運ばれていく。

「なるほどなあ。飛び出しすぎないように注意か」

「そうだね。気づいた時には置いていってたなんてことになったら、予定通りにいかなくなるから」

　味方になってみて改めて分かるメイプルの隙に注意しつつ、全員で敵陣へと進んでいくのだった。




【楓の木】などと比べれば大部隊ではあるが、まだイベントは始まったばかり。

　全すべてのプレイヤーを集めての総攻撃というわけではないため、正面の平地を進軍するのはリスクが高い。偵察に出ていた少人数パーティーなどが相手なら数の差で一気に勝ち切れるだろうが、もし待ち構えられているようなことがあれば多くのプレイヤーが一度に危険に晒さらされる。

「戦闘になりそうなら合図がある。そうしたら【身捧ぐ慈愛】を頼む」

「はい！」

　変わらずメイプルは中央で荷車に乗せられている。【身捧ぐ慈愛】はエフェクトも派手であり、ただでさえ隠密行動が難しい大部隊がより遠くから認識されやすくなってしまうため、危険が迫るまでは使わないでいるのだ。

　現在メイプル達は特に地形効果のない荒地を進んでいる。前方には徐々に敵陣らしい地形も見られるようになってきて、巨大な岩石の並ぶ荒野に緑が交じり、溶岩溜だまりと氷の柱がどちらも存在する異様な風景が広がっている。奥には豊かな森が見え、そこからは明確に敵陣営のエリアとなる。

　緊張感が高まる中、事前に調べておいた、身を隠せる岩陰に潜んで森側の様子を確認する。

　森までは身を隠す場所が少なく、こちらは大人数のため、森に潜んでいる敵がいた場合、接近に先に気づかれてしまう。そうなると不利な状況に陥るので、ここは慎重に様子を窺っているのだ。

「……います！」

　双眼鏡で森の方をじっと見ていた一人が、そう声を発したことですっと周りの空気が変わる。

「敵は森の中か、人数は？」

「はっきりとは……今、陣取ったばかりで、そう多くないようには見えましたね」

　先にポジションを取れていたこともあって、相手の様子を一方的に確認することができはしたが、それでも詳細までは分からなかった。これ以上は逆に敵に見つかってしまう可能性が高まるため、迂う闊かつに顔は出せない状況だ。

　こちらの方が数で有利だと見てリスクを覚悟で突撃するか、ここで相手のさらなる進軍を待ち構えるか。一度の死も許されない以上、確実に有利な場面で慎重に戦いたいのも当然だ。

　イベントがまだ続くことを考えると味方を一人も失わないで勝てるのがベストだ。

「どうするか……ん？」

　そこで頭によぎるのは本来立てていた作戦にはいなかった、怪物の存在。振り返るとちょうど目が合った怪物、メイプルがいれば話は変わる。

「……ここは突っ込む。味方に最強の盾がいる今しかない」

　それを聞いて全員が武器を構え、それぞれにいよいよ戦闘かと集中する。

「改めて作戦を伝えるぞ！」

「……はいっ！」

　作戦が共有されたところで、陣形を整え、メイプル達は一気に岩陰から飛び出した。




　水と自然の国陣営の森の中。ここで前方を確認していた部隊は、岩陰から飛び出してくる大量のプレイヤーを見て、顔を顰しかめて後方に指示を出す。

「敵が来た！　かなり多い、援軍を！」

　ダメージを防ぐため大盾使いを先頭に進撃してくるのを見て、地の利を活いかし遮しや蔽へいのある森の中から一気に魔法を撃ち込まんとする。

　しかし、それは相手も想定済みのようで、突然大量の白い煙が噴き上がり、辺りを覆い尽くす。

「くっ！　……皆、準備しろ！」

　それでもと魔法を撃ち込むものの、それだけでは止めきれず、煙の中から大盾を構えた前衛が突っ込んできて、手前にいるプレイヤーから順に飲み込んでいく。

　とはいえやはり先に陣取っていたことの有利はあるわけで、辺りから炎や風が発生し、一瞬でその勢いを強める。

「防御準備！」

「「「【大規模魔法障壁】！」」」

　巨大な防壁で味方を守った直後、辺りを凄すさまじい量の炎が包み込み焼き尽くす。風に乗って広がる炎は竜巻のようになって敵部隊の前衛を乗り越えて全員を飲み込んだ。

「どうだ!?　なっ……!?」

　炎の壁を貫いて伸びてきた剣が深く体を斬り裂く。相手の頭上のＨＰバーは全く減少しておらず、それはつまり、何かしらのダメージ無効によって完かん璧ぺきに対処されたということだ。

　用意した策が全く機能しなかったことに困惑し、光となって消滅していくその最中、敵部隊が後衛まで全員が無事なままで走り込んでくるのが見えた。

　そして、死ぬ間際にようやく気づく。煙と炎に紛れて輝く地面と、奥から瞬間移動によってついてくる天使の翼を持ったプレイヤーに。

「め、メイプル……！」

　その断末魔は怒号と剣戟、魔法の轟ごう音おんに飲み込まれて消えていくのだった。




　前衛を薙なぎ倒たおしたメイプル達は、そのままの勢いで後衛に雪崩なだれ込む。

「このまま突き進む！　逃すな！」

　相手の策とこちらの進軍が上う手まい具合に嚙かみ合って、炎と煙がメイプルの存在を隠し続けている今が最大のチャンスだ。

　ただ、あちらの前衛が稼いだわずかな時間と、退却ルートを先に確認してあったことを活かされて上手く詰めきることができない。

「ちっ！　【ＡＧＩ】バフか」

「多少は無理できる。さっきのはメイプルが防いでくれてるんだ」

　メイプルの防御範囲から飛び出ることになるものの、有利な状況にあるここでより多くの戦力を削っておきたい。メイプルが守り抜いたことによりリソースは残っているため、ここは追撃一択だ。

　その判断が功を奏し、遅れたプレイヤーから順に斬り捨てて進み、森を抜ける頃ころには十分すぎる戦果を上げていた。

　森を抜けた先、氷の柱が立ち並び【ＡＧＩ】低下のデバフがかかるエリアに出て少し進んだところで、辺りを見渡し敵プレイヤーがいないことを確認して、追撃していたプレイヤー達は武器を収める。

「これ以上の追撃は無理か」

「そうだね」

「……みなさーん！　だ、大丈夫ですかー！」

　後方からかかった声に反応して振り返ると、そこには少し遅れた魔法使いについてくるメイプルがいた。

「問題ないですよー！」

「お陰で助かったぞ」

「流石さすがに常識外れな硬さだったなあ、罠わなもなんのそのだ」

　今も足元で輝く【身捧ささぐ慈愛】のフィールドは、普段あるパーティー内のみの制限を取り払われ、範囲内全員を守っている。

　結果として無敵スキルなどを使わずに済んだ前衛から、直接炎から守ってもらった後衛まで、全員がメイプルを囲んで褒めるため、もう慣れてしまった【楓かえでの木】にはない新鮮な反応に、小柄なメイプルは皆を見上げるようにして照れ笑いを浮かべる。

　そうして、一いつ旦たん引き返そうとしたその時、メイプルは空から雨のように降る赤い光をその目に捉とらえた。

「……何か来ます！」

　メイプルの声に反応し全員が空を見上げる。

　降り注ぐのは赤い光を纏まとう大量の矢。範囲から飛び出すことは難しく、魔法使いが次々に障壁を展開する。しかし、矢は当たる度にその障壁の全てを砕き、メイプル達に向かって勢いそのままに落ちてくる。

「メイプルのところに集まれ！」

　全員がメイプルの【身捧ぐ慈愛】の範囲内に入ったところで、メイプルはサリーの言葉をふと思い出していた。

　相手はプレイヤーであるということ。そして、情報があるにもかかわらず攻撃を仕掛けてきたということは、この攻撃は【身捧ぐ慈愛】を発動したメイプルがいるということも分かってのものだ。であれば、普通なら弾かれるだけのこの攻撃には、何か敵の意図があるはずだ。

「ぴ、【ピアースガード】！」

　危なそうなら使うこと。サリーと練った作戦通りメイプルは貫通対策をとった。




　自分が放った矢の雨を遥はるか遠くの氷柱の上で確認したウィルバートは、隣のリリィに結果を報告する。

「……弾かれましたね」

「【ピアースガード】か。意外だね。ここで落とせると思ったが……サリーの入れ知恵かな」

　無条件に範囲内の全員をカバーする。それは【身捧ぐ慈愛】の弱みでもある。広範囲の貫通攻撃が対策のない状態で直撃していれば、そのダメージ全すべてを肩代わりすることになるメイプルは反応する間もなくその命を刈り取られただろう。

　ただ、まだ攻撃の手を緩めるつもりはない。二人には圧倒的な射程の有利がある。

「ウィル、メイプルはここで落とせ。相棒のいない今が好機だ」

「勿もち論ろん」

「【楓の木】のメンバーならともかく、急造の部隊ではメイプルの強みも弱みも……完璧には理解できていないさ」

「……【砦とりで落とし】！」

　ウィルバートは弓を引き絞ると、遥か向こうで盾を構えるメイプルに向けて赤黒い光を纏う矢を放った。




「……っ！」

　視認不可能な速度で飛来した赤い矢は、構えた大盾を見事に避けて、敵を探すため盾からわずかに出していたメイプルの顔を掠かすめるように命中した。

　それによって凄まじいダメージエフェクトと共にＨＰが一気に吹き飛び、ただの一撃でメイプルの【不屈の守護者】が発動する。ＨＰが高いわけではないメイプルは、ダメージさえ通れば酷ひどく脆もろい。【ピアースガード】の効果が切れたところを適切に撃ち抜かれたならば、メイプルを守るものはない。

「撤退するぞ！　敵がどこか分からない！　防御壁を展開しろ！　メイプル、それ解除してくれ！」

「は、はいっ！」

　メイプルが【身捧ぐ慈愛】を解除し、その分他のプレイヤーが魔法とスキルによって防御を固める。

「「「【魔力障壁】！」」」

「「「【マルチカバー】！」」」

　急いで森に退く中、メイプルを倒さんとするウィルバートの矢が次々に襲いかかる。メイプル相手でなければ貫通効果など不要だと、範囲攻撃を連打するウィルバートにガリガリと全員のＨＰが削られていく。防御役を入れ替えつつ森を目指すが、反撃できない分、状況は苦しい。

「私も……！　これならっ！」

　全員を守るために、メイプルは新たに手に入れたスキルで対抗する。

「【古代兵器】！」

　矢の雨と強烈な一射によって溜まったエネルギーを一気に解放すると同時、黒いキューブが八つに分裂し、空中に拡散する。それはそれぞれを青い光で結ぶと、眩まぶしいほどに輝く巨大な障壁を展開し、続く矢の雨の直撃と共に激しくスパークして、その全てを受け止める。

「おおっ……!?」

「走るぞ！　メイプルを運べ！　【不屈の守護者】持ってるやつは壁になれ！」

　ここで自陣の最高戦力を失う訳にはいかないと体を張ってメイプルを守りつつ、遮蔽の多い森を通って退却していく。

　遠くからそれを見ていたウィルバートは森をじっと見つめ、ゆっくりと弓を下ろした。

「私も地形を貫くことはできませんから……これ以上は届きませんね」

「ふむ。あのエネルギーバリアが誤算だったね。なるほど、やはり新たなスキルを身につけていたということか」

　見覚えのないスキルだったことは間違いないが、ウィルバートの目はその発生源をしっかりと捉えていた。

「側そばに浮いていた黒いキューブが変形していたようなので、おそらく装備品でしょう」

「なるほど、装備中は気をつけておくとしよう。さて、戻ろうか。援軍に間に合えばベストだったけれど……機動力は私達の課題だね」

　メイプルを擁した部隊は追い返せたものの、失ったプレイヤーも多く、陣営として見た時にこの勝負は大敗である。

「そうですね。今回は近づき過ぎればこちらの不得意な距離とエリアに入ってしまいますから……難しいものです」

　とはいえ、凄まじい攻撃を見せつけたことは間違いなく。しばらくはここに踏み込んでくる敵もいなくなるだろうと、二人は氷柱上から退いていく。

【ラピッドファイア】の二人によってこれ以上の進軍は止まり、今後このエリアに敵は踏み入りにくくなった。しかし、倒されたプレイヤーもかなりの数になってしまったのが現状だ。

　僅わずかに隙を見せたこの瞬間にメイプルを倒し切りたかったと思いつつ、二人は元々守っていたエリアに戻っていくのだった。

[image: ]
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　それから少し後。町の外壁前には一旦戻ってきたサリー達三人がいた。歩いて町に入るための門の前では、イズがアイテムによって要よう塞さいを築いている真っ最中である。

「すげえことになってんな」

「ああ……」

「フィールドでの最終防衛ラインって感じですね」

　並ぶ大量の大砲と設置されたバリケード、本来アイテムはそれだけで本格的に戦っていけるようなものではないものの、イズのそれは訳が違う。無策のまま突撃すれば防御力の高い前衛だとしてもただでは済まないだろう。

「あ、サリーちゃん達！　戻ってきたのね。無事でよかったわ」

「まだまだ始まったばかりだからな。まずは予定通り様子見からだ」

「私達も設置を手伝おう。いつ攻め込んでくるかは分からないからな」

　準備は早めに済ませておくに限ると、三人がイズの手伝いをしていると、遠くにこちらへ向かってくる多くのプレイヤーの影が見えた。

「お、敵か……？」

　クロムが警戒しつつ短刀を抜くが、イズがポーチから取り出した双眼鏡で確認して首を横に振る。

「あれはさっき出撃した人達みたいね。メイプルちゃんがついて行ったはずだけど」

「メイプルが？　……なるほど。確かにあの人数ならいつも以上に効果的だろう」

　少しして、集まっているプレイヤーの中からメイプルが出てきて、集団に頭を下げて挨あい拶さつを済ませると四人の方に向かってくる。

「みんなー！」

「メイプル、お疲れ様。どうだった？」

「皆が結構倒してくれた、と思う……煙とか炎とかで数は分からなかったんだけど」

「はは、随分派手にやり合ったんだな……」

「でもね。こっちは誰だれも倒されてはないんだけど【不屈の守護者】を使っちゃって……」

「何かあったってことだね」

「うん、えっとね」

　メイプルが起こったことを話すと、全員心当たりのある人物がいるようだった。

「まあ、それは間違いなくウィルバートだろう」

「そうですね。ただこっちの視界外から撃ってくるのは想定以上です」

「なんでも一撃で吹き飛ばす射撃を視界外からか……敵陣はますます歩きづらくなるな」

　弓使いでありながら、超遠距離から安全に確実に暗殺してくるのは脅威というより他ない。さらに範囲攻撃や貫通攻撃もきっちり備えているのだから隙がない。

「とりあえずメイプルは今日は安全第一で。どうやってるかはまだ分からないけど、すごい広い範囲が見えてるのは確かだから、次に射程内に入ったら間違いなく撃ち抜かれる」

　メイプルにはあの矢に反応できるだけのステータスもプレイヤースキルもないため、【不屈の守護者】がなければ何もできずに即死してしまうだろう。

「ごめんねサリー……【ピアースガード】を先に使っちゃったから」

「大丈夫大丈夫！　それに、多分それは使って正解だったと思うよ。もし矢の雨に貫通効果がついてたら、メイプルは今いま頃ごろここにはいなかっただろうしね」

「そもそもついて行ってたのもよかったな。あれ全員ウィルバートに蜂の巣にされてたら、相当な被害が出てたはずだろ」

　あの矢の雨を前にして【身捧ぐ慈愛】がなかった時のことを考えると恐ろしいものである。

「結果を見れば全員生存だ。大勝と言えるだろう」

「うん！　よーし！　次はちゃんと盾で防御するぞー！」

　メイプルは元気を取り戻すと、そのままイズの指示を受けてアイテムの設置を始める。それを見つつサリー達は少し考え込んでいた。

「実際、かなりキツイよな。さっき集まってたギルドの大盾使い達ですらワンキル圏内に入ってるくらいのダメージが出るんだろ？」

「射程に圧倒的な差がある以上【ＡＧＩ】が低いといくらでも引き撃ちされますね。射撃を耐えればダメージは落ちますけど……プレイヤーに致命傷を与えるには十分……」

　メイプルがついて行った複数ギルド混合の部隊には、レベルの高いプレイヤーが集まっていた。それで耐えられないのは、それだけウィルバートの攻撃力が高いということだ。

「俺も特別防御力が高いわけじゃないからな。【デッド・オア・アライブ】の機嫌次第なんだよなあ」

「私も無理だろうな。クロムとメイプルが無理なら残りの面々も耐えられないだろう」

「こっちより索敵範囲が広いのが何よりまずいですね。必ず先制攻撃されますから」

　視界外から放てる必殺の一撃を持っている。これではウィルバートの位置が確実にわかるまで敵陣に踏み込めない。

「射線が通っているか気をつけて歩くしかないんじゃないか？　メイプルの話を聞いた感じだと、フィールドの地形はぶっ壊せないみたいだしな」

「対策は考えておきます。とりあえず次に敵陣に入る時は気をつけましょう」

　最後まで戦い抜くために、早々にしくじる訳にはいかないのだ。

　味方も強いが敵もまた強い。対人戦特有の緊張感を久々に味わいつつ、三人はイズの手伝いに加わった。
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　その頃ころ、【集う聖剣】は深い森の中を進みつつ、順調に敵プレイヤーを倒し、戦力を削っていた。

「ノーツ、【ソナー】……少ないねー。左に六人、右に三人」

「六人の方から行こう。素早く、静かに接近する」

　フレデリカもまた、ノーツのスキルによって遠距離から一方的な索敵を行っていた。

　先に居場所が知られてしまえば、待っているのは物陰から放たれる突然の凄すさまじい魔法攻撃であり、量、質共に優れたそれに押おし潰つぶされるようにプレイヤーが倒れていく。

　かろうじて生き残ったプレイヤーもペイン、ドレッド、ドラグによる逃げ道を塞ふさぎながらの素早い追撃によって、後を追うように倒されることとなった。

　サリー達の作戦がはまったこともあってか、想定よりもプレイヤーが少なく、余裕を持って撃破することができていた。

「本当に向こうに行ってるみてえだな。均等にプレイヤーを配置したよりも少ねえぜ」

「ここ以外のどこかに寄っているわけだ。戻ってきたら面倒だ、さっさと倒せるやつは倒していこーぜ」

「もうちょっと待ってねー。これでもノーツにクールタイム短縮の魔法かけてるんだからさー」

　ノーツのスキルが上がる度に、範囲内のプレイヤーが消えていく。

「逆側は警戒しておくように言ったが……少し心配だな」

　ここまで敵が少ないということは、【集う聖剣】がいたとされる逆側に相当多くの人員が割かれたということになるだろう。

　となれば、そちら側はかなりの不利を背負うことになるはずだ。

「俺達はこのまま行くしかねえぜ。ここで戻ってたら意味が分からねえからな」

「ああ。それに、【楓かえでの木】も町の近くにいるんだろ。ならそうそう簡単には崩せねーよ」

「……そうだな。こちら側で築けるだけ有利を築かせてもらおう」

「ノーツのスキル上がったよー」

　それを聞いて、ペイン達は次の標的を見つけるために再び進軍を開始する。

　ただ、ペインには一つ思うことがあった。サリー達による偽物の【集う聖剣】の対処に向かったのだとしても、こちら側にいる敵プレイヤーの数が少なすぎると。

「どこかで大きな部隊を動かしているのか……？」

　相手には相手の思惑がある。攻めなければ勝てない以上、敵陣営もどこかで攻勢に転じるだろう。

「フレデリカ。戦闘中、最低限のバフをかけたら、残したギルドメンバーと連絡を取り合うことを優先してほしい。敵が大部隊を動かしている可能性が出てきた」

「……！　りょーかい」

「その上でまだ引き返さない。敵が見えたと連絡が来た瞬間から、皆には派手に暴れてもらう」

「……放置していていいのか、ってことか！」

「オーケー。迷わせるってーわけだな」

「ギリギリまで残ってから退く。相手の損害を少しでも大きくさせたい」

　ペインの指示に全員が頷うなずく。こうして、【集う聖剣】はさらに集中力を高めて進軍を続けるのだった。








二章　防御特化とデリバリー。









　イズのアイテムを設置し終えて、外壁前には大量の大砲とバリケードが並ぶ防衛ラインが完成した。

「皆助かったわ。壊されない限り消えたりしないように作ってあるから、イベントが終わるまで活躍してくれるはずよ」

「そりゃあすげえな。で、どうやって使うんだ？」

「ふふふ、近くで待機する必要もないし、なんと砲弾も必要ないのよ。敵が近づいてきたら自動で撃ってくれるわ」

　まさに自動砲台というわけだ。攻撃は苛か烈れつであればあるほどいい。いつ仕掛けられても迎撃してくれる大量の砲台が町のすぐ前にあるというのは心強い。

「でも、ここまで攻め込まれちゃってるってことは状況も良くないってことだから、使わないで済むならそれが一番いいわね」

　外壁前での戦闘になれば、止めきれなかったプレイヤーから順に町に侵入されることになる。それ以外にも、戦闘中のどさくさに紛れて空を飛んで抜けられる可能性もあるだろう。

　防衛力が高い町のすぐそばで戦うのは敗北に直結するリスクがあり、町から離れたところで戦うのは撤退できずに大きな被害が出る確率が高まる。

　上う手まくバランスを取って戦うのが重要だ。

　そうこうしているうち、また町の中から多くのプレイヤーがぞろぞろと出ていく。

　どうやら先程メイプルと共に出撃したギルドの面々を中心として、強力なスキルがクールタイムに入ってしまったプレイヤーと交代して再編された部隊のようだった。

「また出撃するみたいですね」

「メイプルが守ったことで被害はほぼなかったわけだからな。すぐ出ていけるってことだろ」

「うぅ……今回はついていけないかも」

　今のメイプルは、貫通攻撃を受けてしまうと一撃死がありうる状態であるため、気軽に最前線に向かうことはできない。

「メイプルは今はできる限り戦闘は避ける方向で。っと……フレデリカから？」

　大部隊を見送って、さてここからどうしようかと考えていたサリーにメッセージが届く。

　そこには、敵陣営が多くのプレイヤーを動かしている可能性があることと、【集う聖剣】に狙ねらいが向くまでこのまま攻め続ける予定であることが書かれていた。

「ちょっと予定変更で。どうやら様子見ばかりしてもいられないみたいです」

　サリーがメッセージの内容を共有すると、全員がやるべきことを理解した。

「敵も大部隊となると、進める場所は限られてくる。マップから予測できるかもしれない」

　そう言うとカスミは事前に作成したマップを開き、拡大して空中に表示する。

　多様な地形があるこのフィールドでは、大部隊で通り抜けにくい場所も多々あるのだ。

　それはダメージを受ける場所であったり、単純に狭い地形であったりと様々だが、それを事前にマップに書き込んである【楓の木】なら、より正確な予測ができる。

「やっぱ進みやすいのは中央か」

「そうね。その辺りは広いし、変な効果のある地形もないもの」

　先程出撃した大部隊も中央を進んでいくようだ。

　であれば、今回は大規模な衝突が考えられる。

「ついて行くか？　メイプルがいないから、できることなら大きな動きはしたくないんだが……」

「前線にいれば【集う聖剣】のサポートもできますし、必要な方に寄る……ちょうど間を進むような感じで」

　それがいいと、賛同を得て方針も決まり、次はメンバーだ。

【楓の木】の中で極端に機動力が落ちるのはメイプル、マイ、ユイの三人。今回の役割としては遊撃部隊であり、できる限り見つからないように進みたいので、乗るために【巨大化】が必要なシロップやツキミにユキミ、移動速度こそ上がるものの、この上なく目立つ【暴虐】は使いにくい。

「カナデも呼んで五人で行きましょう。イズさんはどこかのタイミングで敵陣に送り込みたいので」

「分かったわ。クロム、防御は頼むわよ？」

「おう、任せろ」

「カナデには私がメッセージを送っておこう。町の中にいるはずだ」

「じゃあ、私はマイとユイの二人とお留守番だね！」

「うん。何かあったら近くの味方を頼って。勿もち論ろん、メッセージをもらえれば最速で戻るから」

「うん！　大丈夫！」

　こうして、メイプルはカナデと入れ替わるようにして防衛に戻っていく。

「うし。なら行くか」

「穏便に済むといいんだけど……まあ、そうもいかないかな？」

「その時は全力で戦うより他にない」

「いつでもいいわ。アイテムの準備も万全よ」

　保有しているアイテムの最終確認をして、準備が整うと、マップが完全に頭に入っているカナデとサリーを先頭に、五人は先に出発した大部隊を追いかけるのだった。




　残されたメイプルは外壁上まで来ると、マップを確認しているマイとユイに合流する。

「メイプルさん！」

「無事でよかったです」

「【不屈の守護者】を使っちゃったから、私はしばらく町で防衛！」

「そうだったんですね……」

「うーん、相手も強い人ばっかりです」

「サリー達も無事に戻ってきてくれるといいんだけど」

「サリーさん達なら大丈夫ですよ！」

「信じて……待ちましょう」

「そうだね！」

　あの五人はゲーム内でもトップクラスプレイヤーだ。ならばその力を信じて待つ。これが残された側がわのできることである。

「どうだった？　私が出て行った間に誰だれか攻めてきたりした？」

「誰も来てないですよ」

「まだ陣営の境目での戦闘がほとんどみたいです」

　王城を擁するこの町は、敵陣から最も遠い位置にある。防衛する味方プレイヤーの人数も相当なものであるため、連携が完かん璧ぺきに取れていなくとも、それら全すべてをすり抜けてくるのは難しい。

「フィールドには拠点にできるところもいくつかあるので、そこを中心にしてずっと前線にいるギルドもあるみたいです！」

「へー、すごい！　いつの間に調べたの？」

「町にいる間にそうやって作戦を立てて出て行った人がいて……」

「やっぱり皆、戦ってるんだね」

「動き回って有利な場所を探したり……皆さん考えているみたいでした」

「そういうのは私達は難しいもんね」

　こういった広いフィールドではやはり機動力は重要だ。素早い撤退にも追撃にも、ポジションの変更に移動速度は大きく関わってくる。

　そうこうしているうちにも、町の外につながる門の周りにはまたプレイヤーが集まってきており、次の出撃も近いようだった。外壁上にいたプレイヤーにもメッセージが届いたようで、遠方確認のために取り出していた双眼鏡をしまって準備を整えている。

「行くぞ。急いで救援がいるらしい」

「ええ、急ぎましょう！」

　どうやら味方が窮地に陥っているらしく、何人かのプレイヤーは急いで階段を駆け降りていった。

　あちこちで戦闘が起こり、徐々にそれが本格化しているということなのだろう。

「間に合うといいんですけど……」

「大丈夫でしょうか？」

　少し心配そうにするマイとユイを見ていたメイプルは、何やら思いついたとばかりにポンと手を打った。

「……そうだ！　マイ、ユイ！　ずっと待ってるだけだと皆の役に立てないし、こういうのはどう？」

　メイプルはそう言うと二人に思いついた案を伝える。

「えっ!?」

「ど、どうでしょう？　できるとは思いますけど……」

「じゃあお願い！」

「「わ、分かりました！」」

　そう返事はしたもののどこか不安そうなマイとユイだったが、やると決めたからには準備を始めることにするのだった。




　少しして、また突然の救援要請によって、急いで人を集めるプレイヤー達が慌ただしく外壁前に集まってくる。

「よし、二十人ってとこか……」

「足が速いやつから順に集めてる。集まり次第行くぞ」

　バランスのいいパーティーを組みたいところではあるが、目的地に素早く到達することが何より大事であり、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「……ん？」

「何だあれ」

　二人が見つけたのは目立つように大きな看板を掲げているマイとユイだった。




『とても急いでいる人へ！　最前線まで素早く運びます！　※本当にどうしても最前線に行きたい人向けです！』




　そこには正に今、求めていることが大きな文字で書かれており、文章の内容、そしてそれを持っている二人が所属するギルドが【楓かえでの木】であることには一抹の不安を感じるものの、意を決して声をかけた。

「なあ、ちょっといいか？」

「できるなら運んでもらいたいんだが……」

「はいっ！」

「えっと、行きたい場所と人数を教えてくれますか？」

「二十人だ。場所は……マップのここなんだが」

　開いたマップを確認したマイとユイは、そこなら問題ないと返事をする。

「集まったらいつでも行けますから」

「外壁上まで来てくださいね！」
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　そう言うと、二人は外壁に沿うように伸びる階段を先に駆け上がっていった。

「あの亀……は遅いし違うよな」

「二人の熊とかじゃないか？　何かスキルがあるとか」

　何をするのかは分からないが噓うそということもないだろう。二人は仲間が集まったのを確認し、マイとユイの後を追って外壁上に出る。

「「こっちでーす！」」

　そこにあったのは、上部に煙突のように砲身が突き出した巨大な羊毛の塊である。マイとユイの声に反応して、羊毛の塊の中からぽんっとメイプルの頭が飛び出し呼びかけてきた。

「この中に入ってくださーい！」

「「？？？？？？」」

　そう言われてもと困惑するものの、急いでいるのは事実であり、恐る恐る巨大な毛玉の中に順に詰まっていく。

　そうして全員がぎっちり詰まったところでメイプルはスキルを発動した。

「【身捧ささぐ慈愛】！　【結晶化】！」

　毛玉からは天使の羽が伸び、その表面がクリスタルに覆われたように硬質化する。つまり中に入った二十人のプレイヤーは、毛玉の中に閉じ込められた状態だ。

「お、おいこれ！」

「ま、マジ？」

「「行きまーす！」」

　外からの声に、羊毛をかき分けて様子を確認すると、【結晶化】によってできた透明な殻の向こうに大おお槌つちを構えたマイとユイの姿があった。

「「せーのっ！」」

　振り抜かれた二人の大槌は、ボール状になったメイプルを芯しんで捉とらえて、凄すさまじい勢いで空中へと打ち上げた。

「うわああっ！」

「め、滅茶苦茶しやがる！」

　つまり、高速の移動のからくりとは【身捧ぐ慈愛】によってダメージを受けないようにして、自分自身が砲弾となることなのだった。

　異次元の膂りよ力りよくによってもたらされたこの異様な移動は、着地に耐えうる防御力を持つことと、それを実行に移す胆力によって完成した。

「ここで、【攻撃開始】！」

　メイプルはマップを確認しつつ飛行すると、目的地付近で突き出た上部の砲身を爆破して、下へ方向転換し隕いん石せきのように地面に落下した。

「目的地周辺ですー！　頑張ってくださいっ！」

　メイプルの【結晶化】が解けて、中からプレイヤーが這はい出してくる。着地後の隙は【身捧ぐ慈愛】によって無くし、全員が外に出たのを見て、メイプルはニョキニョキとさらに砲身を伸ばす。

「お、おう……助かったぞ」

「また頼む……かは分からないけどね」

　助かったのは事実だが、それでもそれぞれから何とも微妙な反応が返ってくる中、メイプルは新たに伸ばした砲身を爆破して空へと舞い上がり、自陣方向へ飛んでいくのだった。
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　メイプルがその後も人を詰め込んで空輸していることなど知る由もないサリー達は、先行していた集団に追いつき、水と自然の国の森の中を移動していた。

「今のところ敵の影はねえな」

「サリー、どうだろうか？」

「……少なくとも、今すぐ戦闘になる距離にはいないと思います」

「突然の攻撃にも気を付けておかないとね。メイプルちゃんもそれで危なかった訳だし」

「うーん、見えてさえいれば、対処できるスキルはいくつもあるんだけどね」

　カスミ、イズ、カナデの三人は一撃死を防ぐためのパッシブスキルを持っていない。そのため、もしウィルバートに狙ねらわれた場合抵抗できず射抜かれる可能性がある。

　だからこそ射線を通しにくい森の中かつ、クロムの真後ろをついていくように歩いているのだ。

「弓使いが待ち構えるなら、射線が通せて近付かれにくい場所だ。ここから先は高台も増えてくるからな。注意していてくれよ」

　クロムも全力で守るつもりではいるが、敵陣に踏み込んでいくこの状況は不利なものであることに違いはない。

「そろそろ境界線を越えて相手陣営だけど……サリー、【集う聖剣】は？」

「まだ敵を薙なぎ倒たおしながら前進中」

「奴らが言ってた部隊が、先にどっちの前に現れるかだが……」

　このまま進軍を許せば何処かで【集う聖剣】にも対処しなければならない時が来る。

「とはいえ、ちょっと不気味だよな。俺達もあの集団も敵陣まで入り込んでるわけだが……」

　待ち構えている可能性がある。クロムがそう口にしようとしたところで、前方に巨大な火柱が上がる。それは遂に味方部隊が敵陣営と衝突したこと、そしてそこに誰だれがいるかはっきりと分かるものであった。

「加勢します！」

「【心眼】が必要なら合図を頼む」

「っし、気を引き締めていくぞ」

「うん。あれは間違いなく……」

「【炎帝ノ国】がいるわね」

　自陣までは距離がある。下へ手たに撤退を選択しても追撃され、文字通り焼き払われるだけだ。

　こちらも大部隊が動いている。もとより勝って戦況を有利にするために、全員がここまで進軍してきているのだ。

　続け様に発生した火柱が天を焦がす中、サリー達は主戦場へと飛び込んでいった。




　炎が舞い散る戦場では、両陣営のプレイヤーが互いに激しい攻撃を繰り返している。

　だが、じわりじわりと押されているのは味方の方だ。

　それもそのはず。何もない平地であるはずの敵陣営側には、多くのプレイヤーを守る強固で巨大な砦とりでがあり、イズが外壁前に設置したものにも負けないほどの大量の壁が行く手を阻んでいる。そしていくら死んでも問題のない、砂や水の召喚兵が大量に攻撃に参加しているのだ。

　そうして足を止めた所に、遠距離から炎といくつもの浮かぶ剣と風の刃が襲いかかっている。

「やっぱミィ達か！」

「カスミ！　一いつ旦たんリセットして欲しい！」

「ハク、【超巨大化】だ！」

　戦況を見て、サリーは一度立て直す時間が欲しいとカスミに指示を出す。

　カスミは一つ頷うなずいて返事をすると、巨大化させたハクを戦場を横断するように突撃させる。

　森から飛び出した瞬間の奇襲。認識されていない中で突然攻撃してきた巨大な白蛇に、反応する間もなくそこにいたものは一瞬で轢ひき潰つぶされ、召喚兵も問答無用で粉々にして、プレイヤーのＨＰは次々ゼロになっていく。

「……！」

　それは立て直しの時間稼ぎでは止まらずに、一瞬で戦況をこちらの有利にする程の強烈な一撃だったが、直後、ＨＰが無くなったプレイヤーが次々に復活して起き上がり、召喚兵も追加されていくのを見て、そう簡単にはいかないかとサリーは表情を険しくする。

「ハク、戻れ！　サリー！」

　このままではただ的になってしまうハクを一旦呼び戻すと、カスミが振り返ってサリーの方を見る。そして、言われずとも五人は今やるべきことを認識した。

「ミザリーとマルクスを落としに行きます！」

「ああ、じゃなきゃジリ貧だ！　話になんねえ！」

「僕が道を作るよ」

「足止めくらいならできるわ！」

　ばら撒まかれ続けるゲーム内最高クラスの強烈な範囲回復と、いくらでも使い捨てにできる大量の兵士。そして、対抗しようとするプレイヤーに降り注ぐ業火と剣。これを何とかしなければこちらだけ数が減っていく。

　数と数がぶつかり合う戦いは味方の大部隊に任せ、五人は主戦場から少し外れて戦闘を可能な限り避けつつ砦へと向かい、この戦場の中心となっている【炎帝ノ国】の面々を倒しにかかる。

「あの砦もマルクスのトラップだから、ダメージを与えれば壊せるはずよ！」

　高い耐久力を持ってはいるものの、破壊できないわけではない。

「爆弾お願いします。壊しながら、引き摺ずり出します！」

「分かったわ！」

　イズがインベントリから手当たり次第に爆弾を取り出すと、誘爆用の時限爆弾を中に混ぜ込む。

「【鉄砲水】！」

　耐水性も問題ないイズ特製の爆弾は、サリーが発生させた大量の水に押し流されて、砦の奥に滑り込んでいく。

　それは激しい爆発を引き起こし、砦に大きなダメージを与えるが、それでも破壊には至らない。

　ただ、この爆発には相手に対処を強要するだけの圧はある。このまま放っておくならそう時間はかからず砦を破壊できると示せる、そういう訳だ。

「っと！　そこまで好き勝手されると困るんだけどなぁ！」

「シン！」

「よう、カスミ！　で、あと四人……極振り組は留守番か？」

　シンは一纏まとめにした剣の上に器用に乗って五人の前まで飛んでくる。【崩剣】を利用して足場を作るのは第八回イベントでもやっていたことだが、その練度はさらに上がっているようだ。

「生あい憎にく、うちのギルドマスターはちょっと準備中でなぁ。俺が相手になるよ」

　そう言うとシンの背後にテイムモンスターのウェンが現れ、風の刃が吹き荒れ、足場にしていた剣は最低限の数を残し、シンを中心にして空中に拡散する。

「メイプルがいない中、捌さばき切れるか？」

　できるものならやってみろと、五人を大きく上回る手数によって、強烈な圧力を放つシンはそのまま襲いかかってきた。

「ウェン【風神】！　【不可視の剣】！」

　吹き荒れる風の刃が五人へと向きを変え、【崩剣】によって分裂した剣は風を纏まといさらに強くなる。

「ハク【硬質化】！」

　カスミはハクを前面に立たせると、体表を硬質化させて風の刃を遮る。しかし、シンが自ら操作する【崩剣】はそれでは止まらない。

「二人は自分で頼む！　ネクロ【幽鎧・堅けん牢ろう】！　【マルチカバー】！」

「【十ノ太た刀ち・金剛】！」

　サリーとカスミに関しては各自の対応力を信頼し、クロムはネクロに防御形態を取らせてイズとカナデのカバーに回る。

　カスミがその場でダメージをカットしつつ、できる限り多くの剣を叩たたき落おとす中、サリーは一人前に出る。体を捻ひねり風の刃を当然のように躱かわし、的確に向きを変えて自分に迫る剣を、シンの操作精度を上回る回避によって無力化し、青いマフラーを風に靡なびかせて、まるで何もされていないかのようにほぼ減速なしで突撃する。

「ははっ！　化物め！」

「その首、もらいたいです」

「やれないね！」

　シンはここからが本番だと足場にしている剣を急加速させる。ここまでこのスキルだけを研ぎ澄ませてきた。その結果、高速で移動する剣を足場にし、そのまま移動手段とする異様な戦闘スタイルを確立させたのだ。

「次いくぞっ！」

　弾かれた剣が勢いを取り戻し、四方八方からサリーに襲いかかる。

　サリーにも負けない速度で滑るように移動するシンに追いつくのは難しい。サリーもまた比類なき技術によって回避し続けているが、前進しつつ避けられない攻撃も存在する。距離を詰めようとすると、シンは剣を一方向からショットガンのように放ち、横に避けさせて時間を稼ぐのだ。たった一度の被弾も許されないサリーにとって、それは避けるほかない。

「クロム、行って。こっちは僕が守る」

「……！　オーケー、任せた！」

　このままやっていてもキリがないと、カナデはクロムをサリーの援護に向かわせる。

「ソウ、【大規模魔法障壁】！」

　呼び出したソウに巨大な防壁を張らせ、自分も本棚を出して咄とつ嗟さに大技を使えるようにしつつ、基本の魔法で周囲に水や砂の壁を作って防御を固める。

　使えるのは基本一度きりという制約はあるものの、魔導書を使いさえすれば瞬間的な防御能力はクロムにも負けていない。

　こちらに攻撃が届かない時間がある程度できた隙に、イズも外壁前に設置したものと同じバリケードを取り出して防御を固める。

「【カバームーブ】【カバー】！」

「【血刀】！」

　防御を固めることに成功し、後方を気にする必要がなくなったところでカスミは液状になった刀を振るい飛び交う剣を叩き落とし、クロムはサリーに殺到した剣を受け止める。

　それによって一歩前に抜け出したサリーが、【崩剣】が再度迫る前にシンに肉薄する。

「【水纏】【超加速】！　朧おぼろ、【妖炎】！」

　サリーの攻撃に水の追撃が乗り、炎によってその短剣のリーチを一段階伸ばす。

　シンとほぼ互角だったスピードを【超加速】によって一気に上回り、残る距離を詰めにいく。

「……！」

【崩剣】の速度は移動速度を上げても変わらないため、逃げきれないと悟ったシンは盾を構えつつ、防御のために体の周りに待機させていた残りの剣をサリーに放つ。

　しかし、それくらいならとサリーは当然のように隙すき間まを縫い、叩き落として回避する。

「全く、軽々と！」

「はぁっ！」

【剣ノ舞】によるダメージアップも乗った一撃は、盾で受け止めきれなかったシンの体を斬り裂いて大きなダメージを与える。

「いってえ！　本当に短剣使いかよっ!?」

　シンは剣を全すべて引き戻すことで背後からサリーを狙ねらうものの、サリーであれば回避を優先すれば問題なく避け切れる。

　ただ、これによってシンは再度距離を取り直すことに成功した。

「はー……メイプルがいないとはいえ流石さすがに俺一人じゃあキツイなぁ」

　相手は【楓かえでの木】であり、そのうち五人が相手では、一対多に長たけたシンといえど厳しいものがある。

「また会おうぜ！　生きてたらな！」

「シン、逃すつもりはないぞ！」

「ああ、俺達もだ」

　そう言ったシンの背後で突如、巨大な火球が膨れ上がり空へと昇っていく。

　目標としていた砦よりもさらに大きいその炎の塊は、砦の屋根を突き破り、太陽さながらに戦場の中心で煌こう々こうと輝きを放つ。

「じゃあな！」

　シンは引き戻した剣を正面に向けて全て放ち、追撃を拒否すると一気に後方へ引いていった。




　サリーの【鉄砲水】によって水浸しになった砦の中、ミザリーとマルクスは前線を支えながらサリーとイズによる爆撃のリカバリーも行っていた。

「はぁ……罠わなも滅茶苦茶にされたし、壁も壊されたし、ハクやだなぁ……」

「ええ、困りましたね。ですけど」

「やっちゃってー、ミィ……」

　二人が見上げる空。戦場に生まれた太陽の中心で、ミィはイグニスに包まれるようにしてその身に纏う炎をより強大にする。

「準備はできた。やるぞイグニス」

　炎が限界まで強まったその瞬間、ミィのスキルが一つ解放される。

「【黎れい明めい】」

　赤い炎に白が交じりだし、噴き上がる炎が火球の表面を走り抜ける。

　効果は単純で明快。次の攻撃をダメージ無効化スキルによって防げなくする。ただ、それだけだ。

「【インフェルノ】！」

　その時をずっと待っていたように。

　空中に輝く太陽は地面へと落下し、触れたもの全てを焼き焦がす、防ぐ術のない灼しやく熱ねつの炎となって、戦場のあらゆるものを飲み込んで灰へと変えていった。
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【楓の木】が戦闘に参加したのと同時刻、そこから少し離れた位置を進む【集う聖剣】は、遭遇したプレイヤーを全て倒しながら、敵国の王城へと進軍を続けていた。

「ねー、全然誰も止めに来ないけどー？」

「いいことじゃねーか。戦わなくて済む」

「流石に城につく前には誰か来るだろ」

　現在【集う聖剣】がいるのは、森を抜けた先の高低差が激しい岩石主体のエリアである。エリアの固有効果は被ダメージ増加となっており、決して喜ばしいものではないが、それ自体は特別注意しなければならないほどのものでもない。

「本当に来るのかなー？　……！」

　暇そうに杖つえをくるくると回していたフレデリカは、直後目の前で白い光がいくつも弾けたのを見て、一瞬で真剣な表情に切り替わる。

「皆、正面だ！」

　ペインの呼びかけで、全員が正面からの射線を切るように岩陰に隠れる。

「【矢避けの風壁】！」

　フレデリカは飛び道具に限り無効化できる風の障壁を展開して、敵の追撃に備える。【集う聖剣】ともなれば、待ち構えられての先制遠距離攻撃にも対処できるスキルを持っているのだ。

「ノーツ【ソナー】！　……正面、あの石柱の上。ん？　ふ、二人だけ？」

　フレデリカは、ノーツのスキルで攻撃してきたプレイヤーの位置と数を把握する。

　周囲にエフェクトが広がっていき、フレデリカは索敵範囲内に正面の二人以外に敵陣営のプレイヤーがいないことを確信する。

「ははっ、二人で十分ってことか！」

「そいつら【ラピッドファイア】のウィルバートとリリィでいいな？」

「そー。他にはテイムモンスターも、このイベント中にアイテムでテイムできるモンスターも、なーんにもいないよー」

　それを聞いてギルドメンバーは少しざわつく。

　圧倒的な人数差がある。追い返そうとしているというより、むしろ罠を張って誘い込もうとしているのではないかと疑ってしまうような戦力差だ。

「勝算がある……もしくは最悪のケースでも、負けはしないで退却できると考えているのだろう」

　ペイン達もそれなりの人数で移動しており、敵陣に踏み込んでいる以上、退路は確保しておく必要がある。

「自信の源を確認するとしよう。その上で、隙を見せたなら斬り伏せる」

「オーケー、俺が道を作る。まずは作戦通りにやってくれりゃいい」

　それが一番敵の対応力がどれほどのものか測りやすいと、ドレッドはシャドウを呼び出す。

「開戦だ。シャドウ！　【影世界】！」

　パーティーメンバーを地中に潜り込ませて移動させるこのスキルは、今回のイベント中に限り範囲内の同陣営のプレイヤー全員を対象とする。

【集う聖剣】は全員が素早く影の中を走り抜け、バラバラに次の遮しや蔽へいへと安全に移動していく。

　いかにウィルバートといえど、地面の下は射抜けない。対処が難しくなるよう、様々な角度から狙ねらいがつけられるように陣形を整えて、地上に戻ってすぐに、複数方向から一気に魔法を浴びせかける。

「【多重煙幕】！」

　フレデリカは敵の視界のみを阻害する白い煙を発生させて、地面を完全に覆い隠すとそのまま上の様子を確認しようと岩陰から少し顔を出す。

「うわっ!?」

　その瞬間、顔の前で【矢避けの風壁】が発動したことを示す白い光が弾け、慌てて顔を引っ込める。

「これでも見えてるのー？　おかしいなー……」

「やっぱアイツの目は特別って訳だな。何のスキルかは知らねえけど、こっちの場所は完かん璧ぺきに分かってるみてえだぜ」

「でも、万能ではないよねー」

　必殺の矢を放つことができるとはいえ、矢が飛ぶ方向は構えた先だけだ。今の【集う聖剣】の布陣なら、同時攻撃を仕掛ければ必ず複数箇所狙えない場所が出る。

「ノーツ【伝書鳩】！　はい、これでおねがーい！」

　ピヨピヨと鳴くノーツのスキルは本来範囲外の味方にも選択したバフを届けることができるものだ。距離に応じて時間はかかるものの、これによって【矢避けの風壁】を全員に行き渡らせる。

「出るぞ！」

　準備が整ったその瞬間、ドレッドの掛け声で、全員が遮蔽から飛び出し一気に距離を詰める。

　それに合わせて、空からは全域を無差別に射抜く矢の雨が降り注ぐ。

　強烈な攻撃。しかし、飛んでくると分かっている範囲攻撃に対処できない【集う聖剣】ではないのだ。

「「【大規模魔法障壁】！」」

「シャドウ、【影潜り】だ」

「アース！　【ロックドーム】！」

　全員の練度が高い【集う聖剣】であれば標準搭載されている効果の高い防壁でそれぞれが矢の雨の威力を減衰させ、その中でも突出したドレッド、ドラグは短期間で育て上げたテイムモンスターの力を使って、それぞれ影の中と分厚い岩の壁の内側に体を隠し、より完璧に矢を無効化する。

「アースはちゃんと防御も考えててえらいねー」

「指示してんのは俺だぞ！　【地震】！」

　ようやく範囲内に入ったドラグは地面を叩たたきつけると、大きな揺れを発生させる。それは地面の延長である岩の柱を伝わって上に影響をもたらす。

「ハッ！　落ちな！」

　ドラグのスキルの影響を受ければどんなプレイヤーもノックバックにより、強制的に吹き飛ばされる。それが狭い足場の上ならば、効力は絶大だ。

「ペイン！　頼んだよー！」

　フレデリカが生み出した煙幕を切り裂いて、白い竜が空へ舞い上がり、真まっ直すぐに標的に迫る。

「「【クイックチェンジ】！」」

　それを見て、リリィとウィルバートは空中に放り出された状態で装備を切り替える。

「【飛行機械】【従者の椅子】」

　リリィがスキルを発動すると、エフェクトと共にドローンのような機械が大量に出現する。

　それは続くスキルによって無理矢理に接合していき、飛行する性質はそのままに、床となって二人を受け止める。

「レイ、【全魔力解放】【光の奔流】！」

　ペインの剣が凄すさまじい光を放ち始める中、リリィも大量の召喚兵を生み出してそれに備える。

「【聖竜の光剣】！」

「【傀儡くぐつの城壁】！」

　振り下ろされた剣の軌道にそって噴出した光は、積み重なった命なき兵の壁を凄まじい速度で削り取っていく。

「【再生産】【リペア】！」

　それでもリリィの生産速度も負けておらず、次々に湧わき出す兵士が命を投げ出して壁になっていく。

　直後、ペインの放った光の奔流はリリィの作った壁を破壊し後方へ抜けていく。

　ただ、二人としても軌道を逸そらし、時間を稼げさえすれば問題はなかったようで、光が収まった時には少し後ろの足場に移り、ペインに対して銃を向ける兵士を並べていた。

「なるほど。手て強ごわいな」

「ははは、それは嬉うれしいね。ペインにそう言ってもらえるとは。な、ウィル」

「ええ。では仕切り直していきましょう、リリィ」

　ウィルバートがバフをかけようとしたその時、辺り一帯の地面が赤く輝き出す。

「……！」

「これは……ウィル！」

「ええ、上から来ます！」

　リリィ達にとっても想定外らしい現象にペインはチラと空を見る。

　そこには空に浮かぶ大量の魔法陣と、それに向かい合うようにして、一体の黒い巨大なドラゴンがいた。

　そう。両国の王もこの戦闘には参加している。そしてそれはプレイヤーの使う範囲攻撃の次元に収まるものではなく、マップ全域に影響を及ぼす、超広範囲の無差別攻撃だった。地面の赤い光は攻撃の着弾地点を示すものだったのである。

「王の攻撃が来る！　ドレッド！」

「シャドウ、【群れの解放】【影世界】！」

　ドレッドの指示を受けてシャドウの周りから影が広がり大量の狼おおかみが駆け回る。効果はスキル一つのクールタイムの解消だ。

　全員が再び地面に潜り、一気にそして安全にその場を離れていく。

「水を差されなければ、次は最後まで」

「勿もち論ろんそのつもりだ」

　ギルドメンバーを多く連れてきている【集う聖剣】はこのままでは被害が大きく、これを捌さばききる頃ころには敵の援軍も迫ってくるだろう。

　リリィ達からしても、この戦力のギルドが退いてくれるなら追撃する理由はない。

　空から降り注ぐ多様な魔法とドラゴンの吐き出す強烈なブレスが着弾する前に、両陣営は素早くその場を離れていく。

　リリィは召喚した騎兵を【従者の椅子】によって足場として、迫るブレスから逃れ自陣へ退却する。

「ふー、流石さすが。ペインは倒せると見るや躊ちゆう躇ちよなく飛び込んでくるね」

「もう少し恐れてくれるかと思ったのですが、すみません」

「いやいいさ。相手の連携が上う手まかった。それに……」

　リリィがしばらく走っていくと、前方に雷を落としつつこちらに走ってくる人影が見えた。

「あれっ、【集う聖剣】はどこっすか!?」

「……それに、こっちの援軍もちょっと遅れてたしさ」

　重力制御によって隣に無理矢理くっついているヒナタを連れたベルベット。到着しさえすれば戦況を大きく変える戦力ではあったものの、元いた位置が遠かったのが不運だったと言える。

「また次の機会に頑張ってもらうよ」

「ベ、ベルベットさん、次はもうちょっと余裕を持っていきましょう……め、目が回りました」

「だ、大丈夫っすか？」

「乗っていくといい。ここもブレスが降ってきてもおかしくないからね」

「警戒はしておきます。もし【集う聖剣】が反転してくるようなら、ベルベットさん。その時はよろしくお願いしますね」

「分かったっす！」

　こうして、リリィ特製の騎兵に乗って四人は自陣へと戻っていくのだった。
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　町の中。戦闘を終えて何とか無事に帰ってきたプレイヤー達が安全地帯で一息ついていた。

「ふー、危なかった……」

「待ち伏せられてた時は終わったと思ったなあ」

　最前線にて敵との戦闘を開始した直後、岩陰から次々に敵プレイヤーが飛び出してきて情況が一変したのである。地形を利用した待ち伏せ。事前にその危険性については考えていたものの、一度も待ち伏せによる奇襲を受けないというのはやはり現実的ではなかったのだ。

　追撃したタイミングに合わせられたことで撤退も難しく、窮地に陥ったが、こちらもまた援軍が来たことで多少の犠牲こそ払ったものの何とか事なきを得た。

「メッセージ送ってくれてよかったよ」

「そうね。じゃないと気づけなかったから」

「本当に助かった。でも、よく間に合ったな？」

　戦場とこの本拠地とはかなりの距離がある。呼ばれたのでやってきましたと、そう言えるほど楽に助けに来れる距離感ではないはずだ。

「テイムモンスターの力を借りてもキツいと思ったからダメ元の救援要請だったんだけどなあ……」

　ギルドメンバーの能力ならよく知っている。あの距離をそう素早く移動する手段はないはずだというのが共通認識だった。

「ちょっと……まあ。特殊な方法でな」

「そうね。うん、そうね」

「……？」

　はっきりとしない返事に首を傾かしげていると、複数のプレイヤーが急いだ様子で外壁上への階段を上っていく。

「あー……」

「ああ……」

「見た方が早そうだな」

　助けられた側がわのプレイヤーは何のことを言っているかよく分からないという風だが、助けに行った側のプレイヤー達は全員何かを理解したらしく、とりあえず見にいこうと、分かっていない面々を先導して先に上に行った集団を追いかける。

　するとそこではちょうど結晶に覆われた羊毛の塊の中に詰め込まれたプレイヤー達が、外へ出ようとしているのか、それとも予想外の出来事による困惑なのか、結晶の壁をドンドンと叩たたいているところだった。

「お、おい！　どんな方法でもやるって言ったけどよ！」

「こ、これマジ!?」

「「せーのっ!!」」

　人形のような、白と黒の可愛かわいらしい服に身を包む瓜うり二ふたつの二人の少女によって振り抜かれる、華きや奢しやなその身に似合わない大おお槌つちは、大砲を撃ったような轟ごう音おんを残して、コーティングされた羊毛の塊を遥はるか空の彼方へと吹き飛ばした。

「えぇ……？」

「これです」

「今話題のプレイヤーデリバリーサービスだぞ」

「人間の移動手段じゃねえ」

「率直な意見だな」

　目の前で起こったおよそプレイヤーが取らない、いやモンスターでさえも取ることはない移動手段にざわついていると、大槌を持った二人の少女が振り返る。

「あ！　皆さん！」

「よかった……無事だったんですね！」

「お陰様で、助けられたよ」

「ありがとう」

　この移動が異常なものであることに間違いはないが、これがなければ間に合わなかったのは事実なのだ。

「「また必要になったら言ってくださいね！」」

「……考えておく」

「まあ必要そうなら……」

　これで感謝も伝えることができたと、全員で外壁上から去っていく。

「あれ、乗り心地は？」

「え？　終わってる……」

「人間砲弾に乗り心地が保証されてるわけないだろ！」

　快適な空の旅には程遠い。着地に関しては安全であり、何より異様に速いため、移動手段としてギリギリ許容できるというだけなのだ。

「今度俺達が危ない時はアレで飛んでくれよな」

「……考えておく」

　砲弾になってみたいプレイヤーなどそうはいないだろう。それでも、背に腹はかえられない。

　必要ならばと覚悟だけしておいて、そのまま階段を下りていくのだった。








三章　防御特化と再出撃。









　ペイン達の元に空から大量の攻撃が降り注いだのと時を同じくして、サリー達のいた主戦場にも当然同じことが起こっていた。

「っぶねえ！」

「でも、助かったね」

「ああ、【炎帝ノ国】も追っては来ないだろう」

　砦とりでの中で守りを固めていたこともあり、【炎帝ノ国】は素早い追撃も退却も難しい。その分その場に居座られるとかなりの脅威となるのだが、今回はそれが幸いした。

「生きてる人は、かなり少ないかな……？」

　サリーは自陣側に戻りつつ、同じように退却するプレイヤーを数える。

「避けていて正解……だったのかしら？」

【インフェルノ】を見たことがあったサリーは、あれが持続ダメージを与えるエリアを生み出すことを知っていた。咄とつ嗟さに【鉄砲水】で自分達を押し流し距離を取ったことと、戦場の端の方にいたことがプラスに働いた形だ。

　五人はハクに乗って、降り注ぐ魔法の雨を避け移動していく。

「あのミィを包んでいた火球。あれが何か追加効果を持っている可能性が高いです」

「俺みたいにダメージをゼロにするスキルを持ってる奴やつだって、ミザリーほどじゃなくとも回復能力を持つ奴だっていたはずだ。それでもこれだけ死ぬのは、ただ高火力ってだけじゃなさそうだな」

「スキル封印か、被ダメージ増加か……」

「うーん、【インフェルノ】の継続ダメージを上げている可能性もあるね」

「候補が多すぎて分からないけれど、とにかく当たらないようにしないといけないわね」

「地形ダメージみたいなタイプだとメイプルでもダメだしな。あとで注意するよう言っとこう」

　少なくとも当たったもの全すべてを問答無用で消し飛ばす威力があるのは間違いない。

　次に対面した時もここぞというタイミングで撃ってくるだろう。今、生き残ったプレイヤーにできることはこの情報を持ち帰ることである。

「悔しいが……ここは俺達の惨敗か」

「どこかで取り返すとしよう」

「借りは返さないとね」

「はい。イズさんも上手く敵陣に辿たどり着つかせられなかったので……どこかで敵を減らしたいです」

「分かったわ。私はいつでも大丈夫よ」

　ミィが未知のスキルによって大量のプレイヤーを葬ったように、【楓かえでの木】にもまだ見せていないスキルがある。上手く状況を整えれば、今度はこちらが大きな戦果を得られるだろう。

　同じように逃げているプレイヤーを見つける度、ハクに乗せて安全を確保しつつ、五人は町まで帰りつく。

　外壁前のバリケードは健在で特に耐久値も減っておらず、いないうちに襲撃されたというようなことはなさそうだった。

　連れ帰った生き残りのプレイヤー達と解散したところで、ハクの姿を目に留めた毛玉状態のメイプルがマイとユイに担がれて町の中からやってきた。

「おかえりサリー！　空からすっごい魔法が落ちてきてたけど大丈夫だった？」

「そっちは大丈夫。メイプルは……何かあったの？」

「皆を運んであげてたんだ！」

　メイプルがその方法を伝えると五人も流石に驚いたようで、なるほどメイプルらしいと笑いをこぼす。

「流石に相手も予想外だっただろうなあ……」

「ふふ、予想する方が難しいね」

「じゃあ思ったより他の所では勝ってるかも……うん。メイプル、ありがとう。ナイスアイデア！」

「そう？　でもほとんどマイとユイのお陰なんだー！　じゃないとあんなに飛んでいけなかったし！」

「二人もメイプルを吹き飛ばす役、ありがとう。って……なんか変なお礼になっちゃうけど」

「ど、どういたしまして……？」

「メイプルさんが無事に着地できていてよかったです！」

　吹き飛ばした後はメイプル次第なのだ。下へ手たをすれば敵陣のど真ん中に落下することもある。そういう意味では運に支えられた戦略でもあったが、結果的には多くの味方の窮地を救うこととなった。

「メイプルが頑張ってくれたのに申し訳ないんだけど、こっちは上手くいかなかった」

「そうなの？」

　サリーはメイプルに手短に、事の顚てん末まつを話す。

「うーん、ミィとはパーティーを組んで戦ったりもしたけど、それは見たことないかも」

「だよね、メイプルも注意しておいて。【不屈の守護者】とかあったはずの大盾使いの人とかも倒されちゃってたから。メイプルなら無効化できるかもしれないけど……」

「駄目だったら大変だもんね！」

「そういうこと。で、どこかで何とか反撃したいんだけど……」

　先程の戦闘で総プレイヤー数には差ができてしまった。集団戦に強い【炎帝ノ国】や【thunder storm】、奇襲に強く先制攻撃にも長たけた【ラピッドファイア】がいる敵陣営は今回のイベントで強みを活かせると言える。

　こちらはどうにかしてそれを崩していく必要があるだろう。

　メイプルは少し考えて、一つ頷うなずき、自分の中で何か答えを出すと口を開く。

「やっぱり……私も戦った方がいいと思う！」

「でも、もし貫通攻撃が当たったら……」

　メイプルの【不屈の守護者】はクールタイム中だ。戦場に必要な存在ではあるが、今出向くのには大きなリスクが伴う。

「サリーなら守ってくれるでしょ？　ほら！　こうやって、いつもみたいに攻撃を弾いて！」

　メイプルはサリーがするように、シュッシュッと腕を振って短刀で空間を斬り払う真ま似ねをする。

「……！」

　それが当たり前であるように、平然とサリーに絶対の信頼を寄せるメイプルを見てサリーは一瞬きょとんとしたものの、それはすぐに自信あり気な表情に変わる。

「分かった。任せて。全部弾いてみせる」

「うん！　信じてるよー！」

　メイプルを守る最後の盾、それは自分自身であると。もう、何一つ通さない。サリーはそう決意を固めた。

「じゃあ話は変わるね。メイプル、早速攻めに行きたい」

「分かった！」

　どのイベントも展開は想定を超えて加速していくものだ。今回もまた様子見をしていられるほど戦場は穏やかではいられないらしかった。

「当然、俺達もだよな？」

「勿論です」

「オッケー。ふふ、今度は勝とうね」

「私もそう何度も後れを取るつもりはない」

「そうね。マイちゃんとユイちゃんも一緒だもの、バフもかけがいがあるわ」

「「が、頑張ります！」」

「いつでもいいよサリー！」

　今度は【楓の木】として、全力での再出撃だ。ここで負けると相手も勢いづいてより苦しくなるのは間違いない。

　そうさせないために、咄嗟の場合の対応や基本の動きを再確認して、八人は決してミスをしないように準備をするのだった。




　ハクやシロップに乗っての移動はあまりにも目立ってしまう。そのためツキミとユキミがいるマイとユイの二人を除く六人は、イベント中限定の一定時間モンスターを使役できるアイテムで、フィールドをうろつくモンスターの力を借り、それに乗って移動していた。

　平地には馬や牛など、乗ることのできるサイズのモンスターはいくらでもいるのだ。

「そろそろ境界線だから降りるよ、メイプル」

「分かった！」

　長距離移動が終わり、モンスターとも別れた八人は、崖がけに挟まれた、氷交じりの風が吹くエリアの前までやってきた。このエリアは移動速度の低下だけでなく、武器による近接攻撃以外は射程が大幅に減少するという厳しいデメリットがある。

　マップ上にいくつかある、わざわざ入りたくないエリアの一つである。

「ここで待ち構える相手は少ないはず」

　近接攻撃相手なら【悪食】の残るメイプルが有利を取れる。遠距離攻撃もこのエリアの重いデメリットがあれば怖くないというわけだ。

「じゃあまずここに設置していくわね。フェイ、【精霊のいたずら】」

　イズは爆弾を取り出すと、休息できそうな窪くぼみにそれを並べていき、最後に一つセンサーを設置する。

「ほー、これで見えなくなるってわけか」

「そうよ。前のイベントではこのスキルのお陰で上手くいったの」

「森が爆発していた、あれのことだな？」

「ええ。ここはこれくらいでいいけれど……敵陣に入ったらもっと本格的にね」

「僕達に気づいていない間に、奥まで入り込まないとね」

　ゆっくりと着実に自分達が罠わなを張るエリアを拡大していくのが今回の目標だ。

　このイベントに向けてイズが作ってきたアイテムは、以前のそれよりも長時間設置したその場に残り続け、姿を消し効果を発揮するその時をじっと待っている。それは突然敵に牙きばを剝むき、時に戦況を変えるだろう。

「このまま進むよ。メイプル、盾はずっと構えてて。マイとユイはクロムさんの後ろで」

「分かった！」

「「はいっ！」」

　メイプルの【身捧ささぐ慈愛】があれば、普通のプレイヤーが踏み入りづらいエリアにもずかずかと入っていける。

　本来通るだけ損なルートを被害なく通り抜けることで、敵の警戒網をくぐり抜けるつもりなのだ。

「次は一定間隔でダメージだから、メイプルよろしく」

「おっけー！」

　爆発物を置きながら【楓の木】が進軍していることを、今はまだ誰だれも知らないのだった。




　踏み入るだけで人が死ぬ。そんな危険地帯を広げつつ、メイプル達はそのまま敵サイドのエリアを移動する。
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　そうして先に進む中。深い霧が立ち込め、モンスターが奇襲してくるエリアで、サリーはぴたりと足を止めた。

「……誰か来る！」

「分かった！」

　サリー以外にはまだ何も感じ取れていないものの、その言葉を疑う者はいない。

　素早く物陰に隠れた八人は、息を殺して霧の向こうをじっと見つめる。すると、少しして濃い霧の中に人影が浮かんでくる。

「十人……か？」

　単純な数では不利だが、メイプルもいる今なら相手にできる数ではある。クロムは念のため大盾を構えつつ、他に敵がいないかを確認する。

「……十人で間違いない。マイ、ユイ。いける？」

「大丈夫です」

「や、やれますっ」

「オーケー。カナデ」

「うん」

　サリーはカナデに声をかけると迅速に作戦の実行に移る。




　先に状況を把握したメイプル達に対し、依然として彼らは【楓の木】に気づけていない。

「……誰もいないか？」

「こうも霧が濃いとな」

「でも気をつけて。隠れている可能性もあるわ」

　十人で固まって、できる限り死角を減らしながら移動する。大盾使いを外に、魔法使いを内に。

　これならば接近にも気付くことができ、不意打ちで魔法の攻撃を受けても被害を防げる。

　そうして警戒を続ける十人。それを、目に見えない何かが一瞬にして消し飛ばした。

　スキルを発動する暇もなく。【不屈の守護者】によって生き残った一瞬に、思考を整理するよりも早く。起こったことを認識できないまま十人はこのフィールドから消滅した。

　それを見届けて、メイプル達は物陰から出てくる。

「おー！　二人とも流石さすがだね！」

　メイプルが何もない空間に声をかけると、一瞬遅れてマイとユイが突然現れる。

「上う手まくいきました！」

「よかったです……」

　ホッとしたような二人。その足元では、二匹の朧おぼろが得意気な顔でこちらを見上げていた。

「じゃあまた一いつ旦たん返すね。はい、こっちがユキミ」

「僕の方がツキミ。落とさないようにね」

　カナデとサリーは預かっていた【絆きずなの架け橋】をマイとユイに手渡し、かわりに預けていた方を受け取った。

「これが抜け穴ってわけだ」

「確かに。交換することは可能だからな」

　テイムモンスターを使役するための【絆の架け橋】は一人一つしか持つことはできないが、互いに装備を解除して受け渡せば力を借りることはできる。勿もち論ろん、プレイヤー間の信頼関係がなければ成り立たないが、【楓かえでの木】ならば問題ない。

「朧とソウの【瞬影】が使えるタイミングなら、またやってもらうね」

「「はいっ！」」

【瞬影】は少しの間姿を消すスキル。サリーやカナデが使っても、戦況を大きく変えるのは難しい。

　だが、マイとユイなら。

　触れるもの全すべてを塵ちりに変える圧倒的な破壊力を持つ二人であれば、接近さえできれば十六の大おお槌つちで何もかもを終わらせられる。

　誰も生き残らせない。何も持ち帰らせない。

　逃げ出す暇も与えなければ、ただ死亡したという最小限の情報だけが残されたギルドメンバーに伝わるのみだ。であれば、確かめなければならない。何かが味方を倒したのは間違いないことであり、それは敵の接近を意味するからだ。

「メイプル、迎え撃つよ。全部飲み込んであげて」

「うん！　頑張るよー！」

　やってくるプレイヤーは多ければ多いほどいい。そうであればあるほど、ただ無為に死人は積み上がる。

　八人は罠を張る。どこまでも過剰に、何一つ残さないように。

　それに気づかないまま。いや、気づくことなどできるはずもないまま、敵陣営で部隊の再編は進む。それが死への行軍になるとも知らずに。

「イズさん。ここで待機します」

「分かったわ。じゃあ皆手伝ってくれるかしら？」

　敵プレイヤーが来る前に、用意を全て済ませる必要がある。霧深いこの場所は、待ち構えるには都合がいい。

【楓の木】は全員で準備をして、あとはじっと敵が来るその瞬間を待つのだった。




　じっと。じっと待ち続けて、そしてしばらく。岩陰から覗のぞいた先、霧の向こうにゆっくりと近づいてくる軍勢の影が見えた。

　十人が一瞬で死んだという事実を重く受け止めたのだろう、霧で正確な数は測れないものの、明らかに先程倒した偵察目的のパーティーとは規模が違う。

「メイプル、やるよ。あれはさっきみたいに二人だけじゃ倒しきれない」

「大丈夫。準備できてるよ！」

「じゃあ付いてきて。今のうちに……」

　サリーを先頭に静かに物陰から物陰へと移り、有利なポジションを取り直す。

　そこはちょうど障害物が減り、大人数で戦うのに適した広い空間との境目だ。

　数の有利を活いかしたいなら、この位置まで敵は踏み込んでくるだろう。

「必要になるギリギリまで【身捧ぐ慈愛】は待って」

「うん」

「ふー、ちょっと怖くはあるが……」

「やると決めたからにはやりきろうじゃないか」

「私達も……」

「【巨人の業】がありますっ」

「僕が着弾までは安全を保証するよ」

「いつでも準備はできてるわ」

　全員の意思を確認して、サリーは【糸使い】によって生み出した糸でメイプルに全員を縛り付ける。

　メイプルは地面に向けた片腕を砲身に変えながら、目の前の広い空間にプレイヤーが次々に入ってくるのを確認するとサリーの方を見た。

「朧、【影分身】！」

「【守護者】！」

　クロムが全員のダメージを受け持つスキルを使用したと同時に、メイプルは砲身を爆破させ、くくりつけられたギルドメンバーと共に前方斜め上へと吹き飛ぶ。

「何か来る！」

「正面からだ……いや、上もか！」

　相手は先に飛び出した【影分身】にほんの一瞬気を取られて、飛び上がったメイプルへの対処が僅わずかに遅れる。

「【範囲拡大】【守護の輝き】」

　カナデが全員を短時間の間無敵にし、襲いかかる魔法が無効化され、地面が近づく。

「避けろ！」

　深い霧の向こう、飛んできているものが何かもよく分からないまま。ただ、なんであれこのままでは着弾するのは間違いない。

　強襲を受けた彼らは、武器を構えつつスペースを空け、全員で着弾後を狙ねらう態勢を整える。

　大きな音と共に砂煙が舞う中、確かに落ちてきたはずの何かはしかし、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　それだけではなく、走り込んできていたプレイヤーもいつの間にか全ていなくなっている。

「消えた……？」

「幻か？」

「本体が狙っているはずだ！　警戒しろ！」

　幻を生み出すスキルはプレイヤーの持つスキルが多様になるにつれ見る機会も増え、警戒すべきものとして周知された。

　本体が今もこちらを狙っているはず。それは当然の予測であり、外側を向いて全員で密集した陣形を組んだのも悪い選択ではなかっただろう。

　しかし、着地と同時に霧と砂すな埃ぼこりに紛れて地中に消える……これを予想するには、似たスキルが少な過ぎたのだ。

「な、何だっ!?」

「沈んで、うぉ……ぐあっ!?」

　突然地面が泥のように変化したかと思うと、赤黒いスパークが地面を駆け抜け、青いレーザーが檻おりのように足を取られた全員を囲い込む。

　何が起こったのか分からないまま、状態異常と持続ダメージが彼らのＨＰをガリガリと削り、そこに移動速度低下がさらにのしかかる。

　続く爆発、巨大な蔦つた、態勢を崩す濁流。

　それら全ては正に一瞬の出来事だった。スキルの発声もなく、事前のエフェクトもなく。突然最初からそうであったかのように、その場に現れたのだ。

「脱出！　脱出しろ！」

「足が……！」

　訳も分からないまま、何も認識できず、対応する余裕を奪われての蹂じゆう躙りん。

　奇襲というにはあまりにも派手、かつ相当な下準備がいるはずの殺さつ戮りくの舞台。その中心にいる存在を彼らは最後の最後、ようやく認識できた。

　泥濘ぬかるんだ地面を避け、沈んだものを近づかせないよう生み出した岩の高台の上で、見覚えのない黒い四枚の翼と見覚えのある白い二枚の翼をそれぞれその背から伸ばし、死をもたらす青と赤の光をばら撒まく怪物。

　奇襲性能、殲せん滅めつ能力。かつて目にした第四回イベントの時からはるかに成長したメイプルを見て、誘い込まれ嵌はめられたことを理解するのだった。




　メイプルの【滅殺領域】は文字通りそこにいたプレイヤー全てを滅殺した。

　味方を巻き込む強烈なデメリットと引き換えに得た異様な範囲攻撃と、そこから敵を逃さないための【楓の木】全員での移動速度低下スキル。突然最悪と言っていい状況に叩たたき落おとされた敵陣営は混乱して適切な対処ができなかった。

「【大地の揺ゆり籠かご】つええなあ。俺もそれ取っとくべきだったかあ」

「メイプルのスキルと相性がいいのが大きいとは思うが……そもそも避難できるだけでも強力だろう」

【大地の揺籠】で地面に潜った際、発動したスキルや取り出したアイテムは効果終了時に地上に弾き出される。今回はそれを利用したのだ。

「うーん、流石にいきなりあれだけのスキルが襲いかかってくるとは思ってなかっただろうね」

「それはそうよ。それに、メイプルちゃんの【滅殺領域】なんて、見たことがある人はいなかったでしょうし」

　知らない攻撃を複数叩きつけられた時、対処できる余裕があるかどうかが重要になる。今回は完かん璧ぺきな奇襲により、その余裕を完全に奪い取ったため、一方的な勝利を収めることができた。

「よかったー！　上手くいったね！」

「うん。メイプルの【身捧ささぐ慈愛】を使わずに着地できたのも大きかった。もし飛び込んできたのがメイプルだって分かってたら、皆逃げちゃうからね」

「そりゃそうだな」

「メイプルさん、強いですから」

「皆さん警戒しているでしょうし……」

　君子危うきに近寄らず。基本的にわざわざこんなものと戦ってやる必要はないのだ。

　スキルを使わなければ足も遅い。そう、この魔王からは逃げられるのだから。
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「次はもっと多くの人が来るかしら？」

「……少数精鋭に切り替えてくると思います」

「僕もそう思う。これだけ倒されたって分かったら、同じようには来ないよね」

「じゃあここからは慎重に、だね！」

「そう。メイプルのスキルのクールタイムのこともあるし、誰だれも逃してないとはいえ、メイプルがいるって気づかれている可能性も高いと思う」

　強力なスキルを持つプレイヤーは増えてきているものの、それでも敵を一網打尽にし、戦場を滅茶苦茶にする程の飛び抜けた能力を持つプレイヤーは一握りだ。こうもボロボロに負ければ、そこにいるのが誰かは自ずと透けてくる。

「急いでイズさんのアイテムを置いていこう。【不屈の守護者】がないのは事実だし、五分五分の戦闘はできる限り避けたい」

「分かった！」

「なら援軍が来る前に急いで移動しよう」

　ここまで派手に敵を殲滅してはもう隠密行動も何もない。メイプル達は、次の部隊が来る前にハクに乗って移動し、イズの透明な爆弾をあちらこちらにばら撒いていくのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　その戦闘の結果は出撃メンバーの全滅という形で敵陣営に伝わった。

　ほんの一瞬の出来事。次々と、しかし間をおかずに全員が倒されていくのが、青いパネルに表示したギルドメンバーリストによって確認できていた。一人また一人とこのフィールド上にいない表示に変わっていく。それの何と異様で恐ろしいことか。

「……？　何だか向こうが騒がしいっすね？」

「ちょっと聞いてきますね。ベルベットさんは待っていてください」

　ヒナタが、何やらざわついているプレイヤー達に訳を聞いて戻ってくる。

　そうしてベルベットも、まとまって行動していたプレイヤーが突然大量死したことを知る。

「【集う聖剣】が出た方とは逆側っすね」

「はい。ペインさん達であれば、確かに可能だとは思いますが……」

　リリィ達との交戦後、素早く再出撃していれば逆側まで行けないこともない。足の速いプレイヤーを集めフレデリカのバフをかければ移動速度はかなりのものだ。

「うーん……違うような気もするっすね。リリィ達にもどう思うか聞いてみるっすよ！」

　二人も今は再出撃していないはずだと、ベルベットはリリィと連絡を取る。

　ほどなくしてやってきたリリィとウィルバートに聞いた話をそのまま伝えると、二人もベルベットと同じように違和感を覚えたようだった。

「あの様子ならば王の攻撃での被害はなかったでしょうし、【集う聖剣】の層の厚さなら再出撃は簡単にできると思いますが……」

「全員が一瞬でまとめて死亡した。というのは気になるね。【集う聖剣】は確かに強いが、そういった戦闘スタイルとは少し違うように思う」

【集う聖剣】は適切なバフと防御スキル、各個人のレベルの高さによって、丁寧に目の前の戦いに勝ち続けて優位を築く。そんな正統派な強さで戦うギルドだ。だからこそ隙や弱点が少なく、いきなり突つき崩されるようなことがない安定感がある。ただ、それは今回のような一瞬で決着する戦闘にはなりづらいことを意味する。

「もっと……ミィやそれこそベルベットのような。そういった範囲火力とそれに合わせた支援役がいるだろうね。フレデリカとドラグがその役割を担った可能性もなくはないが……」

　リリィの直感は、そうでないと告げている。

「【楓かえでの木】だと思うね。この戦いでメイプルが見覚えのない兵器を展開するのを見ている。あれが確認した防御能力以上のものを持つとしたら……未知のスキルによるものだとしたら」

　ありえるような気がしてくるだろう。と、そう言うリリィに三人は賛同する。

　目についたプレイヤー全すべてを逃さず倒し切る爆発力。それがイメージさせるのは【集う聖剣】より【楓の木】だ。

「ミィからは上う手まく撥ね除けたと聞いていたが、敵も反撃が早いね。どうやらもっと戦っていく必要があるみたいだ」

　有利を取ったと思っても、少し隙があれば逆転される。ならばこちらも攻め続ける必要がある。それも、より効果的に。

「小回りも利く。四人で行こう」

「了解っす！」

「ヒナタにはいつも通り、敵の足を止めてもらいたいね」

「はい。大丈夫です」

「ではどちらに行きますか、リリィ？」

「ウィル。その『目』で敵の中心になっているプレイヤーを探してくれ。各ギルドのトップがいいね。こちらの被害が大きくなる前に、戦況を変えられるプレイヤーを消す」

「分かりました」

「んー！　燃えてきたっす！」

　的確に、適切に。敵陣営を支えるプレイヤーを倒す。この四人ならそれができる。

　大規模な戦闘だけが戦況を左右する訳ではないと、四人は町を出る。

「じゃあぱぱっと走って行くっすよ！　【エレキアクセル】！」

　ベルベットが全員の移動速度を上げ、ウィルバートがさらに追加でバフをかける。

　ヒナタがいつも通り重力操作によってベルベットの横に浮かぶ中、ベルベットはさてどこへ行こうかとウィルバートの方を見る。

「流石さすがにまだ範囲内には誰もいませんね。中央の主戦場は【炎帝ノ国】が陣取っていますし、崩れないでしょう」

「ならどうするっすか？」

「……そうだね。じゃあ早速、例の大量死があった方を見に行こうか。ウィルの索敵があれば待ち伏せもされないからね」

　未知の脅威、推定【楓の木】がそのまま侵攻を続けているかを確認する必要はある。現状、部隊を全滅させた何者かが何をしているか、リリィ達には全く分からないのだ。

　次の犠牲者を出さないために、早いうちに確認しなければならない。

「町を出る時に、しばらく誰もあの一帯に近づかないよう言っておいてもらったからさ」

　少人数ならウィルバートが先に敵を発見し、ヒナタが足止めをすれば被害なく撤退できる。リスクはできる限り減らして、四人は移動を開始した。

「うーん、上手く入り込まれたってことっすよねー。全く他のプレイヤーがいなかったってこともないっすから」

「そうですね……姿を消すスキルとか、そういうものかもしれません」

「ドレッドさんもテイムモンスターでパーティーごと姿を消していましたから、スキルを使って監視の目が薄い場所を突破していた可能性はあります」

「気をつけておくっす！」

　町の近くには流石に敵プレイヤーもおらず、問題のエリアが近づいてくる。

　四人はそこへと続く間欠泉が点在するエリアを歩いているが、今のところ敵は見当たらない。

「死んだのは、この先の霧の中か……」

「奇襲にはちょうどいい場所です……気をつけないと」

「はい。いつでもスキルを発動できるよう、準備をしておいてください。いるかいないかは私が確認しますから」

　ウィルバートはそう言って、少し先に見える霧に煙る一帯に目を向ける。

「おっと、これは……」

「何か見えたかい？」

「……この先は爆弾をはじめとして、罠わながあちこちに」

「なるほど。もし来ようものなら、また消し炭にしてやるということだね」

「この先の霧の中っすか？」

「はい。ただ……ちょっと確認したいことがあるので入りましょう。敵はいませんし、私の後ろについてきていただければ大丈夫です」

　ウィルバートは罠が仕掛けられていることに確信を持っているようだった。ベルベットも本来別ギルドであり、基本はライバルであるため詳しいことは聞いていないが、ウィルバートのそれは予測や予想ではなく、その目で見て、あることを既に確認済みであるというような話しぶりだ。

「むむむ、スキルも使ってないように見えるっすけど……」

「どうだい？　いい目だろう？」

「はい。罠を避けられるのは……本当に助かります」

　霧の中、言われた通りあとをついていき、ウィルバートに合わせて三人は立ち止まる。

「このタイプなら触れただけでは爆発しないので……さて」

「何もないっすよ？」

　ウィルバートは何もない空間に手を伸ばし、見えない何かを持ち上げると、それを上空へ放り投げて素早く弓を構える。

「ヒナタさん。万が一のため構えておいてください」

「わ、分かりました」

　返事を聞いてすぐに放たれた矢は空中で何かに着弾し、霧を吹き飛ばしつつ大きな爆発を起こした。

「引火は……していないようだね」

「おおー、びっくりしたっす」

「この辺りは見えない爆弾があちこちに設置されています。導火線も繫つながっているので、下へ手たに爆破させるとこのエリア全て……」

「ウィルがいないと近づけないか」

「ええ。何か看破する方法があるかは分かりません」

　爆弾が設置時間の限界を迎え消滅するか、取り払うかしなければ、ここは踏み入ることのできないエリアになる。敵に好きなタイミングで起爆されれば大きな被害が出るのは間違いないからだ。

「なら全部掃除していくっすよ！　せっかく見つけてくれたっすから！」

「はは、その感じ……力ずくでだね？」

「それしかできないっす！」

「オーケー。なら一いつ旦たん離れるとしよう。巻き込まれたら洒落しやれにならないからね」

　四人は一旦爆弾地帯から少し離れると、リリィとウィルバートは装備を変更して兵士による壁を展開。ヒナタはそこに氷の壁を付け加えて前方からの衝撃に備える。

「いつでも構わない」

「【雷神再臨】！」

　ベルベットがスキルを使うとスパークと共にその身を雷が駆ける。

「【紫電】！」

　ベルベットが突き出した拳こぶしから直線上に紫の電撃が走る。それが霧の中へ吸い込まれた直後。視界を覆う爆炎が全すべてを飲み込みながら一帯を焼き焦がす。

「【傀儡くぐつの城壁】！」

「【氷壁】！　す、すごい威力ですっ……！」

　アイテムが引き起こしたものとは思えない異様な威力に、急いで防壁を追加して迫る炎と衝撃をシャットアウトする。

　もしも四方から爆炎が襲ってくる場所での起爆となっていれば、ただでは済まなかっただろう。

「……終わったみたいっすね」

「爆弾は全て連鎖爆発したようですね。これで安全は確保されたかと」

「私からメッセージを送っておくよ。敵陣に踏み込んでいく時に、この仕掛けがあるかもしれないと共有しておかないとさ。あっちの圧も中々だね」

　ウィルバートが待ち構えている可能性があることは、メイプル達の陣営の進軍を止める圧力となっているが、この爆発にはそれに負けない圧がある。

「ウィル、このままこの先も索敵していく。そのまま敵陣で戦闘に入ろう」

「分かりました」

「いよいよっすね！」

「少し……緊張します」

「常にこちらの有利なタイミングで仕掛ける。楽に構えていてくれればいいさ」

　ここを安全に突破するには自分達が適任であると、ウィルバートを先頭にして四人はさらに爆弾処理を続けながら先へ進む。

　目の前には、メイプルがその防御力によって無理矢理進んできた地形が続いている。

　四人は攻撃能力に関しては優れているものの、防御面はメイプルには敵わない。いくつかの地形は迂う回かいするより他にないのだ。

「この辺りは地形のせいでルートが読まれやすい。ウィル以上の射程の攻撃はそうないだろうが……そろそろ敵陣営だ。気をつけよう」

「ふー……そうっすね」

　ベルベットも会敵の瞬間が近づいてきていることを肌で感じ取って集中力を高める。

　そうして進むこと少し、ウィルバートの索敵範囲にプレイヤーが入り込む。

「います。かなり先ですが、二人。どこかのギルドの偵察役のようですね」

「やれそうかい？」

「バフさえいただければ」

「オーケー。【王佐の才】【戦術指南】【理外の力】【賢王の指揮】【この身を糧に】【アドバイス】」

　リリィのスキルによって体からオーラを放つウィルバートは、少し移動し位置を調整すると弓を構えて引き絞る。

「【ロングレンジ】【引き絞り】──【渾こん身しんの一射】！」

　赤いエフェクトの尾を引いて、木々の隙すき間まを縫って射程を伸ばした必殺の矢が飛んでいく。

　ウィルバートは続いてもう一度矢をつがえると、また三人にはよく見えない遠くの敵に矢を放った。

「ふぅ……大丈夫です。倒しました」

「ほ、本当っすか？」

　見えないまま倒したと言われても、ベルベットに実感がないのも当然だ。

「ウィルが言うなら間違いないさ」

「これで倒せてしまうと、やることがないですね……」

　信じ難いことではあるが、ウィル曰いわく、前方確認のため木の陰から顔を出した一瞬を射抜いたとのことだ。

「倒せそうな相手……かつ少人数なら私が倒しましょう。そうでない相手には援護と退路確保に回ります」

「その時は私達の出番っすね！」

「はい。そういうことです」

　ウィルバートはその後も異常な精度の先制攻撃により、彼にのみ見えている離れた敵を一方的に葬っていく。




　そうしてしばらく。順調に進んでいたウィルバートはその足を止めた。

「ベルベットさん。出番です」

「……！」

　それは、この先に多くのプレイヤーとは一線を画す強力な敵がいることを意味する。

「同じように私が先手を取ります。ですので、それに合わせて飛び込んでください」

　ウィルバートの矢を受けたところから始まれば、ベルベットの追撃一発で倒し切れる。

　ウィルバートは射線が通るよう近くの高台に陣取り、ベルベットは気づかれないようギリギリまで距離を詰めて待機する。
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　ウィルバートが先に察知したのは、倒壊した建物が残る遺跡の太い柱の裏。そこで周囲を警戒するドレッドとドラグだった。

「フレデリカのやつ、向こうで上う手まくやってるといいが」

「やる時はやるやつだから多分心配ねえと思うぜ？　あれこれ全開でやれば純粋な火力役としてもつええしな」

「それもそうだ……？」

「どうかしたか？」

「いや、確信はねー。が、見られてるかもな」

「おっと……オーケー」

　それはただの直感で、現状何も裏付けるものはない。ただ、ドレッドのその感覚はここまで何度も【集う聖剣】を生かしてきたのだ。その直感は信じるに値する。

「フレデリカと比べて貴重なスキルだが……ここで切るぞ」

「ああ、慎重に行こうぜ」

「シャドウ【獲物追い】」

　ドレッドの隣にいたシャドウの足元から狼おおかみ型の影が次々と現れて、一気に走り出していく。

　クールタイムは長いが、その分広い範囲を安全に索敵できるスキルだ。

　そのうちの一匹が少しして一つ大きな遠とお吠ぼえをあげる。

「【雷神再臨】！　【落雷の原野】！」

　直後、その一帯に凄すさまじい量の雷が落ち、そこにいるものの存在を認識する。

「はっ……面倒くせー」

「チッ、やべえヤツが来たな」

　そんなことをするプレイヤーは一人だけ。ベルベットしかいない。

「シャドウが知らせた感じ、少なくとも範囲内にいるのは二人。アイツと隣の……ヒナタ。あのデバッファーだけだ」

「連絡だけ入れとくぜ。で、どうする。アイツもすぐ突っ込んではこないみてえだが」

　派手に雷は落としたものの、向こうから仕掛けてはこないようで、二人も落雷の音で接近されていないことを認識しつつ手短に作戦を立てる。

「……囲い込むか。リスクはあるけどよ」

「いいぜ！　元々そのつもりだったしな。なに、最高の獲物がかかったってことだぜ！」

「はー……やるか。そっちもアースに準備させろ」

　ドレッドは最後に一つドラグにあることを伝えると準備を整え、二人で柱の裏から飛び出した。

　それに合わせて、先に前に出たドラグの体を反応すら許さず矢が貫く。

　と、同時に隣にいたゴーレムのアースの体が弾けＨＰが１まで減少する。

「……ああ、やっぱいるのか」

「【地割り】！　アース【ロックドーム】【バリケード】【再構築】！」

　ドラグはノックバック付きのスキルでベルベットの接近を拒絶すると、アースに大量の岩壁を生成させ射線を切る。

「ハハッ、その勘当たるなあ！　ドレッド！」

「……外れて欲しかったけどな」

　事前にアースに使わせた【身代わり】によって、アースはその攻撃を受け持った。死なずに耐えるパッシブまで使わされたものの、死ぬよりはよほどいい。

「左の高台だな。あれは手が出せねー。壁を活いかすぞ」

「おうよ！」

　ウィルバートとは距離がある。幸い今いる場所に遮しや蔽へいは多い。壁を使い援護射撃を避けつつ、目の前の二人を相手取るのだ。

「素早い対処……すごいっすね！　飛び込めなかったっす！」

「そうだろ！　お返しだ、行くぜ！　【バーサーク】！」

　ドラグはバフをかけると大斧おのを片手で持って突進する。武器のリーチは圧倒的に上だ。擬似的な二対二に持ち込めた今、【ラピッドファイア】が次のアクションを起こす前に二人に痛手を負わせに行く。

「【嵐あらしの中心】！」

　ベルベットを中心に発生した電撃が、落雷と共に接近するドラグに向かって襲いかかる。

「アース【避雷針】！」

「シャドウ【影の群れ】」

　しかし、当然無策で突っ込んだわけもなく。アースのスキルによって生成した岩の柱に範囲攻撃を吸い寄せて、ドラグはドレッドの呼んだ狼の群れと共に突き進む。

【避雷針】はベルベットの高威力の稲妻にすぐに破壊されるが、一瞬あればそれで十分だ。

　だが、あと数歩で大斧の射程に入るその直前。

「【コキュートス】」

　吹き抜けた強烈な冷気は接近していた全すべての存在を氷漬けにしその場に縫い止めた。

「【電磁跳躍】！」

　ヒナタのデバフをさらに受けて、防御力がほぼゼロにされたその瞬間。ベルベットが一気に飛び出す。

「【轟ごう雷らい】！」

　ベルベットを中心に発生した雷の柱は狼もろともドラグを巻き込み空を照らした。

　光はやがて収まりベルベットは前を向く。

「やるっすね！　言ってた地面に潜るスキルっすか？」

「……はー、キツイ。マジでつえーわ」

「ナイスドレッド！　まー、一つ使ったろ？」

「ああ、それはそうだ」

　移動はできずともドラグを地面に潜り込ませ、回避させることはできる。あとは【コキュートス】が切れてから退くだけだ。

「拘束するスキルは強いからな。クールタイム長いだろ？　全部吐かせてやるよ」

「……負けません」

　敵味方のスキルのクールタイムを考慮し、ドラグとドレッドは前に出る役を入れ替える。

「矢の雨も来るぞ！」

　ドラグが岩壁を補充しつつドレッドに呼びかけるがその時にはドレッドは走り出していた。

「構わねー」

　短剣ならリーチの差もそうないと、ベルベットも合わせて距離を詰める。ヒナタの防御力低下のデバフは避けられないため、当たれば即死だが、それはドレッドにとっていつものことでもある。

「これぐらい捌さばけねーと始まんねーんだよ……！」

　ドレッドは矢の雨を躱かわすと、そのままベルベットの稲妻の雨を避ける。

　落雷があった場所に次に落ちるまでには少し間がある。サリーのようにそのまま前に進むとまではいかないが、回避に専念すれば避け切れる。

　自分の方が速ければ追いつかれもしないのだ。

「【トップスピード】！」

　ドレッドは急加速すると隙を見て前へ一歩強く踏み込む。

「【凍いてつく大地】！」

「【スタンスパーク】！」

「なら下がるけどな」

　ドレッドはスキルを発動させると、素早く範囲外に逃げる。一度拘束されれば終わりなため、相手に使わせてクールタイムに入ったところを狙ねらうのだ。

「むぅ、上う手まいっすね！」

「そりゃどうも。短剣使うなら避けねーと死ぬんでね」

　細かいプレイングはドラグとドレッドが上回る。しかし、その分ベルベットとヒナタには強烈なスキルがある。今は上手くいっているが常に綱渡りなことに変わりはない。

「じゃあ……もっと上げていくっすよ！」

　ベルベットは一つ息を吐くと仕切り直しとばかりに構え直す。

「【過剰蓄電オーバーチヤージ】！」

「……！」

　ベルベットのスキル発動に合わせ、胸元の黄色い宝石が強烈な電撃を発生させ、降り注ぐ雷が異様に太くなり、その範囲が広がっていく。纏まとう電撃はより激しくスパークし、青白い光となって周りをより激しく焼き焦がす。

「ここまで範囲を広げれば、簡単には避けられないっすよね」

「そりゃあそうだ」

　とんでもない力技、太くなり続けるベルベットの稲妻の柱を見て、ドレッドは撤退を決断する。

　細かいやり取りで有利を積み上げる、そんな技術ではどうにもならないような暴力的な強さ。ベルベットが隠していたスキルは近接主体の二人にはあまりに不利なものだった。

「ドラグ、立て直す！　シャドウ【影世界】！」

「アース！　【地震】！」

　ドラグは接近を拒絶するため、移動阻害スキルを放つとシャドウによって展開された影の中に潜って、一気に距離を取る。

「あれ何とかするにはメイプルがいるな」

「おう。最後なんかもう一つの光る柱みたいになってたぜ？」

　避けるスペースが一切存在しなければ、回避も駆け引きもありはしない。ベルベットはひたすら前に突っ込んで敵が範囲内に入るまで距離を詰めるだけでいい。

「追撃が来るなら予定通り囲い込む。ここは時間が稼げれば十分だ」

　スキルを確認できただけでも十分である。二人は万が一にもヒナタの拘束スキルの範囲内に入らないように、そして【ラピッドファイア】が降りてこないうちに急いで撤退するのだった。
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　それをしばらく追いかけていたベルベットは、二人を見失ったところでスキルを解除する。

「私にもあんな目があればよかったんすけど……」

「リリィさん達と一いつ旦たん合流しましょう。二人で追いかけ続けるのは危ないですから」

　二人は来た道を戻り、リリィ達と合流する。

「逃げられちゃったっす」

「残念だが、仕方ないさ。相手の退き方と始まってすぐの対処が丁寧だったね」

「スキルではないようですが……どうやら離れた私達にも気づいていたみたいでしたね」

「その辺りは経験によるものなのかもしれない。二人の攻撃は流石さすがだね。ここで退いたということは相当分が悪いと感じたということさ」

　相手の素早い対処により、ウィルバートはそこまで脅威となれなかったため、今回彼らが退いたのはベルベットとヒナタに勝つのは厳しいと判断したからだ。

「次はもっと相手が退きづらいタイミングで戦えるといいね」

「それまでに雷溜ため直しておくっす！　ちょっとモンスターを倒したいっすね……」

「なるほど？　ウィル、この辺りなら？」

「少し東へ行けば、ちょうどいい場所があるかと」

　ベルベットの【過剰蓄電オーバーチヤージ】もいつでも使える技ではない。その名の通り蓄電する必要があるのだ。

「そのスキルは必要だからね。現状、敵にとって最も大きい脅威だからさ」

【集う聖剣】の二人をも即座に撤退させるその破壊力は常に使えるようにしておきたい。四人はベルベットの蓄電のため、一度東へと向かうのだった。








四章　防御特化と隠し球。









　ドラグとドレッドが無事撤退に成功して町の近くまで戻ってくると、ギルドメンバーに次の指示を出すペインとちょうど鉢合わせた。

「ん？　戻ってきたのか」

「あー、ちょっと面倒なやつに会ってな。援軍呼んで囲い込もうかと思ったが……追っては来なかったらしい」

「【ラピッドファイア】と【thunder storm】が来てたぜ。見た感じは四人だけっぽかったけどな」

「ふむ……四人だけならばここまで来るつもりはないのだろうが、警戒はしておこう」

　ドレッド達を無理に追撃しなかったことからも、全力で目の前の敵を倒す気はあっても、必要以上の危険を冒すつもりはないことが分かる。

「流石に本陣に突撃してくるほど考えなしではねーか」

「ベルベットのあの勢いなら、やってもおかしくなかったけどな！」

「ああ……それとベルベットが一つ知らねースキルを使ってきた。ペイン、【楓かえでの木】にも伝えておいたらいいんじゃねーか。特にサリーには必要だ」

「なるほど？　聞かせてくれ」

　ドレッドは【過剰蓄電オーバーチヤージ】についてペインに伝える。あれと戦って無事でいるためには、強力な遠距離攻撃か、飛び込んでも無事でいるための防御能力が必ひつ須すとなるだろう。

「分かった。【楓の木】には俺から伝えておく。ちょうどそのうちフレデリカと共に戻ってくるはずだ」

「おお、もう終わったのか。向こうは順調みたいだな！」

　フレデリカを連れた【楓の木】は逆サイドで爆弾を設置しに行っている。サリーに加えフレデリカがいればノーツの力も借りて索敵もより盤石になり、隠密行動も容易となる。

「そうだ、それに関しても一つあるな。こっちでも爆発音はしたが聞いてたのより規模が小せえし、音が分かれてた。バレてるかもしれねー」

「話を聞く分には、ウィルバートかヒナタだろう。あの二人なら被害を抑えるスキルを持っている可能性はある」

　そう何もかも上手くはいかないものだ。とはいえ、上手くいかなかったことを知れたことにも価値がある。

「大規模な戦闘に備えて休んでおいてくれ」

「おう！」

「あー……そうするよ。どっと疲れた」

　そう言うと二人は一旦町の中へと戻っていく。

　少しして、入れ替わるように【楓の木】にフレデリカを足した九人が帰ってきた。

「おっ、ペイーン！　特に何もなかったー？」

「ああ、敵影はない。どうだった？」

「こっちは上手くいったよー。ついでに見かけた敵は倒してきたかなー。マイとユイが姿を消して近づいてて、相手は一瞬で死んじゃってるから何があったかも分かってないかもー？」

「上手くいってよかったです！」

「フレデリカさんが、どこに敵がいるか先に教えてくれたので……」

　朧おぼろとソウの力を借りての暗殺はまだ敵陣に認識されていない。

　死人に口なし。誰一人生き残りがいなければ、何が起こったかが伝わることもないのだ。

「爆弾もいっぱい設置してきました！」

「成果は……」

　サリーが切り出したところで、遠くの森に天を衝つく巨大な火柱が連鎖的に発生する。一帯を包み込む爆炎は、そこにいるプレイヤーが生き残ることができないだろう規模と威力だ。

「……あったみたいです」

「そのようだな。結果が出るのが早くて助かるよ」

「早めに退散しておいて正解だったな」

「敵味方関係なしというのは恐ろしい。事前に周知しておいたものの、誤って巻き込まれた者がいなければいいが……」

「そうねー。命の保証はできないもの」

「僕らで先に数人倒しておいたおかげで、次のパーティーを呼び込めたのかな？」

　成果がどれほどか正確には分からないが、相当なものであったことは推し量れる。

　戦果は悪くない。【楓の木】も一旦休息に入るためドレッドとドラグに続いて町へ戻ろうとする。最前線に出る度に、いつ戦闘が起こってもおかしくない状況に体力はすり減る。

　大事な場面で判断ミスをしないためにも、ゆとりを持っておく必要があるのだ。

「サリーには特に話しておくことがある。ドレッドからだ」

「私に？　分かりました」

　サリーはメイプル達に先に戻って休んでおくように言ってその場に残る。

　ペインが伝えたのは当然ドレッドから聞いた内容だ。

「なるほど……」

「ベルベットとは一度戦ったと言っていたが、その時はそんなスキルはなかったはずだ」

【集う聖剣】と同陣営になるにあたり、サリーはベルベットと決闘した際に見たスキルについては共有していた。

「見せていない奥の手はあると言っていたので、それのことかもしれないです。それに関しては気をつけるようにします。私だとどうやっても相手にできないので……爆弾については除去されたか、イズさんに時々確認します」

「ああ、助かる。それとは別に戦況について意見を聞きたい。今後の作戦のために」

【楓の木】の参謀役はサリーだ。だからこそ、ここに残ってもらったわけである。

「……思ったより本格的な戦闘が起こっていない印象です。私も深追いはしていないので、どっちもどっちと言えばそうですが」

「俺もそう思う。ベルベットにしてもドラグを連れたドレッドになら追いつけたはずだ。各地でデスは発生しているが、最前線は中央からほとんど動いていない」

　どちらかが押し込むような展開になっていないのは、人数差に圧倒的な有利がつくほどのデスが発生していないためだ。イベント期間はまだ続くため、そこまで焦る理由はなく、そして何より一デスも許されないことはイベント全体での大きなリスクを避ける動きに繫つながっていた。

　時折その想定の外側にいる、ミィの【黎れい明めい】や、メイプルの【滅殺領域】のような桁けた違ちがいの出力によって多くの脱落者が出ることはあるが、勝敗に直結する場面でないのは確かだ。

　互いにあと一歩踏み込んでいないことによって、まだ均衡が続いているのである。

「何かきっかけ一つあれば、といった感じですね。となると……」

「そうだ。間違いなく戦闘が起こるタイミングがある。そうなれば多くのプレイヤーが集まるしかなく、そこで大きく状況は変わる」

　ペインとサリーは同じタイミングを思い浮かべる。

　それはモンスターが一気に敵陣に向かって攻め込むイベントが発生する時間帯だ。対処に向かわなければ、敵陣営のプレイヤーがより多く集まった場所から順に自軍のモンスターが倒され、モンスターの勢いと共に自陣へ押し寄せるだろう。

　それを避けるために両陣営が共に最前線まで向かえば、大規模な衝突は必ず発生する。

　そこで有利を取れるかどうかが、まず第一の焦点となる。

「相手は【炎帝ノ国】を中心として、中央から攻めてくるはずだ。容た易やすくは崩せない城を作り、最前線に陣取っているのは機を窺うかがっているからだろう」

「【炎帝ノ国】の陣形は強力ですからね。そこに合わせるのが一番強い……」

　サリーとしても異論はない。ミィを中心に敵を焼き払いながら前進されては、地上からは敵陣に近づくことすらできないだろう。

　こちらとしては、それに真っ向から付き合うか、ここまでやっていたようにある程度端から攻めて王城を狙ねらうプレッシャーをかけつつ駆け引きをするか。これを考えなければならない。

「ペインさんはどう思います？」

「俺は……中央で勝負する方がいいと考えている」

「……ちょっと意外でした」

「はは、そうか。【炎帝ノ国】と【thunder storm】、これを放置した時に中央がどうなるか想像がつかない。完全に突破されて駆け引きが成立しない状況は危険だ」

　敵に対応せざるを得ないため。消極的な理由ではあるが、それだけ【炎帝ノ国】と【thunder storm】を中心とした集団戦の強さが、こちらの陣営を上回っていると感じているのだ。

「とはいえ、それでも不利になる可能性は高い。どちらも選びたくない二択というところだ」

　ここまで聞いて、サリーは【集う聖剣】が【楓の木】に求めていることを理解する。

「いくつか戦況をひっくり返す手段があります。正面からぶつかり合う時、かつ大人数であればより有効な……ただ、少し思うところはあるんですけど」

　少し目を逸そらして、歯切れ悪くそう言うサリー。

「聞かせてくれるか？」

「詳しくは一いつ旦たん町の中に入ってからでいいですか？　私だけで決めるのはちょっと難しくて。【集う聖剣】もこれが終わったらライバルですから」

「ふむ、相当な隠し球らしい。もちろん俺としても無理にとは言わない」

「メイプルが断ることはないと思いますけどね。だいたい私のいらないお節介です」

　今この瞬間全力で勝つ。それが目標であり、その先のことはまた考えると言うだろう。

　サリーは戦況をひっくり返しうる奥の手を持つ存在、他でもないメイプルの元へとペインを連れていくのだった。




　話を終えた二人が戻ってくるのを待っていたのか、先に戻った【楓の木】の面々は索敵のため外壁上に向かったフレデリカと別れて、入ってすぐの所のスペースで休息していた。

「あ、サリー！　お話は終わったの？」

「うん。二人で話す分はね」

「……？」

「ここからは、メイプルに関係する話だから」

　発生するであろうこれまでで最も大規模な戦闘。そこにメイプルがどう介入するか、サリーの中には一つ想像している展開があった。

「メイプルには、あれを使ってもらうことになると思う」

「……！　うん、あれだね！」

「その上で、一番効果的に使うためには、皆に知ってもらう必要があるんだけど……」

「大丈夫だよ！　それに、ちゃんと言っておかないと危ないし！」

「はは、味方が危ないか……恐ろしいな」

　どうやら奥の手は単純に周りを守るようなものではないらしい。

　ペインが思い浮かべているのは、どちらかというと無差別攻撃のような代物だ。

「アレなぁ……」

「ああ。確かに知っておく必要はあるだろうな」

「たくさん人が集まるならなおさらね」

「そうだね」

「じゃないと……」

「すごいことになっちゃいます」

　メイプルのあれこれを見慣れているだろう【楓の木】の面々ですら微妙な反応をするのを見て、ほんの少し、本当に使わせていいか迷いが生じるペインだったが、それほどのものであれば用法用量を守って使えれば役に立つはずなのだ。

「よければ聞かせてくれ。その奥の手というのを」

「はい！」

　元気よく返事をすると、メイプルはペインにスキルの詳細を伝える。

「……な、なるほど。【楓の木】の反応の理由も分かった」

　珍しく動揺が見て取れるペインは、自分を落ち着かせるように一つ息を吐くと、それを踏まえた上で作戦を考える。

「まずは中央に向かう人員を集める必要があるな。【集う聖剣】と【楓の木】。他のギルドも呼べるだけ呼びたい。その時は全員に話すことになるだろうが、構わないか？」

「はい！」

「というか、じゃないとまともに使えないので……」

「ああ、それは……そうだな」

　メイプルは集めた全員に自分の切り札を公開することを快く了承する。あとは人を集めて伝えるだけだ。

「私がアイテムに映像を残してあるから、集まった時にそれをモニターに映せば大丈夫だと思うわ」

「おお、残してたのか？」

「いつか使うかもっていう話になった時に、その方が早いと思ったの」

「うんうん、百聞は一見に如かずっていうからね」

　モンスターの進軍に合わせての作戦の準備は進めつつ。【炎帝ノ国】が先に中央のポジションを取って手放さない現状についても、それまでになんとかしたいところだとペインは話す。

「それは私達が頑張ってみます！」

「メイプル？　何か策があるのか？」

「はい！」

　自信満々にそう返事をするメイプルを見て、それならまずは任せると、【炎帝ノ国】の対処は【楓かえでの木】に任せ、【集う聖剣】のギルドマスターとして人を集めに行くことにした。

【集う聖剣】という大規模なトップギルドが動くとなれば、その作戦について来てくれるプレイヤーも増えるだろう。人を集めるのは【楓の木】より【集う聖剣】が適任だ。

　こうして、それぞれがそれぞれの作戦を実行するため行動を開始する。

　来たる決戦の時、自分達が少しでも有利になるようにできる限りのことをするのだった。
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【集う聖剣】が人を集めてくれている間に、【楓の木】はフィールドへと歩み出る。

　中央での戦闘の前に、強固な陣を張ってジリジリと戦線を押し上げている【炎帝ノ国】を牽けん制せいする必要がある。

　少しでも対等な条件に戻すため、【楓の木】は準備していた策を実行に移す。

「戦況はー……うん。射程ギリギリで魔法を撃ってる感じだね」

　カナデが双眼鏡で遠くの戦場を確認する。魔法の射程はある程度決まっており、それは既に周知の事実だ。その射程ギリギリから全員で弾幕を張れば、強力な回復と障害物の設置による防御能力を持つ【炎帝ノ国】と言えど、安全に前進して攻撃を続ける魔法使いの部隊を撃破するのは難しい。

　それでもマルクスの【一夜城】を中心に、水や岩により防壁を展開して損害なくプレッシャーを与え続けている。

「あれ以上踏み込むと、ミィに焼かれかねないからな。上う手まくやっているものだ」

「じゃあ、早く私達も援護しないとね。マイ、ユイ？」

「「はいっ！」」

　作戦の鍵かぎとなるのはこの二人だ。

　メイプルは【身捧ささぐ慈愛】を発動し、念のため二人が倒される可能性を限りなく低くすると、事前に調べておいた場所へと向かっていく。

　山を登り、そこから突き出した崖がけの端までやってくると、眼下に広がる戦場を確認する。遠くに魔法が飛び交う主戦場が見えるが、ここなら魔法は射程外であり特に干渉は受けないだろう。

　逆に言えば、一般的な魔法を上回るような超長射程の攻撃を持たなければこちらも何もできない訳だが、当然それを持たない【楓の木】ではない。

「んじゃあセッティングしてくか」

「そうね。今出すわ」

　そうしてイズが取り出したのは、上面が受け皿のような形になっている、いわゆるゴルフティーのようなものだった。違いがあるとすればそのサイズであり、それはなんとメイプルの腰辺りまである。

　クロムとカスミがそれを一本ずつ地面に差し込んで安定していることを確認すると、準備完了とばかりにイズの方を見る。

「こっちは二人でお願いするわね」

「「はいっ！」」

　イズが次に取り出したのは、【楓の木】にとっては最早お馴な染じみのものとなった鉄球だった。

　ただ、不思議なことにポピュラーな武器であるはずのそれは、いつものそれとは少し違う。

　まずはサイズ。これはメイプルを縦に二人並べた程の大きさとなっており、マイとユイの二人でなければまともに運ぶこともできない。

　次にその材質だ。イズが作り上げたそれは鉄球の強度を保ちつつ、ガラスのように透明なものとなっており、向こう側の景け色しきがちゃんと透けて見える。見た目の変更くらいならイズにとってはお手のものだ。

「はいっ！」

「乗せる台も折れないみたいなので……大丈夫そうです」

　二人はそれぞれティーの上に鉄球を乗せると、大おお槌つちを接地させて前方を確認する。

「「せーの！」」

　掛け声に合わせて振り抜かれた大槌にクリーンヒットされた鉄球は、凄すごい勢いで空中に打ち上がった。

「おー……飛んだなあ」

「これは誰だれも真似できないからな。敵も予想外だろう」

「まだまだ行くわよー」

　スキルとして射程距離が決められていない、ただの筋力によるゴリ押しは、理外の飛距離を生み出した。目的地まで飛びさえすれば、あとは落下によって威力を増した鉄球が地面に襲い掛かってくれる。

「視認性も悪いからねー。そうなるとあとは……」

「うん。当たるまで打つだけ」

「マイー！　ユイー！　頑張れーっ！」

「はいっ！」

「どんどん打ちます……！」

「大丈夫。私も言っておいたから、巻き込まれる味方はいないはず」

　目的は牽制だ。細かい狙ねらいはつけられずとも、隕いん石せきの降る場所にいたくないと思うまで、ひたすら空に打ち上げればそれでいいのである。
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　ほんの数秒後。雨粒というにはあまりに大きく硬い透明な球は【炎帝ノ国】の陣地に次々に降り注いだ。

「おおっ!?　な、なんだ!?」

「攻撃されてる……こ、これ何の魔法？」

「全員障壁を展開しろ！　ミザリー！」

「はいっ！」

　マイとユイが打ち出したとはいえ、直撃ではなく自然落下してきたものであるため、【炎帝ノ国】のギルドメンバーほどの強さであれば一撃死は免れる。それでも真上から押しつぶされれば、個人では脱出困難な球の真下で死ぬまでダメージを受け続けることとなるだろう。

「マルクス！」

「カメラで確認してる……魔法陣はないし、ほとんど真上から降って来てるけど。なにこれ……」

「止めたいとこだな。マルクス、どいつだ！」

「分からない……それっぽい人はいないみたいなんだけど」

「回復はできますが、これだと少し……」

　四人が籠ろう城じようしている【一夜城】や、周りに展開した防壁にも耐久力はある。攻撃が止やまなければいつかは、全すべて破壊され外に放り出されるだろう。

「ミィ、どうする？」

「……一いつ旦たん少し下がるとする。一方的に攻撃されているというのは具合が悪い」

　敵陣営の目的が前線を下げさせることであるのは、ミィも理解できていた。

　それを受け入れる形にはなるが、ミィも他のプレイヤーと同様、デスの可能性を低くしつつ慎重にことを進めているため、ここで無理をする気はなかった。

「マルクス、トラップは」

「条件が厳しくて、起動しにくいのを残しておけるよ」

「ならいい。シン、全員を呼び戻す」

「はいよ！　んじゃあ合図出しとくな！」

　二人がそれぞれ撤退の準備を進めている中、ミィは一つ息を吐く。そんなミィにミザリーがこそっと話しかけた。

「こんなことができるのは……あの二人でしょうか」

「うん。マイとユイかな。大槌八本で底上げしたＳＴＲがあれば相当遠くから攻撃できるのかも……」

　魔法使いや弓使いも驚く射程だ。その上、十分な威力まであるのは最高にタチが悪い。

「近接専門だと思ってたんだけど……」

「固定砲台にもなれるということですね」

　改めて対面してみると、そのステータスからは想像できないような柔軟さを見せつけられる。また気にしなければならないものが増える中、撤退準備を済ませたシンとマルクスが戻ってくる。

「よしっ！　ミィ！　ギルドメンバーには戻って来てもらったぞ！」

「こっちもいつでも大丈夫」

「んんっ……分かった。一度退く！　マルクス！」

「【チェンジ】」

　あらかじめ後方にセットしておいたトラップと【一夜城】の位置を入れ替えて、【炎帝ノ国】は即席の城を保持したまま後方へと一瞬で転移するのだった。
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「んー……退いたみたいだね。僕らの位置にも気づいてなさそうだったよ」

「おっ、上手くいったってことか」

「さっすがマイ、ユイ！　すごい攻撃だったね！」

「ありがとうございます！」

「イズさん、たくさん使っちゃってすみません……」

「いいのよいいのよ。そもそも……これ以外の用途もないもの」

「そりゃそうだ」

「まさに、そのためだけのアイテムという風だったからな」

「これで少しは相手もやりにくくなるはず。あとは、もうちょっと追撃として打ち込んでおきたいかな」

「「はいっ！」」

　まだこちらはやる気だと示しておくことで、相手も迂う闊かつに前には出づらくなる。互いに牽制し合うだけだとして、それならより強烈にプレッシャーを与えられた側がわが主導権を握るのだ。

「あとは……今のうちに試しておく？　問題ないとは思うけど」

「じゃあ一回だけやっておこうかな。復習のために！」

「「分かりました！」」

　サリーの提案を受けてメイプルはこれまたイズの用意したカプセルの中に入り、両側から支柱で支えられ空中に固定される。今回のイベントが始まってから急きゆう遽きよ用意されたものだが、イズ製とあって品質は問題ない。

「メイプルー？　大丈夫そう？」

「おっけー！」

　中から元気のいい返事が聞こえてきたため、マイとユイはカプセルを挟む形ですぐそばに立つ。

　メイプルの【発毛】は一日一度しか使えない。使ってしまった後は、メイプルをきちんと打ち上げるために、ある程度の強度とサイズアップが見込める外殻が必要になるのだ。

「「せーのっ！」」

　ぴったり息の合った二人が大槌を真下から振り上げると、金属のぶつかり合う轟ごう音おんが響き、メイプル入りのカプセルは空へと向かって垂直に吹き飛んだ。

「飛んだなあ」

「耐えられると分かっていても、私は遠慮したい」

「あはは、まあ一応作戦ではメイプル一人でやるはずだからね」

「……落ちてこないってことは、上手くいったかな？」

　メイプルを包むカプセルは途中で内部から爆発し自壊すると、爆風でさらに上空にメイプルを跳ね上げる。雲を抜けて、遥はるか上空まで飛んだメイプルは、空中で【救いの手】に二枚の盾を装備させると、自由落下に合わせて足場になるよう盾を足下に設置する。

「たっかーい！」

　メイプルの自爆飛行では到底届かない高さ。シロップの浮遊でもわざわざこれほど高くまで来たことはなかった。

　ここは高い飛行能力を持つ者しか来ることができない場所、射程を持つスキル全ての効果の外側。

　メイプルは無事成功を確認すると、足下の盾をしまって、地面に向かって落下していくのだった。




　落下して地面にめり込んだメイプルを無事回収した【楓かえでの木】は、作戦を終えて町へと戻ってくる。するとそこでは既に【集う聖剣】と共に前線へ向かうことに決めたプレイヤーが集まり、ギルドマスターが基本的な動きを共有している所だった。

「ペインさーん！」

「ああ、メイプル。上手くいったようだな。フレデリカが驚いていたよ」

「空からあんなのが降ってきてるの見たら、誰だれでも驚くでしょー？」

「ここにいる人全員で戦うんですね！」

「そうなる。多少の増減はあるだろうが、概おおむねこれで全員だと思ってくれて構わない」

「なら、私達から今回の作戦の核になる部分を話す必要がありますね」

　サリーはそう言うとイズと共にモニターの用意をしつつ、メイプルに実演させる。

「【天王の玉座】！　【救済の残光】！」

　メイプルの背中から四枚の白い羽が伸び、白い玉座が背後に出現する。メイプルがそこに座ることで地面には二重に白く輝く光が広がり、その中にいるプレイヤーにダメージ軽減、回復効果など耐久力を高める強烈なバフを二重にかけるのだ。

「【身捧ささぐ慈愛】は使えないと思っています。貫通攻撃に切り替えられた際に、メイプルだと耐えられませんから」

【身捧ぐ慈愛】とメイプルの防御力のコンボは強力だが、想定通り多くのプレイヤーはその強さを既に知っており、ゆえにその対策も完かん璧ぺきだ。

　普段より遥かに多いプレイヤーを強制的に庇かばってしまうと、一瞬で倒されるだろう。

「これで皆さんの耐久力を底上げします。メイプルを倒さない限りはバフは消えません」

　庇うのではなく全員の耐久力を上げることで、それぞれに耐えてもらう。【身捧ぐ慈愛】があるためにほとんど活いかされることのなかった広範囲のダメージカットも、今回は前線を支える強力なバフになる。

「これがあれば戦いやすくなるだろう」

「そうだねー」

　それはありがたいと、集まった他のギルドも詳しいダメージカットの割合を聞き、それを前提として戦略を立て直す。

「で、ここまでは皆さんにとって安全なものの話です。ここからはモニターに映すので、これが『展開』される覚悟で戦ってくれると助かります」

　味方の口から発せられた言葉とは思えない何やら不穏な内容に、全員が固かた唾ずを吞のんで映像を見る。

「…………？」

「何だこれ」

「？？？？？」

　他プレイヤーに初めて公開されるそれは、どうやら相当な衝撃を持って受け止められたようだった。ざわざわといつまでも収まらないどよめきがその証明である。

「ペインさん。メイプルの新しい奥の手はこれになります」

「……理解はした。警戒しておく」

「あはは、すごいねー？　何で味方が警戒するんだろーねー」

『展開』前には合図として空に閃せん光こう弾を打ち上げることに決めて、メイプルの奥の手に備えて、いよいよ来る正面衝突の時を待つのだった。








五章　防御特化と広がる闇。









　時折マイとユイを前線に送って適度に鉄球の雨を降らせていたこともあり、敵陣営も激しく攻め立ててくることはなく、モンスターの一斉攻撃の時間がやってきた。

　全すべてのモンスターが敵陣目がけて一気に移動するこの時間帯、均衡が崩れる可能性は高く、出撃を前にしたプレイヤー達が緊張しているのが伝わってくる。

「いよいよだねサリー！」

「うん。ここで決める気で行こう」

　メイプルは間違いなく、今回の戦闘で重要なプレイヤーになる。【不屈の守護者】がないのは不安要素だが、その分はサリーがカバーする。それがたとえどれだけ難しいことでも。

　全体の指揮をとるのは【集う聖剣】を中心とした大規模ギルドとなるため、【楓の木】はそれに合わせてある程度自由に動くことになる。

「じゃあ前線は任せるぜ」

「私達も後方支援はするわ。頑張ってね」

「「応援してます！」」

　後方に残るのはマイとユイ、クロムにイズだ。今のマイとユイなら後方にいても十分脅威となれるのである。

「ごめんね。【身捧ぐ慈愛】が使えないから……」

「はは、後ろまで来ないように敵を殲せん滅めつしてくれれば助かるな」

「はいっ、何とかできるように頑張ります！」

「む、無理はしなくていいからな？」

　それぞれが気合を入れる中、遂にフィールドが慌ただしくなり始め、全てのモンスターが歩き出したことを示す地響きが鳴り始める。

「中央へ出撃する！」

　ペインの声に合わせて各ギルドが反応し、全員が足並みを揃えて、町から飛び出していく。

「メイプルさん！」

「行きますよっ……！」

「うん！　いつでもいいよっ！」

「「せーのっ！」」

　全員が出撃するのを横目に、素早くカプセルに入っていたメイプルは、マイとユイの比類なき膂りよ力りよくによって遥か上空へと飛ひ翔しようするのだった。




「準備完了だね」

「カナデ、カスミ。皆について行こう」

「予定通りに、だな」

　前線へ出る三人はそのまま集団の後をついて行く。

　空にはドラゴンをはじめとして、飛行能力を持つモンスターがずらりと並び、地上は獣を中心にこちらの国の特色である炎と雷を纏まとうモンスターが駆け出す。サリー達もそれに交ざって進軍していると、地平線に砂すな埃ぼこりを巻き上げる黒い影が見えてきた。それはある程度来たところで戦場の中心に巨大な城を出現させる。

　間違いない。【炎帝ノ国】は今目の前にいる。

「いよいよか」

「気を引き締めていかないとね」

「まずは……」

　まさに両軍が衝突し、どちらかの魔法攻撃と共に開戦というその瞬間。

　後方に予兆なしに円形の赤黒いスパークが走り、範囲内の生命すべてを無差別に焼き焦がす。

　その効果も、威力も、発生源も不明。脆もろい後衛にダメージが蓄積するのを見て敵陣に動揺が走る中、【集う聖剣】を先頭に全員が突っ込んでいく。

「天上の戦略兵器の出番かな！」

　サリーは遥か上空、【滅殺領域】の展開により、見事に先制攻撃を成功させたメイプルのことを思うのだった。




【炎帝ノ国】の後方、【ラピッドファイア】の面々を飲み込む黒い稲妻は、直撃したプレイヤーを退かせて陣形を二つに分断した。

「ウィル！」

「無事です！　ただ……誰だれもいません」

「なっ……ウィルの目に映らない？」

　魔法の射程外からこれほどの現象を引き起こしておいて、ウィルの索敵にかからないのは何かがおかしい。

「ウィル、私の目も使って探し出してくれ」

「分かりました」

「【休眠】」

　リリィから一瞬青い光が弾けると、雲に覆われた空の上、一瞬同じ色の光がフィールド全体を照らし出した。

「【覚かく醒せい】！　どうだい？」

「……上に、メイプルが」

　顔を顰しかめてそう報告したウィルバートの言葉を受けて、リリィは素早く行動を開始する。

「オーケー。向かわせよう！」

　やるべきことはただ一つ。飛行能力を持つテイムモンスターを使役するプレイヤーに指示を出し、遥はるか上空のメイプルを早急に撃ち落とすことだ。




　そうして近づいてくる多くのプレイヤーを、メイプルもまた素早く察知していた。

「わっ!?　もうバレちゃったの!?」

　サリーと想定していたよりも遥かに早く、下からはドラゴンや怪鳥に乗ったプレイヤーが飛んでくる。盾に乗っているだけのメイプルでは、その機動力にはどうあがいても勝てない。

「【砲身展開】【攻撃開始】！」

　ならば、まずは近づけないことだとメイプルは射撃を開始する。

　そもそも、メイプルがいる場所を中心として【滅殺領域】は展開されている。【身捧ぐ慈愛】がそうであるように、円柱状に影響を及ぼすそれは、時間を稼げさえすれば飛んでくる者全てを焦がして、地に落とすだろう。

　射撃を避けつつ、急いで接近する。メイプル相手にそれは難しいことで、大きくＨＰを削られたプレイヤーから順に離脱を余儀なくされる。

「くっ、好き勝手させるかよ！」

「引き摺ずり下ろせ！」

「うわわっ!?　危なくなる前にっ！」

　メイプルはプレイヤーが近づいてきたところで、なんとか攻撃される前に自ら地面へ飛び降りる。

　いくら機動力があると言っても、自由落下には追いつけない。

「【攻撃開始】！」

　メイプルは最後に上に向けて弾丸を放ち、テイムモンスターを次々撃ち抜くと、近づいてきたプレイヤー全てに自由落下でもって自分の後を追わせる。

　多くの者が飛べるようになったが、本来空は危険だ。その飛行能力が突然失われることは考慮されなければならない。

「おあっ!?」

「まずった……っ！」

「じゃあねっ！」

　このままでは味方を巻き込んでしまうため、メイプルは【滅殺領域】を解除し、自爆によって自軍方向へと向きを変える。メイプルに限って、着地は気にしなくてもいい。

　そうして自軍上空を墜落していくメイプルを、集団から空中にまで飛び出した一人のプレイヤーが糸を伸ばして搦めとる。

「あっ、サリー！」

「ナーイスメイプル。いい奇襲だったよ」

「じゃあ、次だね！」

「うん。よろしく！」

「【天王の玉座】【救済の残光】！」

　メイプルは先程とは打って変わって、周りに防御支援のバフを撒まく。

　とはいえ玉座も天使の羽もよく目立つ。このままでは優先的に狙ねらわれるのは間違いない。

「【氷柱】！」

　そんなメイプルと、他の存在全すべてを物理的に遮断する氷の柱が玉座の周りを取り囲む。

　この氷の柱は時間が来て消滅するまで、攻撃によって壊せない。この絶対の障壁があれば、メイプルも何もできないが、敵もまたこの強烈なバフを発生させる存在にどうやっても手が届かないのである。

「とりあえず、これで何も通らない」

「ありがとう！」

「こっちこそ。皆、いてくれるだけでありがたいと思ってるよ」

　守りを固めたところで、後方の櫓やぐらからマイとユイが放つ大砲も霞かすむ巨大な鉄球が次々に飛んでくる。ここに陣形は整った。こちらが出せる最大出力でもって、敵の全力を迎え撃つのだ。
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　閃せん光こう、豪炎。数あま多たの魔法が暴風のように吹き荒れる中、突出した戦力が戦線に影響を与える。

「ベルベット！」

「はいっす！　いつ飛び込むっすか？」

「ミィに合わせてくれると助かるね。一気にひっくり返す。その間に……ウィル、私達も行こう」

　リリィはペインとの戦闘でも利用した飛行機械を生成する。板状のそれは、後方に青い炎を吹き上げながら空中にてふわふわと浮かんだまま静止する。今回は二人乗るのがやっとのサイズだが、代わりに移動速度を高めたタイプだ。装備を変更していないため大量生成はできないが、ウィルバートとリリィの二人が乗れるなら問題ない。

「ヒナタ、前に出るっすよ！」

「はい……！」

　やられっぱなしではいられないと、ベルベットはヒナタを連れて前へと出る。それに合わせて、リリィとウィルバートも高速で飛ぶ飛行機械に乗り、文字通り前方へ飛び出した。

「【雷神再臨】！　【嵐あらしの中心】！」

　モンスターとプレイヤーがぶつかり合うその境目に雷鳴が轟とどろく。

　降り注ぐ雷は、近くの敵対存在全てを次々に消し炭にする。ダメージを受けにくいはずの雷を纏うモンスターですら、問答無用でねじ伏せる。

　それもそのはず。辺りに広がる白い靄もや。強烈な冷気がその防御力も耐性も、全てないものにしてしまっているのだから。

「ヒナタ、どんどん行くっすよ！」

「……わりーけど、それ以上は行かせられねーな」

「ははっ、再戦といこうぜ！」

　その前に立ちはだかったのはドレッドとドラグの二人だった。

　嵐そのものと言えるようなベルベットに、このまま自陣に飛び込まれればそれだけで被害は凄すさまじいものになるだろう。今ここで止めなければならない。

　今回は撤退はない。それは敵もまた同じことだろう。

「負けないっすよ！」

「行きます……！」

「はー、ったく損な役回りだ」

「強え相手ほど燃えるだろ！」

「……まあ、分からなくもないがな」

　なんだかんだ言いつつもドレッドは武器を構える。それを見てドラグもやる気十分というように斧おのを振りかぶる。

　そんな中、上空を高速で数人のプレイヤーが抜けていく。メイプルがそうしたように、敵もダメージ減となるバックラインを狙っているのだ。

「よそ見してる暇は……ないっすよ！　【電磁跳躍】！」

　重力制御により浮かぶヒナタを連れて、防御力低下の冷気と共にベルベットが突っ込んでくる。

「アース、【避雷針】！　【重突進】！」

「【氷壁】！」

　突っ込んできたドラグの斧を氷の壁で受け止めて、ベルベットが殴り返す。ただ、リーチの差もあって拳こぶしはドラグには届かない。

「【極光】！」

「【石の肌】【グランドアーマー】！」

「そのまま……！」

　ベルベットを中心に発生した雷の柱。退くだろうと考えていたところを、ドラグは耐久力を補助するスキルを使うことで無理やり突っ込んできた。

「【バーンアックス】！」

「【パリィ】！　【重双撃】！」

「ぐはっ!?」

　振り抜かれた斧を横から叩たたきつけて逸そらしたベルベットは、素早く二連撃を叩き込みドラグを吹き飛ばす。

「痛ってえ！　流石さすがの威力だな！」

「耐えるんすね！　ヒナタのスキルも入ってるはずっすけど」

「今回の耐久力は特別でな」

　光り輝く地面は、減っていたドラグのＨＰもみるみるうちに回復させていく。ベルベットは今のダメージを見て、相当な防御力上昇のバフがかかっていることを理解する。

「もっと増やしていくっすよ！　【落雷の原野】【稲妻の雨】！」

「ドラグ、壁頼む」

「おうよ！」

「【トップスピード】！」

　ドレッドの耐久力では、この雷の雨の中をドラグほど無理やり突っ込むことはできない。その分速さを活いかし、真上に作った岩の壁を利用して雷を遮ることで一瞬のうちに距離を詰める。

「【重力の檻おり】」

「……チッ」

　踏み込んだ瞬間にガクンとスピードが落ちるのを感じ、ドレッドは崩れかけの岩壁が残るうちに来た道を戻る。

　倒せるか倒せないか、そんな最後の一線でじっと待っているヒナタの防御が厄介だ。

　ベルベットの破壊力が規格外なため、守りに専念していることが僅わずかな隙さえなくしている。

「助かるっす！」

「ちゃんとミィさんを待ってくださいね……？」

「わ、分かってるっすよ？」

　そうしているうち、後ろでは建てた櫓が崩壊する音が聞こえる。敵の攻撃も本格化している。

「頼むぜペイン。【黎れい明めい】が来る前にやってくれよ……！」

　この二人を相手取っていては他を助ける余裕は流石にない。メイプルに並んでこちらの作戦の核となるペインが上う手まくやっていることを祈りつつ、ドレッドはダガーを構え直した。
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　組み上げた櫓が崩壊し落下するマイ、ユイ、イズの三人を、ダメージを肩代わりする【守護者】によって守ったクロムは素早く大盾を構えて、前を向く。

「はは！　ったく、後ろでじっとしてくれててもいいんだぞ！」

　クロムが見上げる先には空中に静止する板状の機械とそれに座るリリィ、そしてその前に立ち、四人に矢をつがえた弓を向けるウィルバートがいた。

「そんなことをしていては、その二人にどうされてしまうか分からないからね」

「すみません。その首、貰もらい受うけます」

「「クロムさん……！」」

「心配するな。何とかする！」

　とは言ったものの、状況は悪い。移動速度と距離を考えても、王城までは逃げきれないだろう。イズが設置しておいたバリケードと、クロムの大盾があの矢を防ぐ防壁だ。

「【矢の雨】」

「【マルチカバー】！　【精霊の光】！」

　降り注ぐ矢の雨から全員を庇かばい、続くスキルでダメージを打ち消して耐え忍ぶ。

「マイ、ユイ。聞いてくれ。二人の攻撃しか俺達に勝ち筋はない。俺とイズで何とか隙を作ってみせる。そこで仕掛けてくれ」

　静かにそう話すクロムに二人は小さく頷うなずき、八本の大おお槌つちを構える。

「ネクロ！　【死の重み】！　【バーストフレイム】！」

　リリィの操る飛行機械は、クロムの放った炎を上手く躱かわしてスライドするように移動しつつ、矢を放つ。ネクロの力を借りて遠距離攻撃をするものの、得意分野でないのは確かだ。

「こっちは……任せてっ！」

　イズはインベントリから鉄の壁を取り出し、目の前に設置し何とかその攻撃を相殺する。

「イズ頼む！　長期戦は無理だ！」

　流れ弾一発でマイとユイが落ちる現状、早期決着を狙ねらわなければどこかで事故が起こる。

　一撃で破壊されるとはいえ、イズの壁がウィルバートの矢を受けられることがわかった今、防御を任せてクロムが前に出るしかない。

「フェイ、【アイテム強化】！　クロム！」

「おう！」

　射撃を防いだこともあり、その正確無比な矢に射抜かれながらも、何とか耐えきりイズとアイコンタクトを取る。

　それを見てイズが地面を強く踏むと、いきなり辺りに大量の太い水柱が出現した。

「用意はあるということですか……！」

「まだよ！」

　続けてイズが握り込んだクリスタルを砕くと、シロップの大自然にも似た巨大な蔦つたが水柱を縫うように伸び、その動きを制限する。

「お願い！」

「やってやれ！」

「「【ウェポンスロー】！」」

　鉄球二つ程度ならば避けられる。では十六の大槌ならどうか。

　ウィルバートの矢をも上回る破壊力を持つ必殺の鉄塊が、真まっ直すぐに二人に向かって飛んでいく。

「「【クイックチェンジ】！」」

　リリィは素早くウィルバートと装備を切り替えると、目の前に迫る確かな死を感じながら、何度も繰り返した手順で素早くスキルを発動する。

「【命なき軍団】【再生産】【傀儡くぐつの城壁】！」

　目の前に次々と現れた兵士が絡み合って巨大な壁となる。それらすべてを突き破って、大槌が破壊した壁の向こうでリリィとウィルバートが空中で態勢を整え降りてきた。

　狙ねらいは完かん璧ぺきだったものの、壁に突き当たったことでできた一瞬の時間を無駄にはしなかったのだ。

「ふぅ……掠かすっていたら終わりだったね。レイドボスすら倒した攻撃力には磨きがかかっているらしい。ここからは私が相手になるよ。私程度の火力でも、君達なら削り切れる」

　装備解除によってインベントリに大槌を戻し、装備し直したマイとユイは次の攻撃に備え、イズもさらにバリケードを展開する。

「ウィルバートに代わってくれて構わないぞ？　そっちの方がやりやすいからな」

「分かっているとも。さあ、やろうか」

　数で押すリリィとなると、流石に今度こそ守りきれないと、目の前に大量に湧わき出す銃を持った兵士を見てクロムに汗が伝う。

　まだ【不屈の守護者】も残っている。やれることをやるだけだと、大盾を構えたところで、横から巨大な白蛇が突っ込んできた。

「ハク！」

「ソウ！」

「「【硬質化】！」」

　割って入った二匹の巨大な白蛇が、フィールドを抉えぐるようにその体をうねらせる。

「間に合ったか！」

「そうみたいだね」

　駆けつけたのはカナデとカスミだった。リリィとウィルバートに続こうとした【ラピッドファイア】のギルドメンバーを撃ち落とし、敵の援軍を防ぎつつ何とか間に合わせたのである。

「随分こちらに来たものだね」

「そうですね。ですが、好都合とも言えるでしょう」

「私達が上手くやれるならね」

　リリィはそう言うと【我楽多の椅子】に座り、旗を一振りして目の前に大量の兵士を生み出す。人数だけでいえば一瞬で逆転した格好だ。

「続きをやろう。引きつけた分だけ向こうが楽になるさ」

　マイとユイの破滅的な攻撃を再開させてはいけない。決して楽な戦いではないものの、リリィとウィルバートも退く訳にはいかないのだ。
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　各所での戦闘が激化する中、それでもやはり主戦場は中央だ。

　メイプルの先制攻撃によって浮き足立った所を先頭切って駆けていくのは、ペインだった。当然、それは最も危険な場所であり、倒すことができれば、戦力を大きく削そぐとともに士気も上がるだろう。

「【断罪ノ聖剣】！」

　勿もち論ろん、できればの話だが。ミザリーの回復の上から次々にプレイヤーを斬り捨てて、奥に見える【一夜城】へ向かう。

　ここまで派手に暴れているにもかかわらず、ミィの炎は一向に放たれる気配がない。

　それはつまり、このイベントでも一度放たれたあの大技。【黎明】を準備しているということだ。ただ待っていてもいつかは撃たれてしまう上、放たれればそれだけで相当な数の犠牲者が出る。

　だからこそ、それよりも早くこちらが敵を壊滅させる必要がある。

「ペイーン！　もー、結構無茶苦茶するよねー！　ノーツ【輪唱】、んー【多重障壁】！」

　全員の足並みを揃えるためにバフをかけて、周りからの攻撃は障壁で防御する。フレデリカが気にしていた【thunder storm】のトップ二人と入れ違うような形となったこと、そしてミィがまだ静かにしていることもあり、防御は間に合っていた。

「ドラグとドレッド、それに【楓かえでの木】が引きつけてくれている。戻ってこないなら、このまま本陣を破壊する」

　共に前進する他ギルドの魔法攻撃の支援も受けながら、ペインの放つ聖剣の光が固まったプレイヤーをそのまま葬っていく。

「ああ、ったく。なんとか止まってくれないもんかあ？」

「あ、シンー、やっほー。お互い大変だねー？」

「本当だよ。ま、お察しの通りミィは準備中でね。今回も俺が来たってわけだ」

　ミザリーとマルクスはテイムモンスターまで込みでも前線に立つようなスキルを持っていないため、こういう時にはシンが出るより他にない。シンはそう言いつつも、【崩剣】とウェンの【風神】により大量の刃を準備する。

「フレデリカ！」

「えっ!?　本気……みたいだねー。後で皆に謝っておいてよね！　【多重全転移】！」

　範囲内にいる全すべての味方のバフを強制的にペインに集約させる。パーティーの最大数では収まらず、本来の用途の限界を超えて、あらゆるバフが重ねがけされたペインはそのまま前に突撃する。

　それを見たシンが全ての剣をペインに向けて放つ。それは全てペインの体に突き刺さり、貫いて──背後に抜けていく。

「はあっ!?」

　ペインは防御など考えていない。何百というプレイヤーから全てのバフを集めたペインは、その全てを受け、異様な量のダメージカットと持続回復効果によって一瞬で全回復する。

「レイ、【全魔力解放】【光の奔流】」

　ステータスとバフの暴力でそのまま突っ込んでくる怪物を止める術などありはしない。

　何とか止めようとするプレイヤーを全て斬り捨てて、距離を取ろうとするシンにはるかに上回る速度でもって最強の個が接近する。

「おいおい、バケモンが過ぎるだろ！」

「【聖竜の光剣】！」

　振り抜かれた剣から放たれる光は、何百というプレイヤーの力でもって射程延長や攻撃範囲増加の恩恵を何重にも受け、部隊最後尾まで直線上に全ての存在を飲み込んだ。

「や、やばー……流石さすがにいつもの感覚とは全然違うねー」

　今回限り。イベント特別仕様の【多重全転移】が引き起こした規格外の破壊力に、張本人であるフレデリカも目を丸くする。

　しかし、光が収まるにつれて見えてきたのは、ＨＰを残して耐えている多くのプレイヤーの姿だった。減ったＨＰも奥に金の輝きを放つ大きな魔法陣が展開されたかと思うと、すぐ回復していく。

「……【リザレクト】か」

「ご名答！　マジ滅茶苦茶するな！　流石にビビったぜ」

　追撃は受けないようにとシンは【崩剣】を足元に置き、遥はるか上空に避難する。

　それでも、【リザレクト】の復活が届く範囲よりペインの異次元の射程の方が上回ったために、被害は甚大だ。

　並の手段では引かせることどころか、その場に足止めすることもできない。

「何とか時間稼ぐぞ！　じゃないと始まらねえ！」

「突き崩す！」

　数の減った【炎帝ノ国】の拠点へプレイヤーが殺到する。一人、また一人と数を減らしてはいくものの、進撃は思ったように進まない。

　生き残れずとも構わない。目の前の戦いに勝つためではなく、時間を稼ぐために使われる無敵になるスキルや防御スキルの大盤振る舞いは、確かに相手の足を止めるのだ。

　無理矢理突破するには、それこそペイン程の圧倒的な力が必要になる。

　こちらにペインがいるように、あちらにも同じように突出した力は存在する。ギルドとして、陣営として勝つために腹を括くくれば、ただの足止めに全てのスキルを吐くのも有意義だ。

「頼むぜミィ！　吹っ飛ばせ！」

「ちょっ、ペイン！　来るけど！　本当に大丈夫なのー!?」

「全員固まれ！　近くのモンスターもテイムするんだ！」

「……んん、何のつもりだ？」

　初めから分かっていた制限時間。【炎帝ノ国】が築き上げた城の上に顕現した太陽は、じきに来る落下の時を待っていた。

　イベント限定アイテムで、敵に向かって走るだけの近くのモンスターも味方につけて集めてはいるが、それを壁にしようともミィの炎は止まらないだろう。

「本当に大丈夫なんだよね？　ねー!?」

「フレデリカ、腹を括れ」

「もー！」

　敵が強気に出られない今が攻撃のチャンスだと、反転してくるのをノーツと共に魔法で牽けん制せいしつつ、フレデリカは何かを待つように後ろを振り返る。

　そこでは雷鳴と共に、巨大な白い柱のように見える雷が空と地面を繫つないだところだった。




「ミィ、待ってたっすよ！」

「もう、【避雷針】はありませんよね」

【過剰蓄電オーバーチヤージ】により柱のようになった雷を纏まとうベルベット。相対するドラグとドレッドは致命傷こそ避けてはいるものの、満まん身しん創そう痍いといった様子だ。アースは既に倒され、シャドウの回避スキルも使わされた。

　ベルベットとヒナタには、必ず対処しなければならないような脅威度の高いスキルが多過ぎるのだ。

「【過剰蓄電オーバーチヤージ】がこれだけだと思わないで欲しいっす！」

　ベルベットが天に手をかざすと、雷がベルベットの周りから逆流して空を照らす。

　二人はその動作で、このあと起こる事象を瞬時に理解した。空には分厚い雷雲が発生し、不穏な輝きを増し始める。

　視界の先ではミィの生み出した太陽がその炎をより大きくして煌こう々こうと輝いている。

「止まんねーか……」

　ドレッドはなら仕方ないという風にペインが向かった先、【炎帝ノ国】の城を見る。

　そして、きっちりとタイミングを合わせて。雷と炎は地面に向かって拡散する。




「【雷神の槌トールハンマー】！」

「【黎れい明めい】！」




　天からは雷光、地には業火が戦場を覆い、全ての存在を焼き、二種類の強烈な光は視界を埋め尽くした。

　炎と雷が戦場を駆け抜け、覆ったのはほんの一瞬。されど、その一瞬を生き残ることは困難なはずだ。




　こちらもまた、上う手まく時間を稼いだリリィとウィルバートは、一帯を焦土に変える凄すさまじい攻撃を眺めていた。

「流石。あの二人の攻撃はレベルが違うね……ウィル？」

「……リリィ、戦闘準備を」

　怪け訝げんそうな顔で言うウィルバートのその様子は、収まりつつある炎と雷の向こうで、敵陣営が想定以上に生き残っていることを暗に告げていた。

「さて、どういうカラクリなのかな……？」

　どうなったかと全員が固かた唾ずを吞のんで見守る瞬間。訪れた一瞬の静寂にその声は妙に響いて聞こえた。

「【再誕の闇やみ】！」

　直後、地面に広がるのは泥のようなベタベタとした黒い何か。そこから這はい出るようにして次々に異形の生命が姿を現す。




　それはどこか、そうどこか。

【暴虐】のそれに似ているような気がした。
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　溢あふれ出る異形の中心。広がる泥のような闇の中で一人立つメイプルをおいて、ギャーギャー騒ぐフレデリカを抱えたサリーはその場を離れていた。

「サリー！　本当に心臓に悪かったんだけどー？」

「ごめんごめん。まあでもなんとか間に合ったでしょ？」

　破滅的な攻撃を回避できたのは【方はこ舟ぶね】による転移の瞬間を、ミィとベルベットの攻撃に重ねることができたからだ。

　幻を現実にするスキル【虚実反転】により、ダメージを与えられないスキルはダメージを与えるようになると記載はあるが、それ以外の要素はどうか確かめておいたのが幸いした。

【方舟】は水による攻撃能力を持っている。【機械神】の力をコピーした時、放ったレーザーだけでなく銃まで実体化したように、実際のところは細かい前提条件も無視し、スキル単位での再現と発動が行われているらしかった。

「出たらすぐメイプルがアレやるしさー！」

「それは私もびっくりしてる。ペインの指示っぽいけど？　前も言ったけど、味方が一定時間触れたら問答無用でアウトだからね」

[image: ]

　メイプルの展開した泥。【再誕の闇】は、クエスト【禁忌の主は】で入手した報酬で、味方判定となる存在を、無差別に飲み込み化物に生まれ変わらせるスキルだ。

　スキルで召喚するようなモンスターは勿もち論ろん、テイムモンスター、果てはプレイヤーすら対象となる。

「何かどんどん出てきてるけど？　誰か巻き込まれてないー？」

「わ、分かんない。一緒に避難させた弱ったモンスターを作り替えるとか何とか言ってた人がいたかな」

「えぇ……どうなのそれ」

　倫理観を疑う本作戦の絵面は最高に悪いものの、その効果は強力で心強い。そもそも近づくこともできなくなったメイプルを残して、今度は作り直され体力も全回復した化物を連れて再度戦線を構築する。
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　メイプルが広げた闇の端では、まとまった数のプレイヤーが、ダメージを受けたモンスターをテイムしては連れてきて、闇の上に乗せていく作業をしていた。

　闇は少しすると乗せられたものをズブズブと地面に沈み込ませ、代わりにまさに化物といった生命体を輩出する。

「やばいことしてる気がするなあ……」

「こ、これが最適な使い方なんでね」

　この戦いに勝つためと自分を納得させつつ、彼らは得体の知れない闇によってあらゆるモンスターを作り替えてゆく。

　火属性や雷属性のモンスターが多い陣営であるため、ミィとベルベットの攻撃でもかろうじて生き残ったモンスターは多少なりともいた。様々なことに目を瞑つぶりさえすれば、それは全すべてメイプルのちょうどいい餌というわけだ。

「次持ってこい、次！」

【方舟】による回避は上手くいったものの、テイムしていなければ【方舟】の対象に入らないモンスターを完かん璧ぺきに守ることはできていない。そのため、傷ついたモンスターはいくらでもいるのだ。

「うおっ!?　や、やば……っ！」

「馬鹿、触んな！　離れろ！」

　メイプルの展開する泥のような闇は、時折、誤って触れるプレイヤーが出ると、それも問答無用で引き摺ずり込もうとする。素早く離れれば纏まとわりついた闇は次第に離れていくものの、末路を知っているだけに心臓に悪いことこの上ない。

「あくまで勝手に利用してるだけなんだからな！」

「最初にミスって飲み込まれたやつ、見てなかったのか!?」

「わ、わりぃ助かった……」

　泥状の闇の展開時に飲まれた者達は、分解され、化物として再構築され、現在はプレイヤーを襲っている。ダメージを無効にできようが関係ない。メイプルの闇は味方にのみ作用する即死効果のようなものであり、離れる以外、どのような手段をもってしても生まれ変わりは避けられないのだ。何なら敵の攻撃より危険な代物である。




　支援を受けて後方からモンスターを供給されることによって、化物を前方に吐き出し続けるメイプルはそのまま歩みを進める。

　敵陣営のモンスターと違い、【再誕の闇】というレアなスキルから生み出された化物達は強力だ。【暴虐】時のメイプルのように炎を撒まき散ちらし、プレイヤー、モンスター問わず引き裂き喰くらって進んでいく。

「足元に気をつけて進んでくださーい！」

　メイプルは周りに声をかける。生み出した化物の群れは強力だが、テイムしているわけではなく召喚したものであるため、そこまで細かい指示を出すことはできない。それでも、勝手に動くモンスター達と比べれば、こちらの都合のいいように動かせるのだ。

　こうして化物達により数を確保したことで、前線のプレイヤーに余裕が生まれ、徐々にこちらが押し込んでいく。
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　突如現れた化物の軍勢は敵陣後方からも視認できていた。

「何か変なの出てきてるけど……!?」

「ははっ、冗談きついな。ありゃ何だ？」

【一夜城】の上から前方を観察していたマルクスとシンからミィとミザリーに現状が伝えられる。

　マルクスは自分が作ったカメラを適切な方角に向けることで、ミィとミザリーに中のモニターで戦況を確認させていた。これならばメイプルの【身捧ささぐ慈愛】のように、自身を中心として周囲に影響を与えるスキルを使い、壁の内側から安全に戦場に関与できるからだ。

　マルクスのトラップにかかりながらも、化物の軍勢はその圧倒的な物量で波のように押し寄せる。

　混こん沌とんとした戦場。そこから一歩早く離脱し、空へ伸びる氷の階段から飛び降りてきた二つの影が、空中で重力に逆らって減速し、マルクスのすぐ隣に着地する。

「わっ!?」

「失礼するっすよ！」

「ミィさんは……？」

「……え、う、うん。中にいるよ」

「お、緊急の作戦会議か」

「はい」

「了解っす！」

　飛び込んできたベルベットとヒナタは、そのまま城内に駆け込んでいく。

　二人が中へ入ると、回復魔法を立て続けに行使するミザリーと、外へ出て行こうとするミィを見つけることができた。

「ミィ！　ちょっとまずい感じっす！」

「ああ、分かっている。メイプルの仕業らしい」

　どうやっているかは正確には分かっていないが、強力なモンスターを大量に呼び出すスキルによるものだとは理解できていた。

　話している中、続いて飛行機械に乗ったリリィとウィルバートが戻ってくる。

「ベルベットも。そうか、考えることは同じだったみたいだね」

「あの召喚されたモンスターの対処を考える必要がありそうです」

　ウィルバートはその索敵能力によって、ミィとベルベットによる殲せん滅めつ作戦が思ったような戦果に繫つながらなかったことを確認していた。

「敵陣営も相当な大技で返したようですが、クールタイムなどは分かりません。一瞬消失して、再出現したのを私の目で確認はしたのですが」

「ベルベットさんは放電しきってしまったので……電撃はしばらくは使えないんです」

　ミィのそれをも上回る攻撃範囲を誇る【雷神の槌トールハンマー】だが、何の代償もなく撃てるものではない。ベルベットから電撃がなくなれば、当然脅威度は一気に下がる。

「出てきたものの見た目がアレだからね。味方は少しパニックになっているようだった。落ち着ける余裕がないなら、ちょっと分が悪そうだ」

　ミザリーの回復があるとはいえ、使い捨てのモンスターと死ねば終わりのプレイヤーでは命の価値が違いすぎる。

　このまま戦えば戦うほど状況は悪くなるだろう。

「【黎れい明めい】も連続では撃てない。もちろん他の強力なスキルはあるが、相手も黙ってはいないだろう」

「そうですね。倒し切るだけの力がなければ、回復していても状況は悪くなってしまいます……」

【集う聖剣】と【楓かえでの木】を筆頭に、まだ余力を残しているプレイヤーは多い。

「他のギルドに足並みを揃えたい。撤退の判断が多いなら、こちらの攻撃をいなせるだけの準備が相手にあったことを受け入れて下がる他ない」

　ベルベットとミィの攻撃は、決まればこのイベントの勝敗すら決定づけるようなものであったのだ。それに上う手まく対処された今、攻守は交代したと言える。際限なく湧わき出す化物と戦うにはまず、何より人数が必要だ。その人手が集まらないなら、敵を足止めしつつも下がる必要がある。

「マルクス。ミザリーとシンを中心に退く準備をしておいてくれ。戦うにしても下がりつつの方がいい」

「分かった」

　味方全員がこの戦場にいるわけではない。王城に向けて退きながら戦えば、詰めきれなかった場合に援軍が先に来るミィ達が有利だ。

「リリィ、ヒナタ。力を借りたい」

「ああ」

「分かりました」

「ヒナタ、頼んだっすよ！」

「リリィ。よろしくお願いします」

　能力に制限がかかったベルベットと、一対一により特化したウィルバートは残して、三人は【一夜城】を出る。

　これは戦況により適したメンバーでの出撃であると同時に、上手くいかなかった際の被害軽減の意図もある。この不利な状況に全員で向かったなら、勝敗が決まってしまう可能性を否定はできない。敵陣営にはそれができるだけの爆発力があることを、ここにいる八人は理解しているのだ。

　最悪のケースを考えつつ、三人はイグニスの背に乗って空から戦場を見る。円形に黒く染まった地面から這はいずるように出てくる化物。そして、その後方で次々にその闇やみに放り込まれるモンスターを目にとめる。

　それを見れば、流石さすがに三人も召喚のカラクリ、そのおおよそを理解できた。

「なるほど！　ははは、そういう仕組みだったのか……」

「す、すごいですね……」

「となるとメイプルを倒さない限りアレ、を止めるのは難しいな」

　その見た目のインパクトもあり、戦意喪失気味なのか、陣形が崩れ退却しつつあるプレイヤーも見て取れる。

　それを見て、立て直すために全力を尽くすよりは撤退の判断を下す方がいいと三人は結論付けた。

「ヒナタ、いけるかい」

「はい、大丈夫です。あとは近づければ」

「攻撃は私達で防ぐ。心配しなくていい」

　ミィはイグニスに指示を出すと、そのまま化物の暴れ回る最前線へと急ぐのだった。




　ミィの向かう最前線。化物と人間のぶつかり合うその場所では、化物の軍勢がやや優勢であった。

「くそっ！　キリがないっ！」

「何とかならないの!?」

「こっちもやってるけどさ！」

　サイズ差から生まれるリーチの違い。死を許容しての攻撃が可能かどうかの違い。これらはプレイヤーにとって不利に働き、状況を徐々に悪くしていた。

「頑張れー！」

　これを引き起こした張本人であるメイプルはというと、這い回る化物達を後方で応援していた。

　それもそのはず。あまりにも数が多く、さらに体も大きい化物が目の前に大量に這い回っていては【機械神】や【古代兵器】の射線は通せず、【悪食】の射程内に倒すべき相手もいない。【捕食者】やシロップは出そうものなら即、生まれ変わってしまうし、【毒竜ヒドラ】でこれから進む先を毒沼に変えてしまうなどもってのほかだ。

　結果として眷けん属ぞくとでもいうような、自らが生み出した化物の群れを応援し指揮する以外に、メイプルにはできることがないのである。

　殺しても殺しても、波のように押し寄せる化物によって手前のプレイヤーから順に貪むさぼり食われていく。作戦通りこのまま押し切ろうとしたところで、メイプルは空を飛んでこちらに向かってくる不死鳥の姿を視認した。

「ミィ！　……【全武装展開】！　【攻撃開始】！」

　空には化物の攻撃は届かない。しかし、そこならメイプルの射線が通る。

　メイプルの銃撃に合わせ、周りからも次々に魔法が飛んでくる。ミィの適切な指示により、イグニスは弾幕の間を縫うように飛び、メイプル達との距離を詰める。

「【氷壁】！」

「【傀儡くぐつの城壁】！」

「っ！　二人もいるの!?」

　イグニスの素早い回避。回避しきれないと思われたその時、イグニスを守るように壁が展開される。見間違えようもない。それはヒナタとリリィによるものだ。

　弾幕を強行突破して近づくミィ。全すべてを焼く炎が降ってくるまで秒読みであるこの状況。

　撃ち落とすことを諦あきらめ、メイプルは防御のために障壁を展開する。

「【過剰氷結オーバーフリーズ】」

「ヒナタっ！」

　直後降り注いだのは炎ではなく、煙のように白く辺りを覆う冷気だった。多くのプレイヤーがミィに対応するため障壁を展開したこともあり、ヒナタのスキルを止めるための動作が遅れる。

　メイプルが銃口を向けるものの、それよりも早くより強烈な冷気がヒナタを中心に拡散する。

「【霜の国ニブルヘイム】……！」

「わっ!?　な、なにっ!?」

　パキンという高い音。直後、メイプルは体が全く動かないことに気づく。よく見ると透明度の高い氷が全員を包むように辺り一帯を覆っており、呼び出した化物も、そこにいるプレイヤーも、全てがその動きを停止させていた。

　ベルベットの雷撃にも負けない、超広範囲の凍結。ダメージは与えられないものの、その対価として与えられた強烈な行動阻害は、文字通り進軍を停止させた。

　完全に動けなくなったメイプルにイグニスの上からヒナタが声をかける。

「動けないはずです。すみません。その……あまり暴れられると困ってしまいますから」

「うぅ……こんなことできたなんて。むー、ヒナタすごいね！」

「メイプルさんもだと思いますけど……」

　今は氷漬けになって大人しくしている化物を見つつ、ヒナタはペコっと頭を下げた。それを別れの挨あい拶さつとしてイグニスが高度を上げて退いていく。

　イグニスに合わせて、これ幸いと多くのプレイヤーが本格的な撤退を始める。いつまた化物が氷から解き放たれるかも分からないのだ。

「ミィさん。急いで下がってください。余裕があるようには見せましたけど……私のもベルベットの【過剰蓄電オーバーチヤージ】と同じですから……足止めはできますけど、氷の内側にはダメージを通せないので……」

「ああ、やはり他の皆も撤退している。足並みを揃えるとしよう」

「ダメージも与えられないとは中々難しいね。ただ、確かに足止めには最適だ」

　ここまでの大技。当然連打はできず、さらにベルベット同様、冷気を操るスキル群が使えなくなる強烈なデメリットがある。これでしばらく【thunder storm】の二人はそれぞれ、再び本領を発揮するための休息が必要となる。

「リリィさんもありがとうございます。十分奥まで来ないと味方も凍らせてしまうので」

「ミィの騎乗が上手かったからさ。私はちょっと壁を出したくらいだよ」

「急ぐぞ。氷はいずれ解けるが、化物は消えない。そのまま進撃してくるだろうからな」

　迎撃の準備を素早く整える必要があると言うミィに同意見の二人も頷うなずき、三人は【一夜城】方面へ戻っていくのだった。




　しばらくして、ヒナタが生み出した氷は高い音と共に砕け散り、全員が氷の檻おりから解放される。

「っとと！　とりあえず、皆はモンスターの相手してて！」

　氷の壁がなくなり、それによって隔たれていた敵モンスターが向かってくる。メイプルはまずはそれの対処だと皆に指示を出す。皆とは勿もち論ろん足下から出てくる異形の化物達のことだ。

　モンスターの相手はモンスターに。こちら側にも勝手に戦ってくれる野の良らモンスターがいるため、化物の分だけ自軍が勝手に押し込んでいく。

　迂う闊かつに動いて足下の闇に味方プレイヤーを沈めるわけにはいかないため、メイプルはその場に止まって、端の方で弱ったモンスターを連れてきては生まれ変わらせているプレイヤーを眺めていた。

　すると、その奥から闇に触れないように、するすると体軀をくねらせ、白蛇すなわちハクが頭に【楓の木】の面々を乗せて近づいてくる。

「みんなー！　大丈夫だったー？」

「おう。結構危なかったけどな」

「メイプルちゃんのそのスキルのお陰で、向こうが下がってくれたのよ」

　得体が知れない上に起こす現象の規模も凄すさまじい【再誕の闇】を見て、戦闘を中断し退却を選択したリリィ達の判断は正しかっただろう。

「サリーも上う手まくいったんだね！」

「うん。【方はこ舟ぶね】ありがとう。お陰で回避できた」

　サリーは【虚実反転】によって【方舟】をコピーし、メイプル同様味方を連れて転移して最前線の被害を軽減したのだ。

　サリーの高い【ＡＧＩ】と空中をも走ることができる能力によって、作戦は成功したと言える。

「私達も後ろの人達、手伝ってくるね。流石に【方舟】の範囲が届かなかった人はやられちゃったけど【集う聖剣】も主力は残ってるし、リスクは覚悟で追撃したいって」

「分かった！　じゃあここでもうちょっと待ってるね！」

　敵は撤退した。ならばここで戦線をできるだけ拡大すべきだ。

　サリーを中心に生き残ったプレイヤー達に声をかけて、野良のモンスターを片っ端からテイムし、メイプルの展開する闇に放り込んでいく。

　こうして強大になる化物の軍勢を従え、メイプルは敵陣に向けて破滅の足音を鳴らすのだった。
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　今回は時間加速下でのイベントのため、脱落したプレイヤーは用意された脱落者専用の観戦フィールドにて観戦が可能になっている。

　飽きたり満足したりすれば、いつでも退出して加速下にない通常のフィールドに戻ることを選ぶこともできる。大型モニターにて戦場のあちこちが映し出されており、発生した戦闘はどれも余さず見ることができた。

　これは貴重な情報収集の機会でもある。自分を倒したプレイヤーのスキルがどんなものだったか、確認することができれば、次回の対人戦のためになるのだ。

　ただ、もちろんそういった理由はあるものの、終わってすぐ今回の感想を共有したいプレイヤー達によって、観戦フィールドはがやがやと賑にぎわっていた。

　そんな中、一気に多くのプレイヤーがこのエリアへと転移してくる。それは、それだけあちこちで激しい戦闘が起こっているということの証明だ。

「おおー！　結構両軍とも死んだなあ」

「モンスターに合わせて攻められると困るからな。止めに行ったらデカイ戦闘になった」

「見てたぞ。流石に主戦場はすごいことになってたな！　いや……それで言うと今もなってるんだが」

　イベントフィールド中央。この男が言うところの主戦場は、大きなモニターに今も映し出されており、そこでは画面を埋め尽くすように黒い化物が地面から次々に湧わき出してきている。

　それも対価として何かを生いけ贄にえに捧ささげることで。

「わあ……祭壇」

「あれが人の所業か？」

「違うんじゃない？」

「俺、あれに喰くわれたんだよなあ」

「ああー、化物強そうだもんな」

「いや、祭壇に捧げられた側なんだけど……」

「ええ……？」

　味方を犠牲にする。

　そんなスキルに使い所はあるのかと疑問に思いつつ、今目の前で猛威を振るう様子を見ると、やはりアレはちゃんと強いのだろうと思い直す。

「メイプルなら召喚系スキルもいくつか持ってるしな。最悪、それを喰わせればいつでも使えるんだろうが」

「九層には今回のイベント向きのスキルがいくつかあったみたいだし、あれもイベントで輝くスキルの一つだったんじゃないかなあ」

「ここで見てたから分かったけど、メイプルとサリーが同じスキル持ってたな。水溢あふれさせて転移するやつ」

「それかあ……ミィの炎が後ろから来て、決まったと思って油断して斬り返されて死んだんだよな。はー、しくじった……」

「こそっとメイプルの翼増えてたしな。ペインは魔法使い並みに光飛ばして攻撃してるし」

「やっぱ広範囲攻撃あるといいよなあ。イベント終わったら探すかあ」

　近接武器でも、遠くに攻撃できる手段を持っておけばこういう場面で輝ける。ペインに限らず、【楓かえでの木】もマイやユイがこのイベントでそれを証明している。

「あとは味方勝ってくれー！　頼む、メダルが欲しい！」

　負けた側もメダルはもらえるが、勝った方がもらえる量は多くなる。どちらの陣営も勝ちを願いながら、戦いの続くイベントフィールドを見守るのだった。








六章　防御特化と脱落者。









　時間の経過と共にモンスターの敵陣侵攻タイムも終わり、凶暴化していたモンスター達は消滅して元の場所で再出現し、フィールドには元通りの平穏が返ってきた。

　いや、これには少し語弊がある。

　メイプル達の周りには、消滅する前に放り込めるだけ闇の中に放り込まれたモンスターの成れの果て……化物の群れが主の指示を待って、うろうろと歩き回っていた。

「よしっ、これはもう大丈夫！」

　メイプルは足下から広がっていた【再誕の闇】を消滅させる。中に入れるものがなければ、展開していても味方にとって邪魔になるだけだからだ。

【再誕の闇】を解除するのを合図にして、全員が敵陣王城に向けて進み出す。

　その先陣を切るのは全員の反復作業で作り上げた化物達だ。死んでも構わず、強力なこの兵は使い捨てにしても問題ない。その巨体は壁となり身をもって飛んでくる魔法を防いでくれるだろう。

「メイプルー！　乗って！」

「うん！」

　ハクの頭の上からサリーが声をかける。メイプルが進軍についていくには移動手段が必要だ。

「このまま勝負を決めるつもりで行くよ」

「うんっ！　そのために皆で準備したもんね！」

　眼下を駆け回る化物の活躍を期待しつつ、メイプルは敵陣へ向かっていく。

「また凍らされちゃうかな？」

「流石さすがにあれだけのスキルなら、クールタイムは相当長いと思う。私達も準備に結構時間かかったから、まだ使えないとは言い切れないけど」

　全員の動きを止められる規格外の効果範囲。あれなら一日に一度しか使えないレベルの大技だとしても何ら不思議でない。

「相手の策を上回ったとはいえ、撤退させることができたのはメイプルの得体のしれなさによるところが大きいだろう」

「戦えなくなるほどリソース吐いたわけじゃなさそうだもんな。気をつけないと」

　王城前ともなればと敵もいよいよ撤退は選択肢になく、何としても侵攻を食い止めにくるのは間違いない。

　そして、敵の統率が乱れたのと同じように、その可能性はこちらにも存在する。想定外の事象が起こり、戦況が悪くなった時。退くか進むか、その意思を完かん璧ぺきに統一するのは困難だ。

「何ごともなく僕達が思っている通り進めば、それが一番だけどね」

「でも、そうはいかないでしょうね」

「私達も少しでも……」

「【集う聖剣】の皆さんのサポートもしながら、頑張りたいです！」

　この侵攻を勝利に繫つなげるために。近づくものは貪むさぼり喰くらって、裂いて踏みつけて。メイプル達はまるで魔王の軍勢かのように国を一つ落としに行くのだった。




　一方その頃ころ。ミィ達もまた必ず迫り来るであろうメイプル達に対抗するため、時間も限られている中、準備を進めていた。

「ベルベット、ヒナタ。まだかかるか」

「急いでるっす！」

「何とか間に合わせます……」

　ベルベットの雷とヒナタの氷は勝つためには必ひつ須すの力だ。先程の戦闘で二人はそれらのスキルが使えない状態となっているため、再使用を可能とするべく急いでモンスターを倒しているのである。

「次だ。ほら、呼んできたとも」

　リリィの召喚した機械兵が辺りのモンスターに【挑発】効果を与えることで、周りには次々にモンスターがやって来る。

「頑張って欲しいね。策はあるが、まず二人が万全でなければ話は始まらないからさ」

【thunder storm】の二人が集団戦で担う役割はそれだけ大きなもの、かつ替えの利かないものであるということだ。

　ベルベットとヒナタもそれを理解しているため、こうして急いでいるのである。

　ただ、急いでいるとはいえ、先の勢いのまま攻め込まれれば間に合わない可能性もある。そんな時のために、【炎帝ノ国】の面々は倒されることも覚悟の上で、王城よりも手前に【一夜城】を中心として陣取って待ち構えていた。

「ははっ、ったく……守るしかないことが多くて大変だな！」

「仕方ないよ。僕達そもそも攻めるのが得意なタイプじゃないし……ミィはちょっと別だけど」

「何とか頑張りましょう。できることなら、全員生き残りたいところですね」

「ま、つまりアイツらに間に合ってもらわなきゃってことだな。悪いな、ウィルバート！　ここが死に場所になるかもしれないけど」

「皆さんがいれば、そうはならないと信じていますよ。リリィがいないので出力は随分落ちてしまいますが、私がいるだけでも牽けん制せいにはなるはずです」

　ウィルバートの索敵・狙撃能力は、このイベント中に脅威度の高いものとして再認識されている。相手側もメイプルを擁していようと、ウィルバートがそこにいると分かれば慎重にならざるをえないだろう。

「よし、マルクス最終確認だ。トラップの準備は問題ないな？」

「うん。ちゃんと残ってるよ。いつでも大丈夫」

「ミザリー、スキルのクールタイムは？」

「問題ありません」

「オーケー！　もしもの時はまず俺が犠牲になるからな。二人の能力は貴重だ、相手も狙ねらって来る」

　そう話すシンの持つ単純にダメージを与えるスキルとは違い、ミザリーの広範囲回復とマルクスのトラップは代替できるスキルが少ない。つまりこれもまた戦略の核となるもので、そう簡単に失う訳にはいかないのだ。

「……どうやら敵が来たようです。気を引き締めましょう」

　いち早く敵の接近を察知したウィルバートに次いで、マルクスも設置したカメラで状況を把握する。

　そこに映っていたのは横一列に並ぶ黒。波のようになって押し寄せて来る化物達の姿だった。

「うわ」

「おお……ええ？　マジで増えたな」

　いくらなんでも想定以上の増え方に絶句しているマルクスだが、逃げてもどこかで戦うことになるのだからと仕方なく前を向く。

「ミィには改めてこちらから、なるべく急いでもらえるよう連絡しました。回復は任せてください」

「ああ頼む。んじゃあウィルバート、行くか！」

「はい。そうしましょう」

　シンは【崩剣】を発動するとそのうち一本の上に乗り、ウィルバートの周りに護衛用に複数の剣を浮かべる。

「なんか飛んできたらなるべく弾くからな。こっちで削れるだけ削る。とどめは頼んだぜ！」

「ええ、一体でも多く倒しましょう」

　こうしてウィルバートは【一夜城】の上で弓を構え、シンは射程内に化物を収められるように飛ひ翔しようする剣に乗り前方へと飛んでいった。




　シン達がメイプル達を視認可能な距離。それはすなわち、メイプル達もまたシン達を視認可能な距離ということでもあった。

「メイプル！　シンが来るよ！」

「ハクは予定通りこのままにする！　メイプル、構わない！」

「マイ、ユイ！　守りは任せろ、やってくれ！」

「【天王の玉座】！　【救済の残光】！　【全武装展開】！」

　カスミとサリーの言葉を受けて、メイプルはスキルを発動する。シロップの背中に玉座を乗せるようにハクの頭に玉座を設置すると、そこに座ってダメージカットのフィールドと大量の兵器を展開する。

　頭を持ち上げたハクの上。高度を上げ射線が通せるこの位置なら、メイプルの射撃を遮るものは何もない。

「【糸使い】！」

　サリーは全員の足を糸で固定する。回避は難しくなるが、それでもこの作戦にはその価値がある。

「【崩剣】！　ウェン【風神】！」

「【攻撃開始】！」

「ハク、行くぞ！」

　化物諸共、狙いやすい【楓かえでの木】にも飛んでくる剣と風の刃。カスミはそれを見て、ハクに指示を出す。

　サリーの糸が体を固定していることをいいことに、ハクは素早く体をくねらせ、頭の位置を変え、その攻撃を回避する。

「「【投とう擲てき】！」」

「なるほど……っ！　とんでもねえ移動砲台だ！」

　シンは理にかなったその攻撃に感嘆する。

　放たれる鉄球と、続く銃撃。ハクの巨体を活いかしてどこからでも射線を通せる柔軟性。狙われようともシロップのそれを遥はるかに上回る機動力による回避。そもそも近接攻撃ではまともに届かないその高さ。

　あれを機能停止させるには台座の役割を持つハクを倒すのがベストだが、巨体相応のＨＰに【硬質化】による防御まで持つアレを倒すのも一筋縄ではいかない。

「くぅ、ありゃ諦あきらめるしかねえか！　ウィルバート！　頼む！」

　当初の予定通り、化物の対応も必要だ。排除しやすい脅威から順に対処することにしたシンは、回避に意識を割きつつも化物や魔法使いの攻撃が届かないように【崩剣】の上を飛び回って、上から化物の体を切り裂いていく。

「【引き絞り】【ロングレンジ】【範囲拡大】……それだけ壁になっていれば見にくくもあるでしょう！　【滅殺の矢】！」

　ウィルバートの矢が赤黒い光を纏まとい、同色のエフェクトの尾を引いて高速で飛んでいく。

　直線上にある全すべてを貫き飛翔する超高威力の矢は、貫いた化物を一撃で消滅させ、そのまま後方のプレイヤーをも薙なぎ倒たおしていく。

　数で有利なはずのメイプル達に一撃で相当な被害を与えたものの、それだけでは侵攻は止まらない。メイプル達も敵が強いのは分かっている。ペインの指揮の下、犠牲が出るのは覚悟の上、このまま勝つ気で来ているのだ。

「マルクスさん！　トラップの起動を！　もうすぐ味方が接敵します！」

「【トラップ起動】！」

　トラップには敵が踏み入る以外で発動するものもある。マルクスのスキルに合わせて、効果範囲内にある一部トラップが起動し、地面が盛り上がり、ハクの高さにも迫る岩や木の柱が次々に生成され、化物達の動きを阻害する。

「【トリックショット】【矢の雨】！」

「【崩剣】！」

　着弾と同時に勢いを失わず敵の間を跳ね回る矢と、上空からの矢と剣の雨が、足を止めた化物の数を減らしていく。それでも、化物達は柱を壊し、その間を抜けて、一人また一人と距離を取り損ねたプレイヤーを、舞う砂煙の向こうに飲み込んでいく。

「【癒いやしの光】！【回復の泉】！」

　ミザリーも前線にいるだけで回復するフィールドを展開し、持ちうる回復スキルを順に使用して可能な限りプレイヤー達のＨＰを高く保つ。攻めるのが得意でない分、守りは強いのだ。

　そうして粘り強く戦う中、地面を強烈な光の奔流が駆け抜ける。

「【断罪ノ聖剣】！」

「【旋風連斬】！」

「【多重炎弾】！」

「【土波】！」

　化物の攻撃支援を受けて、ペイン達がプレイヤーを薙ぎ倒す。

　ミザリーの回復が強力であれど、それが追いつかないほどの重い一撃によるバーストダメージは耐久戦略を許さない。

「メイプル、ここは任せる！」

「サリー！　ペインさんの方？」

「いや、ここがチャンスだから……私はシンの方に行く！　だから、イズさんとカナデも地面に攻撃を続けてくれて大丈夫！」

「オッケー、予定通り魔導書はできるだけ残すよ」

「気をつけてね」

　無差別攻撃となる爆弾などはサリーも巻き込まれうる。一撃死する可能性があるのはサリーくらいなため、サリーがいないなら引き続き攻撃が可能なのだ。

　サリーは糸を伸ばして、マルクスの生成した柱を利用し、シンの方へ向かう。

「おお！　やる気か!?　俺はお前とは相性がいいと踏んでるぜ！」

「そうですね。ですけどこっちも好き勝手させるわけにはいきません！」

　サリーはシンとウィルバートの合わせ技によって、化物が思った以上に倒されていることを認識していた。

　それを止め、かつ上からの火力支援をメイプル、マイ、ユイの三人にできれば、【集う聖剣】も一気に押し込みやすくなる。

　そのために、自分がその首を狙ねらいに行く必要があったのだ。

「嫌な手をとってくれるな！　だけど、これは俺にとってもチャンスだろ？」

　シンは地面に向けていた剣の多くを自分の元に戻して、サリーの対処に当たる。シンとしても、ここでサリーは倒したい。それは相手の戦力を大きく削ることに繫つながるからだ。

「【水の道】【水纏】！」

「やるな！」

　生成した水の中を泳いで素早く柱から柱へ移動するサリー。

　それを見たシンは足場にしている剣を操作し、なるべく距離を保ちながらウェンの風の刃に合わせて攻撃する。

　サリーの武器は二本のダガーだ。魔法も使えるが、特別得意というわけではない。きっちり距離を取って戦えば、そうそう倒されはしないだろう。

「つっても当たらないもんだな！」

「こっちはその剣を引き受けるだけでも十分ですから！」

【崩剣】の攻撃が緩んだことで一瞬隙すき間まができればそれで十分だ。シンが安全なだけの距離をとるということは、隣にいるウェンの風の刃の着弾が遅れるということでもある。

　それでも普通なら【崩剣】によるオールレンジ攻撃は到底避けられるものではないのだが、サリーの異常な回避能力ならば、接近時より薄くなった弾幕の隙を的確に突つくことができるのだ。

「実際……下の化物がまずいんでね。倒しに行くぜ！　ウェン【彼方への風】【旋風】！」

　ウェンのスキルで範囲が拡大され巨大になった渦を巻く風が、連続してサリーに襲いかかる。

　さらに続く風の刃と【崩剣】で逃げ場を塞ふさいでいく。

「【超加速】【跳躍】！」

　サリーは完全に囲まれてしまう前に、スキルによって一気に飛び上がった。

「朧おぼろ、【火童子】！」

　素早い回避行動で迫り来る暴風を回避したサリーは、そのまま空中に足場を作りシンに迫る。

「させねえ！」

「朧、【神隠し】！」

　シンが自分の周りに残してあった剣をショットガンのように前方へ放ち、接近を拒否するのに対し、サリーは朧のスキルで攻撃をすり抜けて無効化する。

　あともう一歩。貴重な攻撃の機会。

　そんな中、それでもサリーは冷静に視界の端に赤いエフェクトを捉とらえた。

「っ！　【氷柱】！」

「流石さすが……！　やるなあ！」

　シンが引き込んで射線が通ったその一瞬。下から飛んできたウィルバートの必殺の矢を、サリーは氷の柱で防御する。

　どこまでも隙のない動きに驚きつつも、シンは盾を構えながら剣を引き戻す。

　ここを凌しのげば、引き戻した剣で攻撃に転じることができる。さあ、どんな攻撃でも来てみろと、正面のサリーを見つめるその一瞬。

　続くサリーのスキル宣言にシンは目を見開いた。

「【始マリノ太た刀ち・虚うつろ】」

　サリーの髪は白く、その目は緋ひ色いろに染まっていく。

　見間違えも聞き間違えもするはずがない。それは以前カスミがシンを倒したスキルそのものだ。罠わなか、それとも本物なのか。結論は出ないまま、サリーの姿が消失する。

「ウェン、後ろだ！」

　一連の変化に続くサリーの消失。これを根拠に、シンはサリーが何らかの方法で【始マリノ太刀・虚】を使用したと判断し、背後に暴風を吹き荒れさせる。カスミと違ってサリーのＨＰは低い。風の刃が掠かすめるだけで十分だ。

「シンさんなら反応する。せざるを得ないと思っていました」

「なっ……！」

　それは正面。空間が揺らいで、ほんの一歩手前にダガーを振りかぶるサリーが現出する。

　直撃は避けられない。一対一でこの距離まで踏み込んできたのだ。これは間違いなく自分のＨＰを消し飛ばすだけの火力を出してくるだろうと、シンは直感する。ただ、【炎帝ノ国】にはミザリーの【リザレクト】がある。

　即時復活して反撃。接近した分、次の攻撃はサリーにとって回避困難なはずだ。

　素早い思考。そうして受け止める覚悟をしたところで、地上から凄すさまじい速度で空へ昇る強烈な光がシンの視界に飛び込んでくる。

「……！」

　シンはサリーと目が合い、そして即座にその意図を理解した。

　サリーは暗にこう言っているのだ。今、【リザレクト】をシンに使うなら、少し遅らせたペインの超広範囲攻撃で残る全軍を薙ぎ払うと。タイムラグがあるならば、どちらかしか救えない。

　シンは自分の想像以上に丁寧に練られていた戦略に搦め捕られたことを理解すると、大きな声で叫んだ。

「ミザリー！　俺は捨てて構わない！」

「……それなら！」

　サリーは躊ちゆう躇ちよなく踏み込むと、シンの構えた盾にガードされないよう素早く急所を斬り裂いた。

　斬り裂かれた場所で水と炎が弾け、【剣ノ舞】のダメージ増加がそのＨＰを吹き飛ばす。

「あー。やられたなあ……！」

　強くなっていたのは当然メイプルだけではなかったというわけだ。サリーの攻撃のトリックを解明できなかったことを悔しそうにしつつ、シンは消滅していく。

「はー、後は頼んだぜ！」

　シンが光となって消えていくその最後の瞬間に見たのは地面を駆け抜ける強烈な光の奔流と、見覚えのある蘇そ生せいエフェクトだった。




　全すべてを破壊するペインの光が吹き抜けた後。優しい光が辺りを包み込み、消失寸前のプレイヤーが何とかその場に踏み止まる。

「マルクス、トラップはどうですか！」

「うぅ、ペインのせいで起動中のはほとんど吹き飛んだよ……」

　シンの判断がよかったこともあり戦線が崩壊するほどの被害は出ていないが、ペインの攻撃で化物の邪魔をしていた柱が砕け、雪崩れ込んでくる数が増加している。ウィルバートも数を減らしてくれてはいるが、シンがいなくなったことでペースが落ちていた。前衛のプレイヤーが化物を止めきれなくなった時は、後衛プレイヤー共々、皆餌になるだろう。

　つまるところ、このままではジリ貧というわけだ。

「ウィルバート、なんとかならない……？　こっちは時間稼ぎしかできなそうだよ」

　マルクスは残るトラップで水流や突風を発生させ、敵の進行を食い止める。

「すみません……！　一対多はリリィの領分なもので」

　やれることはやると、ウィルバートはひたすら矢を放つ。化物を減らしつつ、少しでも位置取りを間違えたプレイヤーがいればその心臓を貫いて消滅させることで、メイプル達敵軍の進みを遅らせることはできている。

　しかしそれでも、止まりはしない。ゆっくりと、化物の波は回復が追いつかなかったものから順に、無慈悲に飲み込んでいくのだ。




　敵からすれば恐ろしくとも、味方からすれば頼もしい味方だ。

　シンがいなくなった今、化物と上空からのマイユイメイプルの強力な支援砲撃は、【集う聖剣】を中心とした地上を行く部隊を一方的に有利にしている。

「ペインさん！」

「降りてきたか」

「あー、サリー！　上う手まくいってたねー。さっすがー」

「勝算あったからね。何回も通用する方法じゃないけど、このイベントなら一回上手くやればそれでいいでしょ？」

「そーだねー」

「ああ、お陰でやりやすくなったぜ！　ウィルバートは相変わらずだけどな！」

　化物を肉壁にしてウィルバートの矢を防ぎつつ、敵のプレイヤーを確実に倒していく。

　蔦つたに炎に氷に風。トラップの妨害の向こうに、いよいよ本拠地である【一夜城】が見えてくる。

　あともう少し。勝利が近づくそんなタイミング。

　シャドウを中心に攻撃していたドレッド、そして続いてサリーが、エフェクトに紛れて一瞬光った空をバッと見上げた。それは嫌な予感、虫の知らせとでもいうようなもの。

　ただ、その感覚は二人にとって十分信用に足るものだ。

　直後。空が輝き、大量の落雷が辺りに降り注ぐ。

「ベルベット……！」

「シャドウ、【影世界】！」

　最速で感知したことにより、ドレッドは範囲内にいたプレイヤーを影の中に潜り込ませて落雷から逃れ、化物の群れに紛れる。メイプルもベルベットの参戦に気付き、化物達を集めて積み重ならせ上からの攻撃を受け止める。

「ノーツ【ソナー】！　……と、飛び降りてきてる!?」

　凄まじい勢いで迫る存在を感知したフレデリカは、急いで杖つえを構える。

「ヒナタがいるはず！　減速できる！」

「その通りっす！」

　サリー以上の自由度で空中を駆けるヒナタを連れたベルベットは、地面に激突する直前で急に方向を変えて五人に向かって突っ込んでくる。

「ヒナタ！　頼むっす！」

「【隔絶領域】！」

　ヒナタの周りに紫のオーラが溢あふれ出し、辺りに一気に拡散する。

「……！」

「お、押し出されてるー!?」

　ドーム状に広がる紫色の光。ヒナタの重力制御によって周りの存在が、ドレッドとドラグを残し次々に外へ押し出されていく。【隔絶領域】の名の通り。重力を捻ねじ曲げて作ったドームは外側からの干渉を跳ね返し、逆に内側からも外に干渉できなくなっている。

　ドレッドは紫の壁に手を伸ばして魔法を放ち、内側に弾き返されるのを確認してベルベットの方を見た。

「なるほど。同数でのデスマッチか……」

「そうっす！　理解が早いっすね！」

「ドラグ、やるしかねーな」

「おう、上等だ！　なぁに、この空間、空からの雷も止めてんだ！　やってやれねえことはねえ！」

「ああ」

　対たい峙じするのはこれで三度目。フレデリカやペイン、サリーが弾き出され、脱出できないこの領域内に二人が残されたということは、ベルベットとヒナタが二度の戦闘を踏まえた上で、ドレッドとドラグを戦う相手として選んだということだ。

　それはつまり、二人に勝つことができると言っているようなものである。

「そう簡単に勝てると思うなよ」

「当然っす！　全力で行くっすよ！」

　雷の雨は重力の壁に遮られているが、電撃が使えないわけではない。ベルベットは両の拳こぶしを握り締め、激しく雷を散らせると一気に駆け出した。

「【グランドアーマー】【石の肌】！」

　ベルベットに合わせて、ドラグが岩の鎧よろいを纏まとい防御力を上げて突進する。

　横よこ薙なぎに振るった大斧おのに対し、体勢を低くして下をすり抜けようとしたところで、ドレッドが距離を詰める。

「……！」

「【紫電】！」

　短剣を振るうドレッドだが、ベルベットは駆け出した勢いを完全に殺してスライドするように右へ避けると、電撃を放ちドレッドを遠ざける。

「【重力制御】か……自在なもんだな」

　地面から僅わずかに浮いていたベルベットは再び地に足をつけて構える。重力を操作することで本来不可能な動きが可能になっているようだ。

　その様子を見てドラグはドレッドに小声で話しかける。

「機動力に差があり過ぎるぜ。俺の攻撃は当てづれえ。が、避けさせることはできる」

「ああ、最後は俺が詰めに行く。シャドウ、【影の群れ】！」

　ドレッドは影の狼おおかみを呼び出すと、ベルベットにけしかける。

「【轟ごう雷らい】！」

　雷の雨の代わりとばかりにベルベットは柱状の電撃を発生させ、狼達を焼いていく。

「【重突進】！　【土波】！」

　その電撃を突き抜けてドラグが一気に距離を詰め、波打つ地面を爆はぜさせる。

「【氷壁】！　【凍いてつく大地】！」

「そりゃ効かねえぜ！」

　地面を氷が走るが、発動時に接地していなければ問題ないのは既に知っていることだ。

　ドラグは一瞬ジャンプし綺き麗れいに効果範囲から外れると、その勢いのまま氷の壁を叩たたき壊こわす。

「【エレキアクセル】！　【重双撃】！」

　ドラグは加速したベルベットの拳をその身で受けると、ダメージを受けながらもその手を摑つかむ。リーチの短さ。それが拳を武器とするプレイヤーの最大の弱点だ。

「捕まえたぜ！　【グランドランス】！」

「【極光】！」

　ドラグからは岩の槍やりが、ベルベットからは特大の雷光がそれぞれにダメージを与える。

　そして雷光が収まったその瞬間、ドレッドが一気に距離を詰める。

「【コキュートス】！」

「シャドウ、【影潜り】！」

　行動阻害は潜って回避する。地面の中まではヒナタの冷気も届かない。

「ベルベットさん！」

「【放電】！」

「ぐっ、流石さすがにいってえな……っ!?」

　ドラグは大きなダメージを受けながらもその手を離すつもりはない。そうして眩まぶしいほどの雷光がダメージを与えるものの、生粋の前衛であるドラグはまだ倒れない。

　強い光に目を細める中、ドラグは摑んだベルベットの手が青く光を放っていることに気づく。それは電撃のものとは違う、オーラとでも言うべきもののような。

　直後、強まった力によって一瞬で摑んだ手が振り払われ、重い拳が突き刺さった。

「ぐっ!?　おい、ドレッド！　やべえ！」

「……！」

　宙にまだ残る電撃の光を突き破り、青いオーラの尾を引いてベルベットが数段速くなった突進で、逆にドレッドに迫る。

「何をした……!?」

「奥の手は一つじゃないっすよ！」

「【トップスピード】【超加速】！」

　高速の拳にドレッドが何とか短剣を合わせるが、一撃毎に重く、速くなるその攻撃に次第に二重の加速をかけているはずのドレッドが遅れ出す。

「【思考凍結】！」

「チッ、封印……か！」

　効果時間は長くないものの、ヒナタのスキル封印がドレッドの【神速】によるさらなる加速を封じ込める。その一瞬は致命的で、遂にベルベットの拳は突き刺さり、ドレッドのＨＰを吹き飛ばす。

「【突進】！」

「ベルベットさん後ろ！」

　背後からドラグもまた一瞬で距離を詰める。その斧も一撃必殺の威力であり、ベルベットはそれを避けつつ、ここでドラグにとどめを刺しに行く。

「流石に追いつけねえ、な」

　スピード特化のプレイヤーを上回る今のベルベットは、素早くドラグの斧を避けてカウンターを叩き込む。

　それでも消滅する間際、ドラグはドレッドとアイコンタクトを取っていた。

　ドラグの斧を避け、カウンターを入れる。ベルベットのその動作のうちに真後ろにつけたドレッドが、その背に向け短剣を突き出す。

「……!?」

　それは異様な回避。まるで高跳びでもするかのように短剣を超えて、ベルベットは空中で逆立ちになる。重力を完全に無視した、あると想定していても完かん璧ぺきに予想できはしない挙動。そのまま体を捻ひねり、ベルベットはドレッドの肩に向かって足を振り下ろす。

「ま、手紙は返せたか……」

「……？　すっごく、楽しかったっすよ！」

　青い軌跡を残して、振り抜かれた右足はドレッドの肩に直撃し、スキルにより耐えて残っていたＨＰを吹き飛ばした。

　ベルベットの纏うオーラが消えるのと共に、四人を包み込んでいた紫のドームも消失する。

「うぇっ!?　負けたんだけどー!?」

「サリー」

「はい」

　ペインの短い呼びかけに応こたえて、二人は地面を蹴けって加速しベルベットに迫る。

「【重力の檻おり】【氷柱】！」

　強まる重力がその速度を削そぎ、一瞬の隙に目の前に太い氷の柱が生み出され二人の行く手を阻む。

　二人が回り込んだ直後、地面が揺れ氷の柱の向こう、そして遠く離れたいくつかの場所に太い光の柱が発生する。それはベルベットの雷光とはまた違ったもののようだった。








七章　防御特化と大博打。









「これは……」

【氷柱】の壁を迂う回かいした二人が見たのは、地面に広がる発光する巨大な魔法陣と、そこから次々に湧き出て来る命なき兵士だった。

「大量召喚ならこちらも負けていないさ」

「遅いよリリィ……いつトラップを使おうかと」

「すまないね」

【一夜城】の上にはイグニスが降り立ち、ミィも炎を溢れさせる。

「【全軍出撃】！」

「【全トラップ起動】！」

　事前に設置しておいた場所に、光の柱と共に巨大な魔法陣が展開され大量の兵士が発生する。

　合わせて設置されていたトラップが、距離にかかわらず全すべて起動し状況を一変させる。

　戦場は何もここだけではない。マルクスとリリィの入念な準備により、ここ以外の戦場のパワーバランスは崩壊した。

「ベルベットも上う手まくやったようだ。ここから反撃といくぞ！」

　炎を巻き上げて、ミィが全員の士気を上げる。多くのプレイヤーの思惑が交錯する中、状況は目まぐるしく変化する。今度はメイプル達が被害を抑えるための重要な分岐点に立たされた。

「ペインさん！　多分さっきの光……！」

「ああ、こちらも戦力を分散させるしかない。【thunder storm】の姿も消えた今、他の戦場が危ない」

「こっちで向かわせます。メイプルは残して」

　メイプルは化物達の指揮官だ。ここを離れれば作戦が成り立たなくなる。

「あの兵士がどれくらい強いかかなー」

　フレデリカが品定めするように生み出された兵士を見る中、サリーは素早く【楓かえでの木】に作戦を伝える。すると後方からの支援砲撃は止やんで、その背に四枚の白い翼を伸ばすメイプルが隣に落下してきた。

「早いね、メイプル」

「うん！　ドレッドさん達は……」

「二人は捕まっちゃったんだよねー。残念だけどここまでー」

「大きなミスはなかった。それだけ敵が強いということだ」

　メイプル達は正面にいる【炎帝ノ国】の三人と【ラピッドファイア】の二人を見据え、それぞれの武器を構える。

　集まったプレイヤーとプレイヤー。メイプルの化物と兵士がぶつかり合う中、それでも【一夜城】の正面を四人が進む。

　他のプレイヤーは味方も敵も中央を避けて戦闘を繰り返す。理由は簡単だ。

「【光輝ノ聖剣】！」

「【殺さつ戮りくの豪炎】！」

　こんなところにいてはいくらでも巻き込まれて、命がいくつあっても足りないからである。

　貫通攻撃に狙ねらわれないよう、メイプルは【身捧ささぐ慈愛】は使わずに兵器での攻撃と、化物の指揮に集中する。

「サリー！　当たらないでよー？　【多重炎弾】！　ノーツ、【輪唱】！」

「大丈夫。調子いいから」

　そう言うサリーは、言葉通りマルクスの石柱と自分の氷柱を上手く利用し、飛び交う魔法の間をすり抜けて自分も攻撃を返していた。

　フレデリカとメイプルの攻撃が生み出される兵士を吹き飛ばし、リリィとミィの攻撃が化物の命を絶っていく。

「フレデリカ。出力を上げて一掃できるか」

「まー、一時的にならねー。でもー……」

　すぐにまた湧わいてくるが、それでもいいのかとフレデリカはペインを見る。

　相手にはマルクスとミザリーの強力なバックアップがあるため、あの五人のうち誰か一人に絞っても倒し切れるかは微妙なところだ。

「この勝負、あの兵士が本当に際限なく生成されるなら、こちらが不利だ」

　メイプルの化物は下準備をして数を揃えたものだ。倒されればもう一度生み出すのは難しい。多くのプレイヤーを屠ほふり、蹂じゆう躙りんし、期待通り活躍してはいるが、その数は着実に減っていっている。

「【楓の木】を信じていないわけではないが、他の戦場も気になる」

「今度はこっちが上手く退くタイミングが欲しいってことですね」

「そうだ」

「じゃあ、私とサリーで！　ほら、あれ！」

　射撃を続けながら、メイプルはサリーに話しかける。あれが何を指しているか、サリーにはすぐに理解できた。

「分かったよメイプル。……なら、もし必要ならタイミングはこちらで作れます」

「頼もしい。助かる」

「で、どうするのー？」

「退くためには、追撃をためらうような痛手を相手に与える必要がある。拠点を生み出し敵の陣形を強固にしている、あの二人を倒しにいく」

「ん、じゃあ準備できたら言ってよねー」

　目標はマルクスとミザリー。敵の戦線を支える重要なポジションの二人を倒すため、四人はタイミングを見計らうのだった。




　サリーから作戦を伝え聞いて、【楓の木】は三手に分かれてそれぞれが光の柱の元へ急ぐ。クロムとカスミ、イズとカナデ、マイとユイ。それぞれリスクもあるが、相談の上で決めたことだ。

「バラけるのは不安もあるが……贅ぜい沢たく言ってられねえな！」

「ああ、信じて急ぐとしよう」

　全員でまとまって動けるならそれが一番だが、リリィ達はそれを許さない策を取ってきた。

　こちらの都合を通せる状況ばかりではない。戦場を回れるだけ回って、不利になっている場所に参戦するのだ。

「ハク、そのまま突っ込め！」

　戦場に横から突っ込んで、襲い掛かる兵士もろとも敵プレイヤーをその質量で薙なぎ倒たおす。

「うおっ！　な、何だ!?」

「カスミの蛇だ！　気をつけろ！」

　カスミはそのままハクに乗って戦場を横断し、いつでも突撃できるように控えさせて、クロムと二人地面に降りた。

「ま、俺達も交ざって一人ずつやってくか。召喚されてる奴やつは俺が引きつける。カスミはプレイヤーを頼む」

「【武者の腕】！　【血刀】！」

「【幽鎧・堅けん牢ろう】！」

　そうしなければ敵の数は減っていかない。細かい指示を受けていない召喚体であれば、数がいても戦えるとクロムは自信あり気だ。

　防御形態にしたネクロを身に纏まとい、同じく攻撃を受け止める大盾使いの中に交じるクロム。カスミは【硬質化】により防御を固めたハクを突撃させ、その頭上で液状になった刀を振るう。

「【心眼】【戦場の修羅】！」

　カスミの視界が変化して、飛んでくる攻撃が可視化される。これほど無理やり単身突撃すれば、当然真っ先に狙われるが、飛んでくる場所が分かるカスミはハクに上手く指示を出してそれを回避する。

「【トルネード】！」

「【範囲拡大】【フレイムランス】！」

「【一ノ太た刀ち・陽かげ炎ろう】！」

　攻撃を事前に察知していたカスミは、敵の目の前に瞬間移動することでそれを回避し、さらに両側の武者の腕と合わせて強烈な一撃を放つ。

「ぐっ、くそ……」

「【一ノ太刀・陽炎】！」

　こうもプレイヤーが多くては誰だれが対象に取られたかが判断できず、【戦場の修羅】のクールタイム解消による連続使用で突然目の前に現れたカスミの振るう刀の前に、一人また一人と斬り伏せられる。

「め、滅茶苦茶しやがる！」

「防御を固めましょう！　まず耐えないと！」

「【剣山】！」

　一ノ太刀によって転移し、また一人を斬りつけたカスミはそのまま地面に刀を突き刺す。

　直後、【血刀】のような赤い液体が円形に地面に広がり、そこから紫の刀が大量に突き出し周囲のプレイヤーを貫く。

　妖刀のスキルは代償がある。それでも、この場面ならステータスを一時的に減少させる対価としては十分だ。

「こんなことまで……っ！」

「蛇も来る。立て直すぞ！」

　ただ速いだけとはまた違った特殊な機動力に翻ほん弄ろうされる中、召喚された兵士の方で大きな炎が上がる。

「【バーストフレイム】【挑発】！　おい、こいつらならそうそう俺を殺せねえ！　安心してプレイヤーの方に突っ込んでくれ！」

「分かった！」

「助かるわ！」

　クロムが兵士を引き受けた分、手の空いた前衛が、魔法使いを守りながら立て直しを図る。

「【活性化】【衝撃反射】！」

「【マルチヒール】！」

「おう、助かるぜ！」

　盾で適切にガードしつつ、複数の回復スキルで自身のＨＰを保つ。そうしてクロムが兵士を受け持つのを見て、後ろからさらに回復魔法が飛んでくる。

　そう、今回は【楓の木】だけでの戦いというわけではない。この戦場で自分に足りない部分は、多くの味方のうちの誰かしらが補ってくれる。

「上う手まくやってるといいが……っと、他のこと考えてる暇ねえな！」

　残りの【楓の木】の面々も上手くやっていると信じて、クロムは目の前の敵に集中する。




　所変わって、逆側ではイズとカナデが戦場に到着していた。

「ソウ、ありがとう。お陰で素早く辿たどり着つけたよ」

　ハクの姿に変化していたソウは、時間切れで【擬態】が解除され元のスライムの姿に戻ってしまう。それでもイズとカナデの二人に不足していた移動能力を与えてくれただけで十分だ。

　カスミやクロムのようにそのまま突撃して前線で暴れることは難しい二人は、戦場の後方に位置取って支援を開始する。

「まずこっちも防壁を立てよう」

「そうね。マルクスのトラップに対抗しないと」

　敵だけ遮しや蔽へいと無尽蔵の兵士の補充があることで、魔法攻撃が与える被害に差が生まれてしまっているのだ。

「バリケード渡すわね」

「うん。どんどん置いていこう」

　カナデとイズは手分けして、自分達の有利なように戦場を作り変えていく。それを見て、優先すべきはそっちだと何人かが手伝いに来てくれた。

「強度には自信があるわ。必要なところに適宜設置して」

「オーケー、助かる！」

　咄とつ嗟さに隠れられる場所があれば、防御スキルも節約できる。

「フェイ、【アイテム強化】！」

　イズは取り出したいくつかのポーションをフェイに強化させる。効果は勿もち論ろん、強力なバフを与えるものだ。

「【広域撒布】！」

　イズはさらにアイテムの効果範囲を広げ、全域に複数のバフをかける。ステータス上昇からダメージカット、持続回復まで、貴重なアイテムによるバフは、レアな魔法やスキルのそれにも匹敵する。

「僕は防御に回っておくよ。【大規模魔法障壁】！　【威力減衰】！」

　カナデも防御に参加し、バリケード被害軽減とバフによる持続回復も含めて徐々に回復が追いつき、劣勢だった味方全体の体力状況が改善していく。

　バフが済んだら次はデバフだとイズは用意した大砲に弾を込める。

　中身は通常の砲弾ではなく、着弾地点に黒い霧をばら撒まいて、被ダメージ増加と回復量減少のデバフをかけるものだ。

「カナデ！　敵の動きを止められる？」

「任せて。【重力制御】！」

　ヒナタも使うスキルによってカナデはふわりと浮き上がり、前線へ飛んでいく。

「【大地の拘束】！　【スロウフィールド】！」

「うおおっ!?　な、なんだ!?」

「あ、足がっ！」

　あちこちから驚きよう愕がくと困惑を含んだ声が上がる。

　カナデとイズが後方にそっと参加したこともあり、二人が戦場にいることははっきりと認識されてはいなかった。

　不意打ちのように放たれたスキルにより空間が歪ゆがみ、地面が足首を捕らえて移動を制限する。

　もし戦場にいるプレイヤーに使えたなら、ずっと前に使っているようなスキル。それが今になって飛んできたことは少なからず敵陣に混乱をもたらした。

　しかし、それもそのはず。カナデは少し前までこの戦場にはいなかったのだから。

　上空でカナデのスキルエフェクトが発生したのを見て、イズは並べた大砲を起動した。

「行くわよっ！」

　大きな音と共に敵陣にいくつもの砲弾が着弾し悲鳴が上がる。こちらにバフをあちらにデバフを。

　気づいた時には能力に大きな差ができていた。敵に無尽蔵のリソースがあるとはいえ、それでも戦況は改善しつつある。全員の質が上がるとはそういうことなのだ。




　戦況を不利から五分へと引き戻す。クロムとカスミ、イズとカナデの四人がそれを達成する中、マイとユイもある戦場に辿り着いた。

　そこは破壊できる岩が遮蔽として並ぶエリアだ。一定時間ごとにその岩は復活するものの、激しい戦闘が起こっていては、全すべて更地となってしまうような場所だ。

　兵士達に押し込まれ、遮蔽を魔法で破壊されて今もなお魔法の雨に晒さらされ、苦しい戦いを続けるプレイヤー達の後ろから二人は声をかける。

「皆さん！」

「できることはありますか……！」

「……っ、おい！」

「ああ！　分かってる！」

「このままじゃ仕方ないわ！」

　二人の姿を視認した複数人のギルドマスターらしき人物が素早く意思を統一し、それぞれがスキルで敵を怯ひるませて、何枚もの障壁を張りながら生存者全員で二人の元へ駆けてくる。

「マイとユイだろ、戦えるか!?」

「「はいっ！」」

「このままじゃ一方的に犠牲が出る。全力で支援する。思いっきりやってくれ！」

「「分かりました！」」

　二人はツキミとユキミにまたがって、空中に四本、そして両手に一本ずつ必殺の大おお槌つちを構える。ここまでやってきたような鉄球による支援は今この場にはそぐわない。

　この状況を打破するために必要なのはもっと直接的で、対処不能かつ致命的な破壊力だ。

「「【決戦仕様デストロイモード】！」」

　マイとユイの武器を赤いオーラが包み込む。その前をボロボロになった大盾使い達が二人を守るべく走り出す。レイドボスすら正面から殴り倒してきた二人の攻撃力は、その場にいた者にとって舞い降りた一条の光だった。

　そう、二人は既に命を賭かけて守るに足る価値があると、全員に認識されていたのである。

「潰つぶせ潰せ！　近づかせるな！」

「【紅ぐ蓮れん波】！」

「【タイダルウェイブ】！」

　それは敵も同じこと。あの大槌が届けば一切の小細工は意味を持たない。鉄球程度ならいざ知らず、本体が振るうれっきとした『武器』が放つ比べ物にならないプレッシャーは勝ちの空気が漂う敵陣に一気に緊張感をもたらした。

「「【カバー】！」」

　迫り来る水と炎を受け止めて、盾で防ぎきれなかった大盾使いから順に消滅し、崩れ落ちていく。

「行け！　止まるな！」

「私達もそうずっとは受けられないから！」

　二人に賭けると決めたのだ。止まることがあるとするなら、敵全てを蹂じゆう躙りんした時か、二人を守りきれないほど味方が死亡した時のどちらかだ。

「【不可侵の障壁】！」

　頭上からの魔法を障壁で弾き返し、マイとユイが命なき兵士に接敵する。

「「やあぁっ！」」

【救いの手】に持たせた大槌が振るわれた瞬間。赤い軌跡を残し、軌道上の全存在が跡形もなく消失する。積もった埃ほこりでも払うかのように。容た易やすく、一切止まることもなく目の前の兵士を光に変えて二人は直進してくる。

「バケモンが……！」

「何とか止めろ！　【矢の雨】！」

「【連続魔法】！」

　それはその場にいる全員にあれがどれだけ常識外の存在かを改めて実感させた。

　決して触れるな近づくな。あの二人はそういうものだと作戦段階でも話されていたのだから。

「【マルチカバー】！　っ、突っ切れ！」

「「【プロテクション】！」」

【楓かえでの木】が二人を一箇所にまとめた理由はここにあった。この二人なら、クロムがついて行かずとも、必ず誰かが守るのだ。ならば、バラけさせるよりその出力を高める方が勝ちに近づく。

「ありがとうございますっ！」

「ユイ、いくよっ！」

　兵士の群れを強行突破し、奥に控えた前衛に二人の牙きばが遂に届く。二人は全ての大槌を叩たたきつけるため、ツキミとユキミの背から飛び降りる。

「「【クイックチェンジ】！」」

　射程内。ツキミとユキミを指輪に戻し、代わりにもう二本大槌を追加する。これで最大捕ほ捉そく人数は八人だ。

「「【ダブルインパクト】！」」

「「【精霊の光】！」」

「「【守護の輝き】！」」

　盾を構えていようが関係ない。何ならその盾すら叩き割られて粉々になりさえすると、使える者はダメージ無効スキルを、ない者は【不屈の守護者】等の生き残るスキルで対応する。

　それすらない者は瞬きの間にそこに何もなかったかのように消滅し、ダメージ無効化を行ったプレイヤーにはさらに大槌が迫る。

「ぐっ、おおっ!?」

「なあっ!?」

　ダメージを無効化した先に待つものは、メイプルを空に撃ち上げた際に起こったそれと同じこと。

　つまり、空に向かって高速で飛ひ翔しようする結末だ。無事な着地など当然、保証されてはいない。

「は、はあ……!?」

　この威力を目の当たりにした敵プレイヤー達が、想定を上回る現象に目を疑い血の気が引く中。

　マイとユイはそのまま大槌を振り回す。通常攻撃にクールタイムはない。ああ、それは周知の事実ではないか。そもそも、ただの攻撃を止めるのに無敵状態が必要と言われては話にならない。

「撃ち抜け！　斬り伏せろ！　一撃当てればそれでいい！」

「守り抜け！　敵の被害の方が多くなる！」

　飛来するあらゆる魔法。受け止める防壁と人の壁、その中心で全ての防御リソースを回されている二人の少女は、舞うように大槌を振るう。

　掠かすめる度、人が爆はぜる。受け止める度、彼方へと消える。

　それは無慈悲な嵐あらしのように。通過する先にいる全てを粉々にして回る。

　攻めろ。攻めろ。その言葉のままにマイとユイは殲せん滅めつに全力をかける。

　そうして敵も味方も無数に死に行くその果てに残ったのは、数人のプレイヤーと湧わき続ける兵士達だけだった。

　途中で逃げた者はいたかもしれないが、今この場には動く敵プレイヤーはいない。

「すみません！　こんなに守ってもらって……」

「もっと早く倒せれば……」

「いや、これより早いはそうそうねえよ」

「はは、これなら代わりに死んでやってもいいさ」

「それに、もともと全滅しそうだったしね」

「っと、早くどこかに合流しよう。あの兵士、止まってくれねえらしい。まだついてきてくれるか？」

「「はいっ！」」

　ここまできて、今更兵士に倒されていては馬鹿らしい。生き残りのプレイヤーに丁重に守られながら、マイとユイは召喚され続ける兵士から離れていくのだった。




　各所で【楓の木】が対処に当たってはいるものの、それだけでは手が回らない。リリィとマルクスが行った下準備の規模は大きく、マップ全体で見れば押し込まれている部分が多かった。

　そんな中での主戦場。ここもまた、凄すさまじい激戦の最中にあった。

　マルクスの柱は既にそのほとんどが壊され、溢あふれ出た化物の波がその巨体でもって湧き出す兵士を踏ふみ潰し、プレイヤーに襲い掛かる。

　かと思えば炎と銃弾の波状攻撃がメイプルが率いる化物を消し飛ばし、溢れる兵士がこちらもまた波のようにペイン達へ押し寄せる。

「【ポルターガイスト】！」

　メイプルは【機械神】の兵器から放ったレーザーをそのまま空中に止めると、剣を握るようにして何本もの極太のレーザーを滅茶苦茶に振り回す。

　それは兵士達を消滅させ、その間隙にまたしても化物が雪崩れ込む。

「上う手まく対応できているそうです！」

「……行くぞ！」

　サリーから【楓の木】の戦果報告を聞いて、ペインはさらに敵陣へ踏み込む判断を下した。

　これ以上踏み込めば、互いにさらなる犠牲なく終わりなどとは考えにくく、当然撤退にも手間がかかる。勝てばいいが、他が激しく攻められている以上、そのリスクを許容するにも理由がいる。

【楓の木】の防衛が上手くいっているという知らせは、まさに待ち望んでいたものだったのだ。

「【一斉掃射】」

「【蒼炎】！」

　無限に湧き出す兵の後ろ、リリィが召喚した銃を構える機械兵が銃弾をばら撒まき、ミィの炎が一帯を焦がす。

　その炎と弾幕が収まるのに合わせて、メイプル達は一気に攻勢に出た。

「フレデリカ！」

「はいはーい！　サリー見てなよー！　これが私のとっておき！　【マナの海】！」

　フレデリカの周りに煌きらめくエフェクトが舞う。それ以上見た目の変化はないと思っていたサリーだったが、フレデリカが杖つえを前に向け魔法を発動した瞬間、とっておきたる所以ゆえんを理解した。

「【超多重炎弾】！　ノーツ、【輪唱】！」

　背後に展開された夥おびただしい量の赤い魔法陣。【多重炎弾】が手を抜いていたかと錯覚するような、メイプルの【機械神】の弾幕すら上回る炎の弾が、敵陣に降り注ぐ。

「【超多重水弾】【超多重風刃】！」
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「え、ＭＰどうなってるの……？」

　ノーツのスキルも相まって、基本の魔法を撃つような感覚でとんでもない量の上級魔法が放たれる。それでもフレデリカのＭＰは尽きないようで、【マナの海】とやらがそれを支えていることはサリーにも理解できた。

「いつでも使えるわけじゃないってことか」

「そうだ。だからこそ、ここで畳み掛ける！」

　できるなら最初からやればいい。そうしなかったのはフレデリカの言ったように、これがとっておき……軽々に切れぬ切り札であるということだ。

「皆！　集まってー！」

　兵士が湧き出す度、すぐにフレデリカの魔法がそれを撃破する。この強烈な攻撃に合わせ、メイプルは残る化物を呼び寄せて、【一夜城】に狙ねらいを絞る。

「【覚かく醒せい】！」

「【水の道】！」

　化物が埋め尽くす地上を避けて、レイに乗ったペインと水の中を泳ぐサリーが上に出る。

　敵味方の攻撃が届く距離。【ＡＧＩ】が高いプレイヤーであれば、接近するだけならそう時間はかからない。

「レイ、【流星】【全魔力解放】【光の奔流】！」

　ペインは光り輝くレイと共に一直線に【一夜城】へ向かう。【一夜城】がトラップの一種であることは知っている。ならば、全力の攻撃でもって城もろとも叩き斬るだけだ。

「【聖竜の光剣】！」

「【傀儡くぐつの城壁】！」

　無限に湧き出す兵士の体が解けて光となって、再構築され城の前に壁として立ちはだかる。

　しかし、レイの力を借りて放ったペインの一撃はそれを貫き、【一夜城】を破壊し、中にいたミザリーとマルクスが外に放り出される。

「させるか……イグニス！　なっ!?」

　迎撃しようとしたミィは、ペインの背後。同様に光り輝く一振りの剣を持ったサリーが水の中から飛び出して、剣を振りかぶる姿を視認する。

「もう一発。受けてみてよ！」

「何だと!?」

　そんなことがあるかと、ミィもリリィも目を見開く中。サリーの持つ剣は光を強めていく。

「【聖竜の光剣】！」

「【天使の守り】！」

　強烈な光の奔流。

　ペインのそれと全く同じ一撃を見て、ミザリーは範囲内の敵からの攻撃を消滅させるスキルを使用する。強力である分、使用制限は厳しく、これもまた奥の手だ。

　しかし、その光は消滅することはなく、そのまま向かってくる。

「そんな！」

「なっ!?　なん……」

「イグニス！」

　戸惑うマルクスとミザリーをイグニスの足で乱暴に摑つかみ、その体でダメージを受け持つつもりで、空へ退避させる。サリーの放った一撃は庇かばう形になったイグニスに命中したものの、イグニスは無事に空へと舞い上がる。

「イグニスにダメージがない……幻か！」

　リリィとウィルバートも、辺りに被害がないことを見て、その可能性に思い至る。

　サリーのスキル群を思い返せば、確かにそういったことができそうなスキルはいくつかある。

「マルクス、ミザリー。反撃するぞ！」

　ミィはまず安全に地面に降りようと、ペインの追撃がないか確認する。

「オッケー。メイプル、頼んだ」

　偶然にも、サリーが託したその瞬間と、ミィがその存在に気づいたのは同じタイミングだった。

　前方。空に浮かぶ大亀の上、腰を落とし片手を突き出したメイプル。【機械神】のレーザー兵器の周りを補強するようにその周りを漂うのは青いスパークを放つ巨大な黒い筒。それがこちらに向いている。
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　それが砲であることを察するのに時間は掛からなかった。

「【古代兵器】！　【攻撃開始】」

　メイプルの宣言と共に青と赤のスパークが遠目にもわかるほどに強まり、それは一気に放たれた。

　イグニスもろとも全員を飲み込む規模のそれに耐えられないのは、かつての対戦で分かっている。

「くっ！」

「空だとトラップがっ……」

　ミザリーは冷静に状況を把握すると、最悪の事態になる前に決断を下した。

「ベル【覚醒】！　【最後の祈り】」

　呼び出したミザリーのテイムモンスター。パッシブスキルしかなかったベルが、イベント前に初めて覚えたそのスキルは、本人とテイムしているプレイヤーを犠牲として広範囲に無敵と回復をばら撒く、文字通り最後の祈りだった。

　より効果的に使えればと思い残してはいたものの、抱え落ちするよりはよっぽどいい。

「ミザリー！」

「ち、ちょっと……いやでも」

　スキルの宣言は取り消せない。それに、他に選択肢がないのも分かっていた。レーザーが三人を飲み込むものの、それはダメージを与えない。その隙にミィは脱出するが、ミザリーは消失していく。

「ミィ、マルクス。頑張ってくださいね」

　ミザリーが倒れたことで強力な回復能力を失い状況は悪くなったが、メイプルの召喚した化物もそのほとんどが倒れ伏している。

　リリィが健在な分だけ有利だと感じたミィは、追撃できるかどうか、ペインから距離を取り下がってきたリリィの元へ降り立ち確認を試みる。

「追撃は……」

　リリィに相談しようとしたミィは、正面──レイの背中に乗ったサリーが機械神のレーザー兵器、そして青く輝くスパークを散らせる巨大な砲をこちらに向けているのを見て目を見開く。それはまさに今、自分達を撃ち抜いたメイプルのそれと同じだったからだ。

「フレデリカ！」

「【多重全転移】！」

　サリーの体に異様な量のバフがかき集められ、その攻撃の威力、射程を数十倍に跳ね上げる。

「幻だと思うなら……受けてみたら！」

　ミィの動きが一瞬鈍る。幻か、それとも実体か、今結論を出すには情報が足りないのだ。その迷いは、回避か無視かの判断を遅らせる。

「リリィ！」

「それができれば苦労はしないさ！　悪いねミィ、独断だ。【陣形変更】！」

「【古代兵器】【攻撃開始】！」

　放たれた青い光は、空中に放ったメイプルのそれとは違い地上を埋め尽くし、拡散していく。

　敵の回避行動を確認しつつ、サリーは地面を駆け抜ける幻の光が消滅していくのを見守る。

「防衛に向かう！　挟み込むつもりで行くぞ！」

　それを合図に、ペインは全員を撤退させる。追撃は悪いた戯ずらに拠点を危険に晒さらすだけだからだ。

　両陣営、全戦場を合わせて大量の死者を出した正面衝突はこれで一いつ旦たんの終わりを迎え、戦闘の跡が色濃く残るフィールドがその激しさをただ静かに物語るのだった。




【陣形変更】。それはメイプルの【方はこ舟ぶね】に似た効果だ。こちらもまた範囲内のバフがかかったプレイヤーの位置を移動させるものであり、これにより、リリィは多くのプレイヤーを後方へと逃すことに成功したのだ。

「リリィ、助かった。ありがとう」

「うん？　ああ、いや独断で撤退判断を下してすまなかった」

「あれが幻か、それとも本物だったのかは未知数だった。避ける方が安全だっただろう」

「次に本格的に戦う前に、私とウィルで一度確認できるといいが。ウィルの目に頼ることにはなるが、その身で受けて試してみるよりはよっぽどいい」

　本物でした、死にましたではお話にならない。そんなことが起こらないように、より安全に探りを入れるためにはウィルバートが適任だ。

「兵士もそろそろ時間切れでね。マルクスのトラップも似たようなものだろう」

「うん。また必要そうなところは再設置かな……」

　プレイヤーの数は開始時と比べて随分減った。ここからは大規模な戦闘だけでなく、待ち伏せや奇襲から始まる少数戦もより増えてくるだろう。

「夜が来ますから。そこでまた数を減らしに行きましょう」

「そうしよう。ウィルは夜目も利くからね」

「ミィは目立ちすぎるから防衛かな……」

「……そうだな」

　夜に炎はよく目立つ。そうでなくともミィの戦闘スタイルは嫌でも目を引くのだ。なんならテイムモンスターのイグニスもよく目立つため、彼女は隠密行動には不向きだと言える。

「どうやら向こうも追撃はしてこないみたいだね。ああ、王の攻撃も足を止めたかな？」

　空に展開された魔法陣と、そこから降り注ぐ王による大量の魔法を遠目に見て、こちらも追撃しなくて正解だったとリリィは一つ息を吐く。

「やはり、疲れますか」

「まあね」

「うん……ちょっと受けちゃ駄目な攻撃多いからなあ」

「そうだな。一つのミスで一気に持っていかれる」

　もう少しやれたかもしれない。先程の戦いに関しても悔いが残る部分は多い。

　それでも、スキルが多いこのゲームでは皆、切り札として強力なスキルを持っており、読み切れないのも仕方ないと言えた。

「同じ手でやられないようにしないといけないね。おっと、あの二人も戻ってきたかな？」

　魔法の降る空の中、雷鳴を轟とどろかせ雷と共にベルベットが落下してくる。そうして地面ギリギリで、ヒナタのスキルで減速しピタッと着地した。

「どうだったっすか!?」

「ミザリーがやられた。プレイヤーは相当倒したが、【集う聖剣】と【楓かえでの木】はあれ以降、倒されず残っているはずだ」

「うぅ、そうっすか……」

「すみません。作戦のためとはいえ、戦いたいとも言っていたベルベットさんを離脱させて」

「いや、それは仕方ないっす！　好き勝手し過ぎるのもギルドの皆に悪いっすから！」

「まあ、そのあと色々あったからね。あの時は残ってもらっておくべきだったかとも思ったけどさ」

「ええっ!?　そんな面白いことあったんすか！」

「面白い……かなあ」

「ベルベットさんにとっては……となると思います」

「そうだね」

　話しながら六人は王城の方へ戻っていく。

「そうだそうだ。作戦の方はどうだったかな？」

「バッチリっす！　ついでに途中の敵は倒したっすよ！」

「よかった。なら被害を抑えて耐えた甲か斐いがある」

　あの戦場にベルベットとヒナタがいれば状況は変わったかもしれない。それでも二人を離脱させたのは、その作戦がこの六人にとって大事な物だという共通認識があったからだ。

　種はまいた。あとは適切な時を待つだけだ。

「しばらくは休憩っすね」

「はい、私達も夜の奇襲に備えましょう」

　戦場にずっといては疲労も溜たまる。適度な休息もパフォーマンスを維持するのには大切だ。

　そうして遠くに見えてきた王城に安堵し、戦場から離れた実感と共に六人は肩の力を抜くのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　観戦フィールド。大規模な戦闘が終わり、ここまで見ればまあ十分だと元のフィールドに戻る者、今の戦闘で得た情報をまとめる者。それぞれがそれぞれの動きをしつつ、だが全体として山場を越えたような落ち着きと、弛し緩かんした空気が流れていた。

　そこで一際目立っているのは、敵同士ながら先の戦いで戦線を離脱した、シンとミザリー、そしてドレッドとドラグだ。

「いやー、ミザリーを生き残らせられなかったかあ……」

「すみません。ベルのスキルも、もう少し上う手まく使ってあげられればよかったんですけど」

「仕方ない。あれは相手が強かったなぁ」

「中々上手く攻め立ててたな。ミザリーの全体無敵をほぼ無力化できたのは運が良かった部分がでけーけど」

「くぅー、俺も残ってたかったぜ！」

「ってかさ。サリーやっぱ何か変なことやってるよな？　メイプルのスキル使ってたし、何ならペインとカスミのも使ってるぞ」

　同じ陣営なんだから何か知ってるんじゃないかと、シンはドラグとドレッドの方を見る。
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「さあな。フレデリカからも何も聞いてねーし。その辺り詳しく共有はしてねーんだ」

「ちなみにマジだぜ」

　どうやら噓うそは言っていないようで、シンもそれなら聞いても仕方ないと自分で振り返って考察する。ミザリーもそれがデスの原因になっているため、興味があるようだ。

「装備は変わっていないように見えますし、本当に使っているのか……それとも何かのスキルでしょうか？」

「聖剣系のスキルだろ？　んー、ペインのスキル一つ使えたってことは、全部使えるんだろうけどなぁ……でもそんなことあるか？」

「流石さすがにちょっと考えにくいと思ってしまいますね……願望も込みの話になりますが」

【聖剣】と名のつくスキルが一つだけ独立しているなどということはない。なんなら、二人はあれがユニークシリーズの可能性すらあると思っているくらいだ。

　他にもメイプルしか使っていない【機械神】や、カスミしか使っていない【始マリノ太た刀ち・虚うつろ】など、使っているプレイヤーとスキルが希少過ぎるため、何かカラクリがありそうだと感じるのは当然だ。

「ただ、本当に使えるとなったら、いよいよ手がつけられないかあ……」

　元々プレイヤースキルはトッププレイヤーの中でも頭一つ抜けているのがサリーだ。仮にスキルが何もなくともサリーは怪物である。だからこそ、強力なスキルを一つ手に入れる度、脅威度は跳ね上がっていく。

「シンはこのあとはどうしますか？」

「俺は見ていくぞ！　やっぱ、気になるだろ！　ドラグとドレッドもどうだ？」

「いいぜ！　どうせ外に出てもそこまで経験値稼ぎができるわけでもねえ。見てた方が価値があるってもんだろ！」

　時間加速空間から出ても、現実世界では少ししてイベントが終わり全員が出てくるだけである。疲れたというわけでないなら、中で見ていた方が情報分、得というわけだ。

「ま、外から落ち着いて見ている方が分かることってのはあるからな」

　ドレッドとドラグも残って続きを見ると決める。

「次の戦闘は夜だろうなぁ」

「きっとスピードタイプのアサシンが生き生きしてるぜ。ぐぅ、ドレッドがいりゃあなあ」

「そこは見越してちゃんと捕まえた【thunder storm】の作戦勝ちか」

「いや……それに関して言うと、あいつはそこまでは考えてなさそうな感じだったがな。ヒナタの方は別かもしれないが」

「……それは、まあ否定はできない」

【炎帝ノ国】を含めた作戦会議中の様子を振り返りながらシンが苦笑いを浮かべる。

「最後にペインが上手く勝ってくれれば、俺は言うことはねーよ」

「ミィにも頑張ってほしいですね」

「飲み物と、なんか食べ物出すよ。ほら、ずっとただ見てるってのもな！」

「おお！　いいねえ！　俺もなんか持ってたっけな……」

「フレデリカなら色々詰め込んでそーだが」

「では、テーブルのある席に移りましょうか」

「おう、そうしよう！」

　四人は変わらずモニターが見えて、テーブルのある席へと移動する。

　できるだけ情報を集めるのも、味方を応援するのも他のプレイヤー達と同じなのだ。次の脱落者が自分の陣営の主力でないといい。そう思いながら、四人は移動した先で話しながらモニターを眺めるのだった。








八章　防御特化と夜の帳とばり。









　王城に戻ってきたメイプル達は、改めて生存者を確認する。現在の生存者は王城でしか確認できないこともあり、【楓の木】全員の無事を祈りつつ、現状陣営としてどういう状況になっているかも改めて把握しておくタイミングである。

　死亡して観戦フィールドに転移した味方は表示が変わるため、一目で分かるのだ。

「うん。皆生きてるみたいだね」

「よかったー！　一緒にいないとどうなってるか分からなくて不安だよね」

「あとは何もなければそのうち戻ってくるんじゃないかな」

　そうしてしばらく待っていると、それぞれ別方向から【楓の木】の六人が順に帰ってきた。

　時間としてはそれほど経たっている訳ではないものの、集まったのが久しぶりと感じるのは、それだけ戦闘が緊迫したものだったということなのだろう。

「おー、よかった。マイユイ、無事だったか！」

「はい！」

「皆さんが全力で守ってくれて……」

「その分活躍したのなら誇るといいさ。皆もそのつもりで守ったのだろうからな」

「僕とイズは削りあって終わりって感じだったかな？」

「そうね。デバフは気づかれると解除されちゃうのが辛いところねー」

　敵のバフを解除する方法はそう多くないが、味方のデバフを解除する方法は光魔法を中心にそれなりに存在するのである。

　カナデとイズが味方を安定させるような立ち回りをしたこともあって、相手を倒すというより進撃を食い止めるような戦闘となったのだ。

「俺のとこはカスミがぴょんぴょんワープして好き放題してたが、落とせた数はそこまで多くないな。結構押され気味だったってのもあって、数の差がちょっと響いた」

「【心眼】の効果が終われば無茶もしにくい。もう少し大胆に攻められればよかったのだが……」

　いやいや十分大胆だった、と笑うクロムに、話を聞く分には確かにそうだと他の面々も賛同する。クロム、カスミ、イズ、カナデの四人が向かった戦場は壊滅的被害を避けることができたようで、その援軍がなければ死ぬはずだったプレイヤーが生き残ったのは大きい。

「マイとユイのところは？」

「さっきの話からして、前線に出たみたいだけど」

「はい！」

「私達は……」

　マイとユイは自分達の戦場で起こったことをメイプル達に話した。端的に戦果だけを述べるなら敵部隊を殲せん滅めつしたと、そうなるわけである。

「な、なるほど。流石というべきか」

「鉄球もやべーけど、本領発揮って感じだな……」

「いや、そもそも鉄球が武器になるのがおかしいんだよね、うん」

「全部大おお槌つちでやっちゃったなら、鉄球の補充は大丈夫そうね」

　今回のイベントでは後方支援でも十分。持っているのが近接武器であることを鑑みればこれもおかしな話ではあるものの、ともかく鉄球を投げるのがメインだった二人が、いざ敵を殴りつければこうなるのも当然だった。

「すごーい！　大活躍だね！」

「うん。それに、臆おくさず攻撃できるってそれだけでもすごいんだよ」

「ほ、本当に一緒に戦ってくれた方々のお陰です……」

「すごく背中を押してくれたんです！」

　互いに求めるプレイヤーに出会えたということなのだろう。二人も何とか上う手まくやれたことで安心したようで、少し疲れが出たようだった。

「とりあえず休もう。念のため、城近くの方がいいかも」

「ああ、確かに。敵も目的地は玉座だもんな。城の方にいれば何があっても最後に防衛には参加できる」

　反対意見もないようで、【楓かえでの木】は王城へと向かうことにする。

「減ったアイテムは補充しておいた方がいいかもしれないわね。町の機能は残っているもの。もし、私の作ったアイテムで必要なものがあったら言ってね」

「あー、救援に行った時に『ドーピングシード』は使ったな。あとポーション類を多少」

「いざという時になかった、なんてことにならないようにしておかないとね」

「武器の耐久値はどうかな？　僕は関係ないし、そもそも気にしなくてもいい人がほとんどみたいだけど」

「それなら……」

「私達は一応修理しておいてもらいたいですっ！」

「もちろんよ」

　マイとユイの武器はイズが作ったものであるため、使い過ぎれば耐久値も減少する。

　イズによって隅から隅までカスタマイズされた計十六本の大槌は、その全すべてが店売りのものとは比べ物にならない性能だ。当然、再度同じものを作るにはかなりの手間がかかるため、まかり間違っても壊すようなことがあってはならない。

　今後の予定を固めつつ。一時休戦、コンディションを整えることにした【楓の木】は和やかな雰囲気で話しながら、ここまでの戦闘のフィードバックだったり、この後の予定だったり、それぞれ気になっていることを共有する。

　いつまたバラバラに戦場へ出るか分からないため、共有し忘れるようなことがないように、いつもより気持ち念入りに。

「メイプルが心配するし。んー、ちゃんと休むかあ」

　サリーは歩きながら体をほぐすように一つ伸びをする。

「そうだよー。それにお城の中には料理を作ってもらえるところもあるし、休憩もしやすいよ！」

「メイプルもう使ったことあるんだ？」

「まだインベントリの中に入ってるんだけど、すっごいおっきいお肉もらったよ！」

「……それ、料理なの？」

　例としてあげられたものを聞いて、中々ワイルドだとサリーは目を丸くする。その後でこの国の王の姿を思い浮かべて、ある意味その方が自然かもしれないと納得したのだが。

「他にもあると思う！」

「じゃあ、イズさんの料理に勝てるものがあるか期待しておこうかな」

「えー？　うーん、あるかなあ……」

　流石にそれはどうだろうと、メイプルは何があったか振り返りつつ。そうして八人は王城へと歩いていく。戦士にも休息は必要なのだ。




　その後ろ姿を見送って、フレデリカは【集う聖剣】に必要な指示を出し終えたペインに話しかける。

「ドラグとドレッドがいなくなっちゃったし、一部作戦は練り直しだねー」

「ああ。しかし、原因となったあのスキル……」

　二人が倒されたのは、ヒナタが使ったスキルによって強制的に隔離されたせいである。

「おそらく、ヒナタの方が中に取り込む相手を選んでいるのだろう」

「うん。それだよねー。正直私が選ばれててもキツかったと思うし、やだなー」

　その場にいるプレイヤー、いくつもある組み合わせの中から最も勝ちやすい相手を自由に選んで隔離できるというのは脅威だ。

　たとえば【楓の木】のイズ、マイ、ユイなどは中に取り込まれれば相当苦しい勝負となるだろう。しかも現状、あのスキルをこちらから拒否する方法があるのかも不明だ。

「まずは近づかないようにする他ない」

「ベルベットもヒナタもスキル派手だしー。早めに見つけて、ちゃんと下がって対処するしかないかー」

　試せていないことも多いため、何かあのスキルの効果をなくす方法があるかもしれないが、試す機会などそうはないだろう。

「夜の間はどうするー？　メインで動く予定のドレッドはいなくなっちゃったし」

「【楓の木】と相談しつつ判断しようと思う」

「あー、サリーとか出ていきそうだもんねー」

　暗くら闇やみに紛れることで戦いやすくなるプレイヤーもいる。

　起こる戦闘の雰囲気は変化するだろうが、夜もまたフィールドにプレイヤーは一定数いる。敵にだけ好き勝手されないよう、こちらも出向く必要があると言えた。

「あ、そーだ。ドレッドから『手紙』戻ってきてたんだけどー、ペインどう？」

「内容だけ確認しよう。それ自体はそうだな……サリーに回すのがいいと思うがどうだろうか？」

「サリーなら上手く使えるだろうねー。うん、りょーかい！」

「よろしく頼む」

　ペインはサリーに渡す前にその手紙とやらの内容を確認して、なるほどと一つ頷うなずく。書かれていたのは、ペインにとっても有益な情報だったようだ。

「やはり皆切り札を持っているということか」

「そうだねー。情報は結構集めたけど、本当に強いスキルほど戦ってみないと分からないことが多いかなー」

　誰だれしも切り札を切るのは、それ相応に厳しい戦いになった時だ。だからこそ平常時に見ることが難しいのも当然であると言える。フレデリカもそうポンポン【超多重魔法】など使わない。つまりはそういうことだ。

「対応力は高めてきた……上手く勝ち切れるといいが」

「あははー、二人倒されたからって弱気にならないでよー？　皆、ペインに一番期待してるんだからねー？」

【集う聖剣】のギルドメンバーだけでなく、その他多くのギルドが頼りにしているのは間違いない。

　第一回イベントから強つわ者ものであり続けているのだから、困った時になんとかしてくれるのではないかと期待してしまうのも仕方のないことだろう。

「ああ、分かっている。期待に応こたえて勝利に導いてみせるさ」

「うんうん、その調子でお願い。じゃあ、私は【楓の木】の方に行ってくるねー」

「何かあればメッセージを送る」

「こっちもそうするー」

　やりとりを済ませたフレデリカが王城の方へと歩いていくのをペインは見送った。

「さて、どうしたものか」

　ドラグがいなくなり、敵の接近や攻撃を拒否するスキルは随分減った。ドレッドがいなくなったことで、複数人を攻撃から守る重要なスキルも失った。多くのプレイヤーを動かしての戦闘のリスクはより高まったと言える。

「搦からめ手てがそう得意ではないのは、俺の弱点だな」

　ないものねだりをしていても仕方ない。代わりとなるものを用意するか、なくとも戦えるように作戦を再構築するか。ペインは勝利のためにしばらく今後のことを考えるのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　大規模な戦闘が終わって落ち着いたのはプレイヤーだけでなく、運営陣もそうだった。

「問題なさそうか」

「はい、大丈夫そうです」

「ふー……よかった」

「テイムモンスターに設置アイテム、スキル……フィールドに残るべきものは問題なく残っていることも確認できます。起動も正常に行われています」

「よーし」

　多くのプレイヤーがあちこちにアイテムを含めたトラップを仕掛けるため、マップ上では安全に歩ける場所も減ってきつつある。場合によっては、むしろ多少危険な効果がついたエリアの方が安全だったりもする状態だ。

「さっきの戦闘は大規模でしたね」

「まあ、ああなるよな」

「でもやっぱ全員スキルの使い方上う手まいなー」

「こっちの想定外の使い方をしていたり、より有効に使ったりしているプレイヤーは確かにいますね。脱落しましたが、シンが【崩剣】に乗った時は驚きましたよ」

「あれできる？」

「いや……相当練習しても適性によっては身に付かない類のものかと。そもそも【崩剣】自体が操作の忙しいスキルなので」

　やはり、ずっとスキルを使い続け戦っているプレイヤーにしか見えてこない視点というのもあるのだろうと、一人が何か納得するように頷く。

「夜が来るな」

「そうですね。これはこれで第四回イベントでも戦闘が激化した時間帯ではありましたが……」

　とはいえ、内容も状況も大きく異なるため、今回どうなるかは読めないところである。両陣営共に先程の戦闘のダメージが残る中、一体どのように時間を過ごすかに注目が集まっていた。

「流石さすがに落ち着くかねえ」

「攻め続ける可能性もあるように思いますが」

「それもなくはないよな。ただ片方が極端に戦力を失ったわけじゃないし、あんまりにも大胆な行動は取りづらいと思うが……」

「やっぱりプレイヤーが減っているのは影響してきているな。より優先度の低い場所の警戒は手薄になっているし、王城に待機する防衛戦力も減った」

　王城でじっと待っていても今回、戦闘は全く起こらなかったのだ。一度死んでしまえば終わりという状況で、無理な攻めをして玉座を狙ねらう必要はない。失敗すれば何も得られないのだから、おかしなことではなかった。となれば、本拠地で守りを固めている分だけ、人の足りない前線が不利になるのだから、出撃に切り替わっていくのもまた、自然な流れと言えるだろう。

「人がこのまま減っていけば……」

「まあ、あり得ないこともないな。止めづらいプレイヤーはいくらでもいる」

　どんな結末を迎えるのか。それは運営陣にも予想できない部分だ。後でダイジェストを作るための見栄えする戦闘を動画として残しつつ、問題なくゲームが動作していることを念入りにチェックし続けるのだった。




　探り合いから始まった前半戦。

　次第に激化する戦闘と、前回の対人戦からの成長を各個人が証明してきた。

　そうしてやってきた正面切っての一大決戦は、五分五分といったくらいで決着した。

　犠牲も増える中、それでもまだ戦いは終わらない。乱戦となった今回の戦いは、どちらにとっても相当ハードなものだったのは間違いない。少しでも休息し、心身ともに万全の状態を整える必要があるだろう。

　そうして、イベント内で初めての夜が来る。暗躍する者、あえて正面から行く者。

　それぞれが事前に作戦を考えてきている。それだけこの夜が重要な時間帯だと思われているということなのだ。先に大きな動きを見せるのはどちらの陣営となるか。そのスタイルは様々に、されど全員が勝利を目指していることだけは変わらない。

　イベントフィールドを闇やみが包み込み、昼とはまた違う緊張感がマップ全体に漂う。こうして、闇夜の中での攻防、その火ひ蓋ぶたが切られることとなるのだった。








あとがき









　ふと目について十四巻を手にとってくださった方にははじめまして。既刊から続けて読んでくださっている方には応援し続けてくださったことに深い感謝を。どうも夕ゆう蜜み柑かんです。

　さて、防振りも十四巻ですが、久しぶりに本格的な対人戦となりました。スキル飛び交うこのような戦闘や、どこまでも広がる世界を冒険して回る。それが実際に体験できる日が来るといいなあと、そんな夢を見つつ。本当に、メイプル達が羨うらやましいものです。

　そしてＴＶアニメについても、もう少しだけ楽しみにしておいてください。メイプル達が楽しそうに冒険する姿を、皆さんにまたお届けできる日を私も楽しみに待っています。本当に、これだけ長い間この作品を書き続けられるとは、書き始めたあの日には想像もできませんでした。そんな幸せを与えてくれる、読んでくださっている多くの人のために、またこの冒険の続きを届けたいと思います。

　それでは、もうしばらくＴＶアニメも待っていただいて。放送となった時は皆で楽しんで盛り上がりましょうね！　そして、いつかの十五巻でお会いできる日を楽しみにしています！


夕蜜柑


















異世界ウォーキング　～エレージア王国編～　電子特別お試し版　（著：あるくひと　イラスト：ゆーにっと）
















　異世界に召喚された日本人、ソラが得たスキルは「ウォーキング」。「どんなに歩いても疲れない」というしょぼい効果を見た国王は彼を勇者パーティーから追放した。

　だがソラが異世界を歩き始めると、突然レベルアップ！

　ウォーキングには「１歩歩くごとに経験値１を取得」という隠し効果があったのだ。鑑定、錬金術、生活魔法……便利スキルも次々取得して、異世界ライフはどんどん快適に！

　拾った精霊も一緒に、のんびり旅はじまります。








プロローグ









「それじゃソラ君。今日はこれを頼むよ」

　顔かお馴な染じみの依頼者から渡されたのは、登山にでも行けそうなくらい大きなバックパックが一つ。誇張なく言うと、幅は俺の体の倍以上もあり、さらにはバックパックに載せるように追加で荷物が縛られている。まるで限界にでも挑戦しているようだ。

　ショルダーストラップを持つとズッシリと重い。見た目を裏切らない重量物が詰まっているようだ。

　背負えば見た目通りの負荷が肩に、体にかかる。この世界の人の平均的な体力は分からないが、以前これと同じような大きな物を運ぶ時に、大の大人が数人で苦労していたのを見たことがあるから、今の俺の体力は一般の大人よりも多いのだろう……違うな、それ以上か。

　それでも気を抜けば思わずよろけてしまいそうなほど重いが。




「おぉ、マジか」

「あれを持ち上げるのか!?」

「なんてこった……」

　持ち上げると依頼人から感嘆の声が上がる。賭かけ事ごとの対象になっていたのか、その後ろでは従業員らしき人たちが喜んでいたり、悔しそうにしていたりする。賭けをするためにあえて荷物を増やしているなんてことはないよね？




「それじゃ行ってきます」

　声を掛け、一歩踏み出す。

　すると今まで重くのしかかってきた重さが噓のように消えて、丸まっていた背中がピンとなる。

　スキル「ウォーキング」の効果「どんなに歩いても疲れない」が発動した。これこそが異世界に召喚された俺が持っていた唯一無二のスキルだ。もっとも俺を召喚した奴らには不評だったが。

　その姿を見て周囲から再び感嘆の声が上がるが、立ち止まることなく先を急ぐ。




　歩き出すと、白い物体がフワフワと近付いてきた。

　正体不明のそれは、聞いた話を信じるなら精霊。色は雪のように真っ白で、見た目は丸々としていて毛がモコモコしている。

　本来精霊は普通の人には見えないらしいが、何な故ぜか俺は見ることが出来ている。そして何故か俺の後をついてくる。理由は依然として謎だが、害はないから放っておいている。

　噓です。時々チラ見してその様子を眺めながら癒いやされています。ペットを飼ったことはないが、きっとペットを飼う人たちはこんな気分ではないだろうかと思っている。気分屋で、時々姿を消してはいなくなるところは、猫に似ているのかな？　見た目はアンゴラ兎うさぎっぽい感じだけど。

「それじゃ今日も一緒に行くか？」

　俺の囁ささやき声に、楽しそうに周囲を飛び回りながらついてきた。




　ギルドで受けた複数の配達依頼の荷物は、背負しよい子こにまとめて持っているから、一件回るごとに徐々に重さが緩和されていく。荷物が減っていくからね。もっともスキルの恩恵で歩いている時は重さを感じないから苦にならないけど。

　他人からは重い荷物を持って大変そうに見えるけど、俺自身は余裕がある。周囲の物珍しい景色に目を向けることだって出来るし、何よりスキルの隠し効果である「一歩歩くごとに経験値１取得」もあるから、配達で歩けば歩くほど楽しみが増える。

　だってウォーキングスキルのレベルが上がるとスキルポイントが獲得出来、そのポイントを使って新しいスキル……【鑑定】【生活魔法】【気配察知】【剣術】などを覚えることが出来たのだから。さらにステータスも上昇するから、歩けば歩くほど勝手に強くなっていく。

　この世界は地球と違い自動車や電車なんていう便利な交通手段がない。乗り物と言えば馬車だ。

　だからこそどれだけ歩いても疲れないというのは物もの凄すごい価値がある、と俺は思っている。




　途中で寄った道具屋で荷物を受け取り歩き出す。昼時ということで次の届け先への通り道である、屋台の立ち並ぶ通りを目指した。通称屋台街。勝手に俺が命名しているだけだから非公式の名前だ。向こうの世界の人が見たら、きっと何の祭りだと言うに違いない。

　大きな荷物を持っての歩行は本来なら邪魔になるが、何故か道行く人が俺を避けて先を譲ってくれる。

「今日のスープは一味違うぜ。一杯どうよ」

「ソラちゃん、そっちのスープよりウチのスープの方がいいよ。まけとくよ！」

　ライバル店同士が互いを罵ののしっているけど、いつもの光景だ。それにこの二人、こんなんでも夫婦で、初めて聞いた時は驚いた。一緒にやればいいのにと思ったら、譲れないものが二人の間にはあるようで別々に屋台を出しているそうだ。

「喉のどは渇いてないか？　冷えた果実水があるぞ！」

「ソラ君。今日は野菜と肉の炒いため物が安いよ～」

　道の両脇に並ぶ屋台の店主たちから声を掛けられるが、手を振って応えるだけ。好意的な声がそこかしこから飛んでくるが、今日は何を食べるかを既に決めている。

　目的の店舗前には既に精霊が待機していた。いつの間に。別に俺がここで買うというのを知っているわけではなく、何日か前からここの前で立ち止まっては作っている料理を眺めていた。興味津々のようだ。

「おっちゃん、新作の串くし二本よろしく」

　俺の言葉に精霊の表情が明るくなったような気がする。少し垂れ気味だった耳がピンと立った。

「おう、ソラじゃねえか。相変わらずデッカイもん背負ってんな」

　近付くと肉の香ばしい匂いがお腹を刺激する。

　支払いの準備のため立ち止まり、小銭入れからお金を取り出そうとして違和感を覚えた。

「ん？　どうした」

　動きを止めた俺に心配そうに声を掛ける屋台の店主、グレイに何でもないと言ってお金を渡す。

　串焼きを受け取りながら、視界の片隅でステータスを確認する。

　その違和感は、立ち止まった時に感じた荷物の重さ。体に感じる負荷が和らいだと思ったら、案の定、スキル「ウォーキング」のレベルが上がって、ステータスが増えていた。順調な成長に、自然と笑みがこぼれる。




　受け取った串焼きを持って食事の出来そうな場所を探した。精霊は今にも肉串に飛び付きそうな感じだが必死に我慢している。さすがに屋台街の近くは人通りが激しいから、一度横道に入って人ひと気けのないところに。背の低い住宅が立ち並ぶ一角に、腰を下ろせそうな場所があったから今日はそこで食事を摂ることにした。

　この辺りの家は煉れん瓦が造りで平屋が多い。一般的な造りの住宅で、木造の家の多かった地元とどうしても見比べてしまう。今でこそ慣れてきたが、中世ヨーロッパを彷ほう彿ふつさせる街並みは、異世界を歩いているような気分にさせる。実際に異世界なんだけど。




　一本は俺の、もう一本は精霊の分だ。精霊が串焼きを食べると、料理が突然消えたようになるから、人前で食べるわけにはいかない。

　以前訪れた村では精霊様の降臨だとお祭り騒ぎになった。あの村で料理の味を覚えたのか色々な屋台でつまみ食いをするものだから、一時騒ぎになった。怒声や叫び声に驚いた精霊は逃げるように姿を晦くらまし、再び戻ってきたのはその数日後だった。

　その数日間に何があったかは謎だが、戻ってきてからは勝手に料理を食べるようなことはなくなった。本当、何があったんだろう？

　そんなことを考えていたからか、気付いたら食べ終わっていた。肉串一本がお昼。言葉だけだと少ないように思うけど大きさが違うから。子供の拳こぶしほどの大きさの肉が四つ刺さっていてボリューム満点。あの厚み、あの大きさで柔らかく焼く腕はさすがの一言。屋台で売るのがもったいないと思うほどの味だ。タレも長年注つぎ足して使っているようで、深みがあるし侮れない。今回はそれにプラスして隠し味の調味料を使っているとかで……鑑定したら普通に何を使っているかは分かってしまったが、そこは企業秘密だよね。




　食休みを挟んで午後の配達へと戻る。立ち上がると満足そうに休んでいた精霊が顔を上げ目が合った。少し眠そうに瞼まぶたが下がっているが、フラフラと浮かび上がり、やがてフードの中にイン。定位置とばかりにすっぽりと収まる。こちらからは触れないのに、どうなっているか不思議だ。

　科学では解明出来ない謎！　みたいな感じか？　さすが異世界といったところだが、いつか解明してそのモコモコに触れて堪能したいとは思っている。




　配達中、よく利用する南門の前を通れば、旅装をした冒険者や商人らしき者の姿が。彼らは門の受付を済ませて入場したら、そのうちの何人かが近くに控える魔術師風の恰かつ好こうをした人たちのもとに近付き小銭を支払っている。

　何をしているかというと、生活魔法の「洗浄」で汗や服に付いた汚れをとっているのだろう。魔法を使える人の中で一番使用者が多いのが生活魔法だが、それでも総人口に比べたら魔法を使える人の数は少ない。そのため自前で使える仲間がいない人たちは、ああしてお金を払って洗浄してもらっている。

　一応風ふ呂ろもあるが、やはり利用出来るのはお金を持っている人たちになる。貴族や大商人が宿泊するような宿になら付いているが、そんな宿に一泊するお金でどれだけの日数を生活することが出来るやら。風呂好きというわけではないが、それでも何十日も入らないと恋しくなるがさすがに手が届かない。今宿泊している宿にはもちろん風呂なんてものはないし。

　俺はスキルの恩恵で殆ほとんど汗をかくことがないが、それでも道を歩けば衣服は汚れていく。

　当初困った俺は、スキルポイントで生活魔法も覚えることが出来ると知って飛びついた。

　そのため彼らのお世話になったことはない。安いとはいえ、一日一回利用すれば塵ちりも積もればで結構な出費になっただろう。生活魔法を使えると知った冒険者仲間から、よく鍛練後に洗浄を頼まれて感謝されるが、使えば使うほどスキルの熟練度が上がるから、俺としても利点がある。

　本当にスキル「ウォーキング」様々だ。

　他にも素人の俺でも剣が使えるようになった剣術や、冒険に役立つ収納魔法を使うことが出来るようになる空間魔法もスキルポイントで覚えた。将来的にはポーションを自作するための錬金術や、街の外に出た時にも美お味いしいものが食べられるように料理のスキルなんかも覚えたいと思っている。




　その日の配達は、結局予定よりも早く終了した。たぶんレベルアップで歩く速度が上がったからだろう。一人で移動する時は自分のペースで歩けるからいい。後はギルドに報告したら完了だ。

　空を見上げれば太陽の位置はまだ高い。基本的に日が暮れるまでに宿に戻るようにしているが、それでも時間はまだまだありそうだ。追加で配達依頼を受けるか悩むところだ。




「ソラ？」

　悩んでいたら不意に声を掛けられた。

　振り返るとそこには二人の少女が立っている。少女と言っても歳は俺と大差ないんだけど。

　俺は手を上げて応えると、二人のもとに向かって歩いていく。

　その時、二人の後方に聳そびえ立たつ王都の象徴である王城が視界に入った。

　今でこそ知り合いも増え、スキルのお陰でそれなりに上う手まくやっていけている。

　それでも召喚された当初は大変だった。

　あの城を見ていると、その時のことが鮮明に蘇よみがえってきた。








第１章









「我の呼びかけに応えし者たちよ。よくぞ参った！」

　視界が回復したと思ったらそこは見たことのない場所だった。高校に行くために電車に乗っていたはずなのに、ここは何処だ？　手に持っていたはずの鞄かばんはないし、制服のポケットの中を確認したがあるはずのものが何一つない。あ、ハンカチはある。

　目の前には大仰に手を広げた派手な服を着たおっさんが、興奮したように震えている。頭にのっているのは王冠？

　その周囲には髭ひげを蓄えた恰かつ幅ぷくの良い中年が。左右には整列して佇たたずむ鎧よろい姿の騎士っぽい人たちが、警戒しながらこちらの様子をうかがっている。

　俺の周囲には、同じような……服装じゃないな。学生服やスーツ姿、カジュアルな軽装をした男女が、俺を含めて七人いる。男が三人、女が四人だ。

　誰もが戸惑い、中には不安そうな顔をした者もいる。

　そもそも呼びかけに応えた覚えはないし、勝手に呼び出したのだろう。原理は謎だ。

「ここは何処ですか？　それにあなたは誰ですか？」

　一人の学生君（たぶん）が一歩前に出て問いかけた。

　その瞬間騎士が動きを見せようとしたが、目の前のおっさんが手をかざして止めた。

「ここはエレージア王国。そして余はエレージア王国国王である。此度は我が王国に伝わる秘術、異世界召喚によって、そなたたちをここに呼び寄せさせてもらった」

　長々と退屈な話を聞かされた。

　要約すると、召喚された者は優れたスキルの恩恵があるので、その力を使って復活した魔王を討伐してくれとのこと。

　学生君が魔王を討伐したら元の世界に戻れるか聞いたら、魔王の持つ魔石を使用することで元の世界に戻ることは可能らしい。魔石とは人間でいうところの心臓。殺して奪えということか？

　説明が曖あい昧まいなのは、あくまで文献に魔石を使用して帰還した勇者がいるとの記録が残っていたからだと、彼らは主張した。

「では、勇者よ。ステータスオープンと唱え、その力を我に示すがよい！」

　周囲からステータスオープンという呟つぶやきが聞こえる。

「ステータスオープン」

　俺も逆らわずに言う。

　言葉とともに透明なパネルのようなものが目の前に浮かび上がった。

　そこにはゲームでいうステータスのようなものが表示されている。

　驚き周囲を見たが、他の人のものは見えない。ただ集中して宙を見る様から、同じようにパネルは見えているようだ。


名前「藤宮そら」　職業「無職」　レベルなし

ＨＰ10／10　ＭＰ10／10　ＳＰ10／10

筋力…１　　体力…１　　素早…１

魔力…１　　器用…１　　幸運…１




スキル「ウォーキング」　効果「どんなに歩いても疲れない」



「なんだこのステータスは……」

　弱キャラだ。最弱モンスターにも勝てるかどうかも怪しい？

　向こうの世界では学生だったが今は無職。何もしていないからか？

　そもそもレベルなしってなんだよ。最初はそういう仕様なのか、それとも文字通りないのか。なかった場合、これ以上の成長は見込めないということになるのか？

「確認は済みましたかな？　済んだなら一人ずつ、この水晶に手を触れるがよい」

　王の傍かたわらに立っていたローブ姿の老人の指し示す先には、豪華な台に置かれた水晶があった。

　これに触れると、触れた者のステータスを他者が見ることが出来るようになるという。

　一人一人。順番に水晶に触れていく。

　まずは先ほど国王に質問していた、学生服をしっかり着込んだ少年。

　ラフな格好で、少し眠そうな女性。

　スーツをビシッと着こなしたお姉さんと、その女性とは真逆の、おちゃらけた印象を受けるスーツを着た男性がその後に続く。

　腰まで伸びる長い黒髪が目立つブレザーの制服を着た少女が水晶に触れ、最後に茶髪のおかっぱヘアーの子が、背を丸めて恐る恐る水晶に近付く。

　ステータスが次々と表示され、それを見た王様と老人、その周囲にいる人たちから、次々と歓声があがる。

「剣王」「魔導王」「聖騎士」「剣聖」「聖女」「精霊魔法士」

　職業の呟きと共に、そのレベルにも驚きの声が上がる。

　高い者で既に50。一番低くても30だ。

　スキルだって皆複数持っている。

　多い者だと一〇個以上もあるだと？　一番少ない者でも六とか……改めて自分のステータスと見比べて思う。この差は残酷過ぎません？

　期待するように見てくる無数の視線が痛い。

　しかし逃げることも出来ず、一歩二歩と歩いていき、諦あきらめて水晶に触れた。

　一瞬ノイズのようなものが走ったが、同じようにステータスパネルが他の人たちにも見えるように表示されたようだ。

　誰もがその表示に言葉を失う。悪い意味でだけど！

　それは同じように召喚された同郷の者たちからも、だ。さっきまであった熱狂が波を引くように収まっていく。

「何じゃこのステータスとスキルは！」

　王様の叫びはごもっとも。

　むしろ俺が聞きたい！　やり直しを要求する。

　ざわつく周囲と自分のダメっぷりに心が折れそうになったその時、ふとステータスパネルに表示されたある箇所が目にとまった。

「……あれ？」

　さっきまでと違っている。


スキル「ウォーキングＬｖ[image: ]」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　21／１０００

スキルポイント　０



　しかし水晶の方に表示されるステータスを見ると追加された項目の表記がない。

　歩くだけでレベルが稼げるとか……けどレベルなしだったからこれは何の経験値なんだ？　あ、スキルにＬｖって付いているからこれか？

　ただ経験値カウンターの数値は０ではなく21となっている。

　水晶まで歩いた歩数がカウントされたのか？

　しっかり覚えていないがそれぐらいの歩数を歩いたような気がする。あとは気になるのがスキルポイントか。

　考え事をしていたらいつの間にか周囲が静かになっていた。

　顔を上げて王様を見ると顔を逸らされた。

　次にローブの老人を見たら同じように顔を逸らされた。

「うむ。此度は六人の選ばれし勇者を無事呼び出すことが出来た。これより歓迎の宴を開こうと思う！　勇者の皆様はこちらへ」

　どうやら俺のことはなかったことにするようだ。

　召喚された同郷の人たちは、困惑する者、視線を逸らす者、心配そうにする者とそれぞれいたが、最終的には強制的に連れていかれた。

　職業が立派でも、レベルが高くても、戦う術なんてない社会で生活していたんだ。武装した騎士に囲まれたら従うしかないのだろう。

　一人残された俺の目の前に、同じく残っていた騎士が近付いてきて小さく「ついてきてください」と呟き、返事も聞かずに歩き出した。

　結果は、ハイ、城から追い出されました。

　王城の扉の前までついていくと待つように言われて、三〇分ぐらい見張りの監視のもと待たされた。

　やがてそれなりに豪華そうな馬車がやってきて、中に押し込まれ、行き先も告げられずに動き出した。

　窓にはカーテンが付けられていて外は見えない。まさかこのまま何処かに監禁とか？

　目の前には屈強な騎士が二人座り、両隣にも挟むように座っている。逃げる隙はない。もっとも隙があっても何処に逃げればいいのか分からないが。揺れた時に触れる金属鎧が痛いんですけど。

「降りろ」

　馬車が停まると、掃き出されるように外に追いやられた。

　振り返るとそこには立派な門があり、今は開いている。門の向こう側には立派な城があり、城に続く道には豪華な、煌びやかな大きな家が道を挟んで立ち並んでいる。

　啞あ然ぜんとその光景を見ていたら、遅れて馬車から下りてきた騎士の一人から、「餞せん別べつだ」と小さな袋を投げ付けられた。

　どうにかキャッチして確認すると、銀色に輝く硬貨が二枚と、銅色の硬貨が一〇枚入っていた。

　これが多いのか少ないのか判断出来ないが、騎士に目を向けるとニヤニヤと馬鹿にしたようにこちらを見ている。悪意を感じるのは気のせいか？

　やがて騎士が乗り込んだ馬車は門の中に消え、開いていた門がゆっくりと閉まっていった。




「世界は違っても人は人か……」

　何処の世界でも嫌な奴はいるなと思いつつ、どうせもう会うこともないだろうと街中に目を向ければ、今まで見たことのない世界が広がっていた。

「…………っ!?」

　圧倒されて言葉が出ない。

　ほんの少し前まで抱いていた嫌な感情が一気に吹き飛んだ。

　何も知らなければ仮装のパレードと思ったかもしれない。道行く人は剣や杖つえを持ち、服装もゲームで出てきそうな鎧を身に着けた人や、物語の中の魔女が被るような鍔つばの広いとんがり帽子の人もいる。異国情緒を思わせる服装は、まるで自分がゲームの世界にでも入ってしまったような不思議な感じにさせる。

　立ち並ぶ建物も石材やレンガを積み重ねて造られていて、一瞬タイムスリップでもしたんじゃないかと錯覚させられた。本やネットでしか見たことがない、中世ヨーロッパのような風景が広がっている。

　しばらく我を忘れて見み惚とれていたが、多くの視線を感じて我に返った。

　最初金髪ばかりの中に黒髪の男がいるのが珍しいのかと思ったが、相手と自分の服装を見て、明らかに浮いているのを感じた。場違い感が半端ない。確かに制服姿の俺は物珍しく目立っている。

　逃げるようにその場を離れながら、今置かれた状況を考える。ドキドキする鼓動を必死に抑えながら、現実的に。

　第一に、お金の価値を早急に知る必要がある。特にこのお金でどれぐらい生活が出来るか。すぐになくなるようなら何かしらの手段でお金を稼ぐ必要がある。

　第二に拠点となる場所の確保。やっぱ宿かな？　さすがに野宿とかは怖い。街行く人を見れば軽装の人もいるけど、普通に武器を持っている人の姿が視界に入る。寝ているところを襲われたら、一瞬で命がなくなりそうだ。

　あとは……この世界についての根本的な知識か。

　そこまで考えて不意に足が止まった。

「この美味しそうな匂いは……何？」

　キョロキョロと周囲を見回し、発生源を見付けると無意識に足が動いた。

[image: ]

「なんだ兄ちゃん。冷やかしなら向こうへ行ってくれ」

　ジッと眺めていたら怒られた。

　お腹が空いていないはずなのに、無性に食べたくなった。その漂う匂いに、抗う術がない。

「これで一つもらえるか？」

　ある意味チャンスだと思い、銀貨と銅貨をそれぞれ一枚差し出す。

　あ、凄すごく変な顔された。

「おいおい、兄ちゃん。銀貨なんて出されても俺じゃ釣りなんて出せねえよ。銅貨なら、銭貨八枚の釣りだな」

　俺は銅貨を差し出し、串くし焼やき一本と銭貨八枚を受け取った。

　色々と聞きたいが、まずは一口。と思い手が止まった。

　一見すると何でもない肉の串焼き。他の人も普通に食べているから食べられるものであるのは違いない。しかし……外国の屋台で食事する番組で、あとからその材料を聞いて驚きよう愕がくする芸能人。それを何故か思い出した。

　思わず買っちゃったけど、本当に食べても大丈夫なのか？

　匂いだけなら間違いなく美う味まい。断言出来る。脳は食べろと指令を発しているが、手がこれ以上動かない。

　そんな俺を訝いぶかしげに見てくる屋台のおっさん。間違いなく今の俺は不審者だ。

　どうする……どうする？

　助けてくれる人は誰もいない。

　その時呼び出したままだったステータスパネルの一部に視線が釘くぎ付づけになった。


スキル「ウォーキングＬｖ１」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　１４９／２０００

スキルポイント　１



　ウォーキングのレベルが上がってスキルポイントが増えている。

　さらに習得可能スキルというリストが新たに表示されている。

　そのリストの先頭にあるスキル……【鑑定】を見た瞬間。考えるよりも先に選んでいた。

　スキルポイントを使用して覚えますか？　との問いにハイと答える。もちろん心の中でだ。

　そのスキルを使用すれば、





【ウルフ肉の串焼き】食用の魔物肉。品質・良






　と吹き出しのように文章が見えた。

　これがスキル!?

　一部気になる単語はあったが、金縛りにあっていた手が動いた。

「……美味い」







　この続きは現在配信中の『異世界ウォーキング　～エレージア王国編～』にてお楽しみください


[image: ]Rio Kamiyama, Taranboman 2019





















痛いたいのは嫌いやなので防ぼう御ぎよ力りよくに極きよく振ふりしたいと思おもいます。14
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